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緑
豊
か
な
環
境
の
中
で 

ゆ
と
り
の
あ
る

学
生
生
活
を
満
喫
で
き
る
昭
和
ボ
ス
ト
ン

色
と
り
ど
り
の
光
が
空
間
を
満
た
す
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル



だいがくのたから

昭
和
ボ
ス
ト
ン
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

　

昭
和
女
子
大
学
が
米
国
ボ
ス
ト
ン
に
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
し
た
の
は
１
９
８
８
年
。
英
語
系
の
学
生

は
全
員
留
学
で
き
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
当
時
話
題
と
な
っ
た
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
ほ
ど
近
い
住
宅

地
の
丘
に
、
約
16
万
６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
る
。
こ
こ
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教

系
孤
児
院
の
跡
地
で
あ
る
。

　

教
室
棟
の
ほ
か
に
３
０
０
名
収
容
可
能
な
寮
が
配
置
さ
れ
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
屋
内
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
も
あ
り
、
現
地
で
生
活
す
る
に
十
分
な
施
設
が
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
し
た
建
物
は
修
理･

改
修
が
必
要
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
個
所
に
手
を
加
え
た
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
一
つ
が
、
こ
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー

ル
の
窓
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。

　

東
西
に
向
い
た
装
飾
ガ
ラ
ス
。
早
朝
に
は
東
窓
か
ら
陽
光
が
注
ぎ
、
ホ
ー
ル
全
体
を
力
強
く
七
色
に
染
め

る
。
そ
し
て
、
西
窓
は
ゆ
っ
く
り
と
日
暮
れ
を
告
げ
る
。
昭
和
ボ
ス
ト
ン
で
開
講
す
る
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

始
業
式･

終
業
式
な
ど
も
こ
こ
で
行
う
。
そ
の
美
し
い
光
景
は
、
き
っ
と
学
生
た
ち
の
た
か
ら
も
の
と
し
て

記
憶
に
刻
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
ホ
ー
ル
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
や
社
会
人
女
性
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
た
講
演
会
の
会

場
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
出
会
う
た
め
か
、
ボ
ス
ト
ン
を
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
他
大
学
に
留
学
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。

　

日
本
と
ボ
ス
ト
ン
を
結
ん
だ
虹
の
懸
け
橋
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
は
そ
の
象
徴
で
も
あ
る
。

昭和女子大学



年
頭
所
感 

変
化
の
時
代
こ
そ
長
期
的
視
野
で
大
学
教
育
を�

清
家
　
篤
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国
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取
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史
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─
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本
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代
化
と
大
学
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史
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前
の
私
立
大
学
の
総
合
大
学
化
―
大
正
か
ら
昭
和
初
年
の
日
本
大
学

―・

日
本
大
学�

小
松
　
修

108
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の
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福
度
ラ
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キ
ン
グ
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ッ
プ
《
記
念
日
編
》

「
お
し
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れ
の
日
」
―
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
の
実
践

―・

梅
花
女
子
大
学�

藤
原
美
紀

114
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人
加
冠
式
―
大
人
に
な
っ
た
自
覚
を
促
す・
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學
院
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學�
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士

116

ウ
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会・
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岡
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介
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岡
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／
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記・
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〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　西南学院大学言語教育センターは、英語をはじめ
とするさまざまな外国語の習得と向上を目指す、全
学的な言語教育を推進する施設です。メディア学習
室、発声練習ブースなどを備え、映像や音声などの
メディアを駆使して授業や語学実習、自習に利用さ
れています。
　BBC、CNN など海外のニュース映像が流れるラウ
ンジは学生の憩いの場となっており、お茶とお菓子
を楽しみながら英語で会話する「English Café」な
ど、留学経験者が主体となった取り組みが実践され
ています。
　その他、最新機器を備えた CALL 教室、LL 教室、
撮影 ・ 録音の設備が整った AV スタジオ教室など、
楽しくスキルアップできる充実した環境が整ってい
ます。

〈表紙写真〉

気軽に楽しく外国語に触れることができる、
国際色豊かなキャンパス



大学点描

西南学院は2016年、

創立100周年を迎えます。

　西南学院は、1916（大正5）年、米国南部バプテスト派の宣教師 C.K.ドー
ジャーによって福岡市に設立されました。創立者ドージャーの遺訓 “Seinan, Be 
True to Christ”（西南よ、キリストに忠実なれ）は建学の精神として大切に受
け継がれ、今では保育所、幼稚園、小学校、中学校 ・ 高等学校、大学 ・ 大学院
あわせて約1万人が学ぶ総合学園へと発展しました。
　1949（昭和24）年に開学した西南学院大学は、現在、7学部13学科、大学院8
研究科を擁する人文社会系総合大学として、約8,000人の学生が学んでいます。
　西南学院は、次の100年に向けて、一人ひとりの学生を大切に、福岡から全
国へ、世界へ、はばたく人の育成に力を注ぎます。

1916年
「私立西南学院」創立

2008年
新

・

チャペル完成

1921年
大学の前身、高等学部を設置

2012年
新

・

言語教育センター完成

1949年
「西南学院大学（新制）」開設

2017年 4月
新

・

図書館利用開始予定



国 際 交 流

　本学は1971（昭和46）年に国際交流計画を策定し、ア
メリカ ・ テキサス州のベイラー大学をはじめ、現在までに
19カ国54大学と協定を結んでいます。
　これまでに各協定校と交換した留学生の数は、派遣約
1,200名、受け入れ約1,000名にのぼります。様々な国、幅
広い分野で活躍する卒業生のネットワークも、本学の国際
交流制度の魅力の一つです。
　また、語学研修も盛んで、春と夏に実施される短期語学
研修には、毎年250名の学生が参加しており、その他の海
外研修や私費留学を含めて約500名の学生が海外留学を経
験しています。



ボランティア活動

　西南学院大学では、2003年度から毎年、国際飢餓
対策機構の協力のもと、フィリピンの貧困地域へ学生
や教職員を派遣する「海外ボランティア ・ ワークキャ
ンプ」を実施しています。これまでに、188名の学
生 ・ 教職員が現地で活動してきました。現地では、小
学校訪問、貧困地域での奉仕活動、子ども会や地元の
人たちと交流を行っています。
　その他のボランティア活動も活発で、2011年度か
らはじまった東日本大震災ボランティアには、現地へ
の派遣62回、学生 ・ 教職員の参加者は延べ512名を
数えます。

注）写真は全て「海外ボランティア・ワークキャンプ」の活動です。



地 域 交 流

　西南学院大学は、国際交流や海外 ・ 国内のボランティアのほか、
地域とのつながりも大切にしています。

●西南コミュニティーセンター
大学と地域の交流拠点として、2007年4
月にオープンしました。館内には、コン
サートや講演会などが開催できるホール、
音楽練習もできる控室、茶室、多目的室、
会議室などがあり、一般にも貸し出してい
ます。

●西南子どもプラザ
福岡市の委託を受けて本学が運営してい
る、子育て支援施設です。遊び場だけでな
く、ランチルームや授乳コーナー、中庭な
ども設置されており、乳幼児とその保護者
が自由に訪問して遊ぶことができます。本
学の学生も、ボランティアとして参加して
います。

●西南コミュニティークリスマス
地域の皆さまと祝う、西南学院のクリスマ
スです。クリスマスメッセージのほか、ゴ
スペルアクターズの人形劇などで、市民の
皆さまと共にクリスマスを祝います。



　

西
南
学
院
は
１
９
１
６
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
、
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
。
創
立
者
は
、
学
院
の
使
命
を
「
良
い

世
界
市
民
に
な
る
人
を
育
て
る
」
や
「
青
少
年
に
対
し
て
い

か
に
奉
仕
す
る
か
教
え
る
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
。
こ

の
使
命
を
基
に
、
大
学
は
１
９
４
９
年
に
「
世
界
貢
献
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
人
を
育
て
る
」
た
め
に
開
設
さ
れ
た
。
１
９

７
１
年
に
米
国
の
大
学
と
国
際
交
流
を
開
始
し
、
そ
の
後
、

21
世
紀
に
向
け
て
「Im

pacting the W
orld

」
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
現
在
19
カ
国
の
54
の
大
学
と
協
定
を
結
び
、
創

立
時
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

一
世
紀
前
に
与
え
ら
れ
た 

使
命カレ

ン・

ジ
ュン・

シ
ャ
フ
ナ
ー
●
西
南
学
院
大
学
学
長
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２
０
１
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
関
係
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
私
た
ち
は
大
き
な
変
化
の
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
地
球
温
暖
化
、
人
口
の
少
子
高
齢
化
、
情
報
通
信

技
術
の
飛
躍
的
進
歩
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
と
い
っ
た
、
私
た
ち
の
住
む
地
球
社
会
の
あ
り
様
そ
の
も
の
を
変
え

て
し
ま
う
よ
う
な
変
化
で
す
。
そ
う
し
た
大
き
な
変
化
に
、
大
学
社
会
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
大
き

な
変
化
の
も
た
ら
す
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
べ
く
、
大
学
も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
そ
う
し
た
変
化
の
時
代
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
目
先
の
変
化
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
期
的
な
視
野
で
も
の
を

考
え
る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
視
点
を
、
人
材
に
関
し
て
あ
て
は
め
る
と
、
い
わ
ゆ
る
即
戦
力
と
い
う
考
え
方
は
あ

ま
り
意
味
の
無
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
急
速
に
進
む
大
き
な
変
化
の
時
代
に
は
、
今
日
の
即
戦
力
は
明
日
に
は
陳

腐
化
し
た
能
力
の
持
ち
主
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

労
働
経
済
学
は
、
個
人
の
仕
事
能
力
が
、
そ
の
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
技
術
と
、
仕
事
を
す
る
上
で
直
面
す
る
市

場
の
構
造
に
決
定
的
に
依
存
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
技
術
や
市
場
構
造
に
マ
ッ
チ
し
た
知
識
や
技
能

は
、新
し
い
技
術
や
市
場
構
造
の
も
と
で
も
有
用
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
個
人
は
技
術
や
市
場
構
造
の
変
化
に
合
わ
せ
て
仕

事
能
力
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
大
き
な
変
化
の
時
代
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

実
は
、
こ
れ
ま
で
も
個
人
は
技
術
や
市
場
の
変
化
に
応
じ
て
そ
の
仕
事
能
力
を
、
主
に
職
場
に
お
い
て
仕
事
を
し
な
が
ら
高

清
家 

篤
●
本
連
盟
会
長
、
慶
應
義
塾
長

変
化
の
時
代
こ
そ
長
期
的
視
野
で
大
学
教
育
を

2 0 1 6
年頭所感
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め
て
き
ま
し
た
。
職
場
に
お
け
る
能
力
開
発
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
時
代
に
大
学
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
に
技
術
や
市
場
が
変
化
し
て
も
、
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
基
盤
的

な
能
力
を
学
生
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
新
し
い
状
況
を
自
ら
理
解
し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い

て
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
自
分
の
頭
で
も
の
を
考
え
る
力
で
す
。
そ
し
て
自
分
の
頭
で
考
え
る
と
は
、
考
え

る
べ
き
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
を
論
理
的
に
説
明
し
、
そ
の
説
明
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
結
論
を
導
く
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
は
学
問
の
方
法
論
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
今
日
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に
は
、
学
問
を
通
じ
て
自
分
の
頭
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
大
学
の
持
つ

最
も
大
学
ら
し
い
機
能
が
、
改
め
て
重
要
に
な
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
で
教
授
さ
れ
る
も
の
は
最
新
の
学
術
成
果
や
技

術
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
内
容
自
体
は
す
ぐ
に
古
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
頭
で
考
え
る
力
を
磨
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
大
学
に
お
い
て
幅
広

く
学
問
を
学
ぶ
、
奥
深
く
研
究
を
す
る
、
さ
ら
に
課
外
活
動
な
ど
で
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ
う
な
経
験
を
通
じ
て
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
力
は
培
わ
れ
ま
す
。

　

大
学
で
し
っ
か
り
と
学
問
を
す
る
こ
と
で
変
化
へ
の
対
応
力
の
基
盤
を
身
に
付
け
る
。
そ
し
て
、
就
職
し
た
ら
職
場
で
の
経

験
や
教
育
訓
練
を
通
じ
て
変
化
に
具
体
的
に
対
応
し
、
仕
事
能
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
、
学
生
が
在
学
中
に

就
職
先
を
決
め
て
、
卒
業
と
同
時
に
就
職
し
、
企
業
は
採
用
し
た
新
人
を
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
い
く
と
い
う
学
卒
定
期
一
括

採
用
の
仕
組
み
は
、
社
会
的
に
は
若
者
の
失
業
率
を
先
進
国
随
一
の
低
さ
に
抑
え
、
大
学
で
身
に
付
け
た
基
礎
能
力
を
も
と
に

企
業
で
し
っ
か
り
と
人
材
育
成
が
行
わ
れ
る
と
い
う
日
本
社
会
の
強
味
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
人
力
調
査
で
、
日
本
は
ト
ッ
プ
に
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
日
本
の
大
学
と
企
業
の
人
材
育
成
力
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。
変
化
の
時
代
こ
そ
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
大
学
教
育
の
質
を
高
め
ね
ば
と
改
め
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
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１　
あ
る
シ
ー
ン

　

最
近
好
ん
で
観
て
い
る
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
刑
事
ド
ラ
マ
が
あ

る
。
舞
台
は
１
９
４
０
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
。
さ
る
巨
大
企
業

が
国
際
的
な
犯
罪
に
手
を
染
め
て
い
る
こ
と
を
女
性
秘
書
が

察
知
し
て
外
部
に
通
報
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
見
つ
か
り
、

高
層
ビ
ル
の
窓
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
る
。
彼
女
が
ビ
ル
の
壁

沿
い
に
落
下
し
て
ゆ
く
シ
ー
ン
を
見
て
驚
い
た
。
こ
の
巨
大

企
業
の
建
物
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し
の
白
亜
の
ビ
ル
、

私
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
本
部
「
シ
ネ
イ

ト・

ハ
ウ
ス
」
だ
っ
た
の
だ
。
秘
書
が
頭
か
ら
血
を
流
し
て

倒
れ
て
い
る
場
所
も
映
さ
れ
た
が
、
そ
こ
は
か
つ
て
私
が
研

究
の
た
め
に
通
っ
て
い
た
大
学
へ
の
通
路
だ
っ
た
。
か
の
ロ

ン
ド
ン
大
学
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
建
物
を
提
供
す
る
時
代
と

な
っ
た
の
か
と
、
お
か
し
く
も
な
っ
た
。

　

日
本
の
ド
ラ
マ
で
も
本
物
の
大
学
が
撮
影
現
場
と
な
る
。

赤
門
な
ど
す
ぐ
わ
か
る
大
学
は
用
い
ら
れ
ず
、
実
在
の
大
学

を
背
景
に
、「
洛
南
医
科
大
学
」
と
か
「
東
都
城
北
大
学
」
と

か
、
一
見
あ
り
そ
う
で
、
実
は
架
空
の
大
学
の
銘
板
が
画
面

に
ア
ッ
プ
で
映
さ
れ
る
。
見
る
人
が
見
れ
ば
本
当
は
ど
の
大

学
か
は
す
ぐ
に
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
ち
な
み
に
、

現
在
放
映
中
の
い
わ
ゆ
る
「
朝
ド
ラ
」
は
、
日
本
女
子
大
学

の
創
設
者
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
聞
く
。
ド
ラ
マ
展
開
が
そ
こ
に
至

れ
ば
、
同
大
学
の
建
物
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
興
味

が
わ
く
。
か
つ
て
は
宮
城
学
院
も
東
洋
英
和
女
学
院
も
そ
の

卒
業
生
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
な
り
、
学
校
自
体
も
登
場
し
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
そ
う
い
え
ば
大
河
ド
ラ
マ
で
は
同
志
社
も
、

と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

映
画
へ
の
露
出
度
だ
け
の
話
で
は
あ
る
が
、
一
つ
に
は
大

学
と
い
う
存
在
が
社
会
に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
あ
る
種
の
評

松
本 

宣
郎
●
東
北
学
院
大
学
学
長

大
学
論
の
周
辺
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価
を
受
け
て
認
識
さ
れ
て
い
る
証
拠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

権
威・

畏
敬
と
い
う
観
念
が
大
学
に
は
ま
と
わ
り
つ
い
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
大
学
の
側
が
、

多
分
あ
る
時
期
か
ら
テ
レ
ビ
な
ど
で
舞
台
と
さ
れ
る
こ
と
を

広
報
的
観
点
か
ら
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
大
学
関
係
者
の
大
き
な
会
合

な
ど
で
は
、
必
ず
そ
の
年
話
題
の
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
大
学

の
関
係
者
が
周
囲
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
い
さ
さ
か
面
は

ゆ
い
よ
う
な
、
時
に
得
意
そ
う
な
表
情
で
応
え
る
場
面
に
よ

く
出
く
わ
す
の
で
あ
る
。
私
が
勤
め
る
大
学
の
正
門
広
場
に

は
、
建
築
後
１
０
０
年
近
く
経
ち
、
文
化
財
指
定
を
受
け
て

い
る
建
物
が
３
つ
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
な
り
に
古
さ
を
感
じ

さ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
せ
い
で
か
１
９
６
９

年
の
大
学
紛
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画
の
ロ
ケ
に
使
用
を
打

診
さ
れ
、
喜
ん
で
提
供
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
下
心
か
ら

だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。
撮
影
当
日
は
発
煙
筒
や
赤
青
の
旗
、

機
動
隊
と
「
反
帝
学
評
」
な
ど
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
学
生
に
扮
し

た
エ
キ
ス
ト
ラ
た
ち
が
も
み
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

い
さ
さ
か
妙
な
書
き
出
し
に
な
っ
た
。「
大
学
」
に
つ
い
て

の
文
章
を
依
頼
さ
れ
た
の
だ
が
、「
学
長
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
も

「
教
育
の
質
的
転
換
」「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」「
デ
ィ
ー
プ
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
、
ど
な
た
も
よ
く
す
で
に
論
じ
ら
れ
て

い
て
、
さ
ほ
ど
勉
強
し
て
い
な
い
私
に
容
喙
の
余
地
は
な
い

よ
う
に
思
え
る
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、「
大
学
と
私
」
と
い
う
風

な
ス
タ
ン
ス
で
つ
ま
み
食
い
の
よ
う
な
大
学
論
、
否
、
大
学

閑
話
に
お
つ
き
あ
い
願
い
た
い
。

２　
大
学
の
た
た
ず
ま
い

　

東
京
大
学
は
金
沢
前
田
家
の
江
戸
屋
敷
跡
、
東
北
大
学
は

伊
達
家
青
葉
城
二
の
丸
、
京
都
大
学
は
西
園
寺
候
旧
邸
と
い

う
風
に
、
日
本
の
帝
国
大
学
は
庶
民
の
町
に
あ
り
な
が
ら
隔

絶
し
た
権
力
者
層
の
塀
の
中
に
建
て
ら
れ
て
始
ま
っ
た
。
私

が
人
生
で
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
（
正
確
に
言
う
と
そ
の

宿
舎
で
は
あ
っ
た
が
）
の
は
故
郷
の
国
立
大
学
（
当
時
）、
岡

山
大
学
で
あ
っ
た
。
当
時
同
大
学
の
教
育
学
部
附
属
中
学
校

生
徒
で
あ
っ
た
私
を
南
勝
一
校
長
先
生
が
自
宅
に
招
い
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
た
教
職

員
宿
舎
で
あ
っ
た
。
南
先
生
は
、
お
そ
ら
く
教
育
学
部
教
授

で
校
長
を
兼
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
岡

山
大
学
そ
の
も
の
は
新
制
大
学
と
し
て
第
二
次
大
戦
後
、
旧

陸
軍
第
一
七
師
団
跡
地
に
旧
建
物
を
利
用
し
つ
つ
設
立
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
一
時
的
に
せ
よ
国
家
権
力
を
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象
徴
す
る
隔
絶
さ
れ
た
立
地
に
大
学
が
置
か
れ
た
例
で
あ
り
、

少
な
く
な
い
例
で
も
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
は
な
い
立
地
の
大
学
も
、
も
ち
ろ
ん
多
く
生
ま
れ

た
。
世
界
の
大
学
に
関
す
る
私
の
知
見
は
、
そ
も
そ
も
訪
れ

た
国
に
地
域
的
偏
差
と
い
う
制
約
が
あ
る
の
で
、
見
て
き
た

こ
と
だ
け
を
記
す
。
話
は
飛
ぶ
が
、
30
年
ほ
ど
前
ま
で
発
行

さ
れ
て
い
た
冊
子
に
、
御
茶
の
水
書
房
発
行
の
『
社
会
科
学

の
方
法
』
と
い
う
、
い
い
内
容
の
冊
子
が
あ
っ
た
。
当
時
、

私
が
属
し
て
い
た
東
北
大
学
の
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
科
学
系
の

教
授
た
ち
、
す
な
わ
ち
世
良
晃
志
郎・

樋
口
陽
一・

広
中
俊

雄・

吉
岡
昭
彦
氏
ら
を
共
同
編
集
者
に
掲
げ
て
、
識
者
の
間

で
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
（
思
え
ば
、
こ
れ
ら
進
歩
派
論
客

の
諸
先
達
で
今
も
ご
健
在
な
の
は
、
今
年
安
保
法
制
廃
棄
に

つ
い
て
歯
切
れ
よ
く
主
張
し
て
い
た
樋
口
氏
だ
け
で
、
あ
と

は
皆
故
人
と
な
っ
た
）。
そ
の
冊
子
の
表
紙
裏
見
返
し
に
コ
ラ

ム
が
あ
り
、「
世
界
の
大
学
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
写
真
付
き

の
紹
介
文
が
連
載
さ
れ
て
い
た
。
編
集
者
の
一
人
、
私
と
同

じ
西
洋
史
学
の
吉
岡
氏
か
ら
、
私
が
イ
タ
リ
ア
出
張
す
る
機

会
に
２
つ
ほ
ど
大
学
を
取
材
し
て
き
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
。

　

１
９
７
９
年
の
こ
と
と
記
憶
す
る
。
シ
チ
リ
ア
の
首
邑
パ

レ
ル
モ
の
大
学
と
ナ
ポ
リ
大
学
を
、
訪
問
と
い
う
の
で
は
な

く
写
真
を
撮
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
の
ぞ
い
た
と
い
う
程
度
に

見
て
は
来
た
。
も
ち
ろ
ん
ナ
ポ
リ
大
学
の
方
が
規
模
が
大
き

く
レ
ベ
ル
も
高
い
の
で
、
建
物
の
大
き
さ
や
風
格
に
も
自
ず

か
ら
差
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
共
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
町
の

通
り
に
他
の
ビ
ル
や
店
舗
と
並
ん
で
位
置
し
、
都
市
の
生
活

に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
建
物
に
入
る
、

そ
れ
も
日
本
の
多
く
の
大
学
の
よ
う
に
正
門
を
く
ぐ
っ
て
と

い
う
の
で
は
な
く
、
普
通
の
道
路
の
歩
道
か
ら
ド
ア
を
押
し

て
入
る
と
い
う
感
じ
な
の
だ
。
し
か
し
、
ナ
ポ
リ
大
学
は
さ

す
が
に
中
は
18・

19
世
紀
そ
の
ま
ま
、
天
井
が
高
く
薄
暗
い

歴
史
的
存
在
で
は
あ
る
。
た
だ
、
都
市
か
ら
隔
絶
せ
ず
、
町

中
の
一
角
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
た
ず
ま
い
は
、
後
に
訪
れ
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
、

先
述
し
た
殺
人
事
件
現
場
ロ
ケ
に
使
わ
れ
た
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ

テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
様
で
あ
る
。
地
下
鉄
の
駅
か
ら
階
段

を
上
っ
て
道
路
に
出
る
と
パ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
学
の
建

物
の
一
部
で
あ
っ
た
り
す
る
。
公
園
を
前
に
し
て
中
規
模
の

教
会
が
あ
る
。
そ
れ
も
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
の
一
つ

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
余
計
な
こ
と
だ
が
、
こ
う
い
う
大
学

で
は
学
生
の
体
育
の
授
業
は
ど
こ
で
行
う
の
だ
ろ
う
と
気
に

な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
英
国
で
も
地
方
都
市
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
大

学
へ
、
さ
る
ロ
ー
マ
史
学
者
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
大
学
は
正
門
が
あ
り
、
新
し
い
ビ
ル
群
で
構
成
さ
れ
る
、

日
本
の
地
方
大
学
そ
の
も
の
の
よ
う
な
立
地
と
た
た
ず
ま
い

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
日
訪
問
し
た
韓
国
の
２
つ
の
大
学

で
も
感
じ
た
印
象
で
あ
る
。

　

英
国
で
も
、
お
そ
ら
く
定
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
化
は
で
き
な

い
の
で
あ
ろ
う
が
、「
都
市
と
一
体
型
」
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う

色
合
い
は
、
ど
う
も
日
本
よ
り
も
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
両
大
学
は
英
国
に
お
い
て
も
別
格
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
２
つ
の
町
が
大
学
そ
の
も
の
と
い
う
あ
り
よ
う
は
よ
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
大
学
の
建
物
と
関
係
の

な
い
市
街
地
エ
リ
ア
が
広
が
っ
て
は
い
る
が
、
町
が
本
来
大

学
の
学
寮
群
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
こ
の
二
大
学
で
あ
る
以

上
、
当
然
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
な
ど
の
欧
州
諸
国
の
古
典
的
大
学
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ

と
だ
ろ
う
し
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
や
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
、
日

本
の
門
前
町
も
似
た
よ
う
な
歴
史
に
よ
っ
て
現
代
の
町
と
一

体
化
し
た
た
た
ず
ま
い
を
持
つ
こ
と
の
説
明
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　

日
本
の
大
学
は
19
世
紀
後
半
に
な
っ
て
よ
う
や
く
出
現
し
、

大
半
は
国
立
大
学
と
し
て
国
家
権
力
の
政
策
的
意
図
に
よ
っ

て
た
た
ず
ま
い
を
定
め
ら
れ
た
か
ら
、
城
や
ら
大
名
屋
敷
や

ら
の
広
大
な
敷
地
を
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
し
、
戦
後
に
生
ま
れ
た
大
学
も
、
そ
れ
な
り
の
広

い
土
地
を
囲
い
込
む
門
と
塀
と
が
必
需
と
思
い
込
ま
れ
た
と

い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
立
大
学
に
は
、
一
部
に
は

庶
民
の
町
の
一
角
の
民
家
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
も
あ
っ

た
ろ
う
が
、
多
く
は
す
で
に
定
ま
っ
て
い
た
国
立
大
学
の
た

た
ず
ま
い
を
継
承
し
た
。「
大
学
の
権
威
」
を
持
た
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

私
が
属
す
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
つ
い
て
言
う
と
、
19
世

紀
後
半
、
欧
米
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の

が
多
く
を
占
め
る
。
建
築
家
も
欧
米
人
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
も
建
物
も
、
日
本
の
19
世
紀
の
町
の
中
に
つ
く
る
こ
と
に

な
っ
た
。
国
立
大
学
と
は
ま
た
異
な
る
、
キ
リ
ス
ト
教
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
印
象
付
け
、
学
生
を
確
保
す
る
た
め
の
美
し
さ

が
追
求
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
し
か
し
一
種
の
権
威
主
義
の
現

れ
で
は
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
町
並
み
の
中
の
学
校
で
は
な
く
、

門
を
入
り
、
瀟
洒
な
建
物
を
仰
ぐ
、
そ
の
よ
う
な
学
校
と
な
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
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そ
れ
が
過
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
ど
の

大
学
も
60
～
１
０
０
年
の
歴
史
を
経
た
現
在
、
大
学
の
た
た

ず
ま
い
は
、
隔
絶
的
で
は
あ
れ
町
の
中
に
安
定
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
主
張
し
て
い
る
。
老
朽
化
し
た
部
分
の
取
り
替
え
や
、

新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
手
直
し
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
た
た
ず
ま
い
を
守
っ
て
ゆ
く
に
如
く

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
新
し
い
大
学
の
設
置
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
や
新
校
舎
の
建
設
は
行
わ
れ
る
。
そ
れ
も
、

各
大
学
競
っ
て
急
ピ
ッ
チ
の
観
す
ら
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中

で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
町
の
一
角
に
あ
る
大
学
」

が
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
。
門
や
壁
は
設
け
な
い
。
建
物

は
駅
の
近
く
。
コ
ン
ビ
ニ
を
テ
ナ
ン
ト
で
入
れ
、
カ
フ
ェ
も
、

ま
た
し
ば
し
ば
開
く
音
楽
な
ど
の
学
生
、
プ
ロ
問
わ
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
ま
た
近
隣
住
民
に
公
開
す
る
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
。
学
内
の
設
備
で
も
、「
喫
煙
室
」
は
な
い
方

が
い
い
が
、
受
動
喫
煙
を
避
け
る
た
め
に
は
ま
だ
不
可
欠
だ

し
、
自
動
ド
ア
、
パ
ソ
コ
ン
設
備
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
「
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
」
な
ど
も
、
こ
の
大
学
の
公
開
性・

開
放
性
推
進
の
た
め
に
避
け
ら
れ
な
い
。
否
応
な
く
各
大
学

が
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
学
は
白
い
巨
塔
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
ま
だ

そ
ん
な
こ
と
が
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
英
国
の
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
タ
イ
プ
の
大
学
、
す
な
わ
ち
大
学
が
町
そ
の
も
の

で
あ
り
、
町
と
一
緒
に
あ
る
大
学
が
日
本
の
大
学
の
現
在
の

ト
レ
ン
ド
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
の
が
、
私
に
は
多
少
心
休

ま
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

３　
大
学
改
革
に
欠
け
て
い
る
も
の

　

２
０
１
４
年
、
私
立
大
学
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
の
が
「
学
校
教

育
法
の
改
正
」
で
あ
っ
た
。
学
長
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
遂
行
を
効

率
化
な
ら
し
め
る
た
め
の
規
程
を
大
学
に
お
い
て
整
え
る
た

め
に
、
か
な
り
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
、
寄
附
行

為
ま
で
含
め
て
多
く
の
規
程
が
改
定
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

本
学
で
は
全
学
教
授
会
と
い
う
も
の
を
廃
止
し
た
か
ら
、
実

質
的
に
こ
の
法
律
改
正
の
影
響
は
大
き
い
と
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
改
正
の
仕
事
は
規
程
と
制
度
上
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
実
際
に
学
長
が
突
然
物
事
を
独
自
に
決
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
学
長
選

考
の
方
法
に
し
て
も
、
教
員
全
員
の
投
票
に
よ
る
選
出
自
体

は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
、
そ
の
結
果
を
法
人
は
参
酌
す

る
と
い
う
こ
と
で
追
認
で
き
る
と
し
た
か
ら
、
従
来
と
変
更
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は
な
く
、
実
際
に
い
く
つ
か
の
大
学
で
従
来
通
り
の
方
法
で

学
長
の
選
出
が
行
わ
れ
た
と
聞
く
。

　

む
し
ろ
、
大
学
に
実
質
的
改
革
を
急
が
せ
た
の
は
「
改
革

支
援
事
業
」、
例
の
「
タ
イ
プ
１
～
４
」
認
定
の
た
め
の
改
革

ポ
イ
ン
ト
制
で
あ
っ
た
。
単
に
規
程
制
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、

会
議
録・
表
彰・
評
価
表
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

た
か
ら
、
全
教
員
に
も
作
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
ポ
イ
ン
ト
が
と
れ
な
け
れ
ば
補
助
金
カ
ッ
ト
と
い
う

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
つ
く
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
か
無
理

矢
理
効
果
を
引
き
ず
り
出
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
し
ば
ら

く
は
毎
年
の
仕
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
一
層
き
つ
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
２
０
１
５
年
の
６
月
８
日
の
「
国
立
大
学
法
人
等

の
組
織
及
び
業
務
全
般
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
な
る
下
村
前

文
部
科
学
大
臣
の
通
達
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
「
第
三　

１
組

織
の
見
直
し
（
１
）」
後
段
「
教
員
養
成
系
学
部・

大
学
院
、

人
文
社
会
科
学
系
学
部・

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
一
八
歳
人

口
の
減
少
や
人
材
需
要
、
教
育
研
究
水
準
の
確
保
、
国
立
大

学
と
し
て
の
役
割
等
を
踏
ま
え
た
組
織
見
直
し
計
画
を
策
定

し
、
組
織
の
廃
止
や
社
会
的
要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
に

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
」
の
部
分
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
国

立
大
学
協
会
を
は
じ
め
多
く
の
分
野
か
ら
一
斉
に
反
発
が
起

こ
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
弁
明
で
も
懸
念
は
失
わ
れ

ず
、
わ
が
日
本
私
立
大
学
連
盟
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

政
策
研
究
部
門
会
議
の
「
提
言
」
が
、
私
学
が
重
視
す
る
人

文
社
会
科
学
分
野
で
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
擁
護
し
、

国
立
大
学
の
識
者
た
ち
は
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
現
代
の
高
等
教
育
』
五

七
五
号（
２
０
１
５
年
11
月
）で「
文
系
の
危
機
」と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
論
を
重
ね
る

必
要
は
な
い
。
た
だ
、
文
部
科
学
省
と
い
う
よ
り
首
相
の
全

体
的
な
政
策
姿
勢
へ
の
懸
念
、
不
安
、
不
快
感
は
募
る
ば
か

り
で
あ
る
。「
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
し
」
で
あ
る
。
私
た
ち
は

私
た
ち
の
意
志
を
常
に
発
信
し
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

現
下
求
め
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
大
学
改
革
へ
の
視
点

に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
学
生
へ
の
ま
な
ざ
し
の
み
な
ら
ず
、

大
学
教
職
員
へ
の
そ
れ
、
要
す
る
に
「
人
間・

人
格・

精
神
」

を
包
摂
す
る
視
野
、
思
い
や
り
、
で
あ
る
。
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音　
最
近
、
初
年
次
教
育
が
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
大
学
も
積
極
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
初

年
次
教
育
の
具
体
的
な
様
子
や
、
そ
れ
ら
へ
の
お

考
え
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
も
の
の

真
面
目
化
、二
極
分
化
す
る
現
代
の
学
生

音　
先
日
、
本
連
盟
か
ら
『
第
14
回
学
生
生
活
実

態
調
査
』
が
公
表
さ
れ
、
本
誌
前
号
で
は
、
そ
の

内
容
を
基
に
し
た
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
座

談
会
の
司
会
を
お
務
め
に
な
っ
た
難
波
先
生
は
、

若
者
文
化
論
な
ど
を
専
門
と
さ
れ
る
社
会
学
者
と

し
て
、
現
代
の
若
者
に
関
す
る
発
言
や
発
表
を
な

さ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
学
生
気
質
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
ず
難
波
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

初
年
次
教
育
の
今

座
談
会

難
なん
波
ば
 功
こう
士
じ

関西学院大学
社会学部教授

横
よこ
山
やま
 千
ち
晶
あき

慶應義塾大学法
学部教授、初年
次教育学会理事
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難
波　
前
回
の
座
談
会
を
通
し
て
、
今
の
学
生
は

以
前
の
学
生
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
も
の
の
、
真
面
目
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
を
座
談
会
に
出
席
さ
れ
た
方
々
が
共
通
し
て

お
持
ち
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
生
は

授
業
や
ゼ
ミ
に
き
ち
ん
と
出
席
す
る
し
、
課
題
も

提
出
す
る
。
た
だ
、
そ
の
内
容
は
ご
く
平
均
的
な

も
の
が
大
多
数
で
、
ず
ば
抜
け
た
も
の
と
か
面
白

い
学
生
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

そ
し
て
そ
の
背
景
と
し
て
、
今
の
学
生
は
就
職
氷

河
期
以
降
に
生
ま
れ
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
元

気
が
な
い
状
況
の
中
で
ず
っ
と
育
っ
て
き
た
と
い

う
時
代
背
景
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
極
分
化

―
学
力
、経
済
面
、そ
し
て
メ
ン
タ
ル

難
波　
さ
ら
に
、
学
生
が
二
極
分
化
し
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
で
は
平
均
値
が
出

ま
す
の
で
、
そ
れ
だ
け
を
見
る
と
以
前
と
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
学
力
や
経
済
的
な
面
、
お
よ
び

メ
ン
タ
ル
な
部
分
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

学
生
と
、
そ
う
で
は
な
い
学
生
の
差
が
ど
ん
ど
ん

開
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
座
談
会
に
出
席
さ

安
あん
藏
ぞう
 伸
しん
治
じ

明治大学政治経済学
部教授、明治大学付
属明治高等学校 ・明
治中学校校長

清
し
水
みず
 正
まさ
之
ゆき

聖学院大学学長司会

音
おと
 好
よし
宏
ひろ

上智大学文学部教授、
インテリジェンスセン
ター広報 ・情報部門会
議（大学時報）委員長

座
談
会
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れ
た
先
生
方
が
異
口
同
音
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
傾
向
は
大
学
１
年
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
そ
れ
に
対
し
て
大
学
関
係
者
は
、
大
変
な
危

機
感
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
う
対

処
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る

実
情
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
子
ど

も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
今
の
学
生
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
大
学
入

学
後
の
新
し
い
人
間
関
係
構
築
の
ベ
ー
ス
や
人
と

の
関
わ
り
方
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

顕
著
に
見
て
取
れ
ま
す
。

　

学
力
面
や
経
済
面
の
二
極
分
化
が
進
む
中
、
そ

の
両
極
端
も
含
め
て
幅
広
く
学
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
私
立
大
学
の
特
徴
で
も
あ
り
、
そ
の
対
応

が
各
大
学
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
前

回
の
座
談
会
の
議
論
の
流
れ
で
し
た
。

高
校
と
大
学
と
の
ギ
ャッ
プ
を
い
か
に
理
解
さ

せ
る
か
―
学
び
の
Ｈｏ
ｗ
、Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
、Ｗ
ｈ
ｙ

音　
横
山
先
生
は
初
年
次
教
育
学
会
の
理
事
を
な

さ
っ
て
い
て
、
初
年
次
教
育
に
つ
い
て
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
分
析
も
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
真
面
目
化
す
る
一
方
、
学
力
、

経
済
面
で
二
極
分
化
す
る
学
生
の
お
話
を
受
け
て
、

初
年
次
教
育
学
会
で
は
、
初
年
次
教
育
の
意
義
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

横
山　
初
年
次
教
育
に
関
し
て
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
、
学
生
に
高
校
と
大
学
と
の
違
い

を
い
か
に
し
て
理
解
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

初
年
次
教
育
学
会
に
お
け
る
議
論
で
は
、
多
く
の

大
学
で
導
入
さ
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
、
大
学
に
入
っ
た
ら
自
律
的
に
学
び

な
さ
い
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
て
学
習
し
な
さ

い
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
改
め
て
学
生
に

言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
高
大
連
携
が
声

高
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
大
学
に
入
っ
た
ら

学
び
の
方
法
が
違
う
の
だ
と
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
と
い
う
話
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
難
波
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
問
題
に
関
し
て
は
、
二
極
分
化
す
る
中
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
学
生
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
あ
え
て
使
わ
な
い
学
生
と
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
手
放
せ
な
い
学
生
の
間
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ

る
、
そ
の
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
『
第
14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』
に
あ
っ
た
よ
う

な
薬
物
の
問
題
な
ど
、
法
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と

に
は
絶
対
に
関
わ
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
、
初

年
次
教
育
の
中
で
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア

ル
コ
ー
ル
の
問
題
も
そ
う
で
す
が
、
以
前
で
あ
れ

ば
友
人
関
係
や
先
輩
と
後
輩
の
関
係
の
中
で
学
ん

で
い
た
こ
と
を
初
年
次
教
育
で
カ
バ
ー
し
て
い
る

と
い
う
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

音　
安
藏
先
生
は
、
大
学
で
教
え
る
側
と
付
属
の

中
学・

高
校
の
校
長
と
い
う
両
方
の
お
立
場
か
ら
、

大
学
の
初
年
次
教
育
の
重
要
性
を
肌
で
お
感
じ
に

な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
藏　
大
学
で
の
初
年
次
教
育
で
重
要
な
第
１
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
学
生
に
大
学
生
と
し
て
の
生
活
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

履
修
登
録
な
ど
、
入
学
し
た
て
の
学
生
に
は
何
の

こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
必
修
科
目
の
時
間

以
外
の
と
こ
ろ
に
ど
う
や
っ
て
選
択
科
目
を
入
れ

て
い
く
か
と
い
う
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
や
大
学
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
も
重
要
で
す
。

明
治
大
学
で
は
す
べ
て
の
授
業
が
ネ
ッ
ト
上
に
あ

り
、
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
ソ
フ
ト
を
必
ず
使
う
の
で
、
情
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報
科
目
と
連
携
し
な
が
ら
教
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
大
学
で
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
社
会
科
学
系
は
選
択

の
幅
が
広
く
、
特
に
私
が
教
え
て
い
る
政
治
経
済

学
部
は
、
科
目
選
択
の
幅
が
と
て
も
広
い
。
自
分

が
ど
う
い
う
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
４
年
間
学
ん

で
い
く
の
か
を
個
々
の
学
生
に
は
っ
き
り
認
識
さ

せ
る
た
め
に
、
１
年
生
に
い
ろ
い
ろ
な
教
員
が
交

代
で
自
分
の
専
門
に
つ
い
て
話
す
講
座
が
あ
り
ま

す
。
学
問
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
研
究
を
す
る

た
め
に
は
数
学
や
社
会
科
や
古
典
な
ど
で
学
ん
だ

知
識
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
の
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
何
の
た
め
に
学
ぶ
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
１
年
生

の
う
ち
か
ら
教
え
始
め
れ
ば
、
４
年
間
を
し
っ
か

り
と
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
を
４
年
間
で
卒
業
で
き
な
い
学
生
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
１
年
生
の
前
期・

後
期
の
学
期
で

英
語
や
体
育
で
つ
ま
ず
く
学
生
が
多
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も

大
学
に
来
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、

成
績
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
は
そ
こ
を
重
点
的
に
見

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦

で
入
っ
た
学
生
の
場
合
、
学
力
に
不
安
が
あ
る
が

ゆ
え
に
大
学
に
来
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
１
年
生
の
ク
ラ
ス
で
互
い
に
自
己
紹

介
を
し
て
、
友
達
を
作
っ
て
、
休
ま
な
い
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
、

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
と
学
生
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
、
起
こ
り
得
ま

す
。
し
か
し
、
大
学
で
ど
う
生
活
す
る
の
か
、
何

を
学
ぶ
の
か
、
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
を
き
ち
ん

と
教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
、
意
外
に
う
ま

く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

音　
聖
学
院
大
学
は
、
充
実
し
た
初
年
次
教
育
で

全
国
的
に
も
有
名
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
方
策
の

検
討
が
大
切

清
水　

本
学
の
よ
う
な
小
規
模
大
学
の
学
生
に

と
っ
て
の
大
学
の
意
味
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
そ
の
人
生
に
か
か
る
側
面
と
大
学
生
活
の
側

面
が
分
離
し
た
ま
ま
入
学
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
初
年
次
教

育
で
融
合
さ
せ
、
大
学
で
学
ぶ
意
味
を
再
認
識
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
生
活

の
側
面
に
お
い
て
は
、
人
間
関
係
に
つ
ま
ず
い
た

経
験
を
持
つ
学
生
は
、
男
子
に
多
く
、
共
同
体
に

う
ま
く
溶
け
込
め
な
い
、
他
人
と
協
調
的
な
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
っ
た
学
生
を
目
覚
め
さ
せ
る
に

は
、
成
績
よ
り
も
何
よ
り
も
、
ま
ず
人
間
関
係
的

な
つ
ま
ず
き
を
ど
こ
ま
で
修
復
で
き
る
か
が
第
一

義
的
に
重
要
で
す
。
そ
こ
に
着
目
し
た
対
応
を
し

て
い
る
こ
と
が
、
本
学
が
〝
面
倒
見
が
い
い
〟
と

い
う
評
価
に
つ
な
が
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
難
波
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
経
済
的
な

二
極
化
が
生
じ
て
い
る
と
の
現
状
は
、
本
学
で
も

同
様
で
、
ど
う
い
う
形
で
現
れ
る
か
と
い
い
い
ま

す
と
、
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
よ
っ
て
保
護

者
の
学
歴
が
多
様
な
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
故
に
、
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
が
人
生
に

お
い
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
十
分

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
た
め
に
、
学
生
が

３・

４
年
生
に
な
っ
て
離
学
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
初
年
次
教
育
を

通
じ
て
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
た

め
の
方
策
の
検
討
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
反
省

し
、
そ
の
あ
た
り
に
重
点
を
置
い
た
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
学
生
が
非
常
に
多
く
、
い
か
に
し
て
全
員
に
パ

ソ
コ
ン
を
持
た
せ
る
か
も
初
年
次
教
育
が
抱
え
る

座
談
会
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問
題
の
一
つ
で
す
。

音　
初
年
次
教
育
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

に
関
し
て
、
学
内
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水　
学
科
の
ほ
う
で
は
文
部
科
学
省
の
大
学
教

育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
（
教
育
Ｇ
Ｐ
）
に
採

択
さ
れ
て
い
た
の
で
、
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
全
学
的
に
離
学
者
が
増
え
、
学
科
ご

と
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
応

を
考
え
始
め
た
の
が
３
年
前
で
す
。

音　
学
生
は
真
面
目
に
な
っ
た
も
の
の
、
や
は
り

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
ま
ず
き
が
あ
る
と
い
う
お
話
が
皆

様
か
ら
出
ま
し
た
が
、
ま
ず
勉
学
意
欲
を
初
年
次

教
育
を
通
じ
て
い
か
に
し
て
喚
起
し
て
い
け
ば
い

い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
の

勉
学
意
欲
と
か
将
来
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、

難
波
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

難
波　
私
の
所
属
学
部
が
社
会
学
部
で
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
は
何
を
学
ぶ
の
か
、
漠
然

と
し
た
状
態
で
入
学
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
言
わ
れ
た
こ
と
は
一
応
や
る
と

い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
は
以
前
よ
り
強
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し

て
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
す
。

　

私
の
学
部
で
は
、
以
前
は
専
任
教
員
が
１
年
生

対
象
の
基
礎
演
習
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
若
手
の
非
常
勤
講
師
、
Ｐ
Ｄ
（Post-D

octoral 

Fellow

）
を
起
用
し
て
、
図
書
館
の
利
用
方
法
や

レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
ノ
ー
ト
の
取
り
方
と
い
っ

た
基
本
的
な
ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
を
学
生
に
教
え
込

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

学
び
の〝
自
分
事
化
〟

難
波　
社
会
学
部
は
社
会
学
科
１
つ
に
６
５
０
名

の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
今
春
の
入
学
生
か

ら
は
１
年
生
の
後
半
に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
や

ゼ
ミ
が
あ
る
か
を
学
生
に
伝
え
、
考
え
さ
せ
、
２

年
生
の
前
期
に
は
、
専
任
教
員
が
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

エ
イ
ト
ゼ
ミ
と
い
う
導
入
期
間
の
よ
う
な
も
の
を

担
当
し
て
、
学
生
は
２
年
生
の
秋
か
ら
専
門
ゼ
ミ

に
入
る
な
ど
、
な
る
べ
く
前
倒
し
で
行
う
よ
う
に

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

学
び
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、

特
に
社
会
学
部
の
よ
う
に
学
問
範
囲
が
広
い
学
部

で
は
、
自
分
は
将
来
ど
う
な
り
た
い
の
か
と
い
う

こ
と
と
関
連
付
け
て
考
え
さ
せ
な
い
と
難
し
く
、

１
年
生
の
う
ち
か
ら
考
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論

が
起
こ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
中
で
す
。
他

の
学
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
、「
何
の

た
め
に
学
ぶ
の
か
」
を
１
年
生
の
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
考
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
全
学
的
な
流

難
波 

功
士
氏

横
山 

千
晶
氏
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れ
で
す
。

社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
通
じ
た

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示

音　
初
年
次
教
育
は
、
６
５
０
名
の
学
生
を
何
人

く
ら
い
の
ク
ラ
ス
に
分
け
る
の
で
す
か
。

難
波　
基
礎
演
習
で
は
、
20
人
く
ら
い
の
ク
ラ
ス

を
Ｐ
Ｄ
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
は
、
１
年
生

か
ら
見
る
と
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
い
う
感
じ

な
の
で
、
専
任
教
員
が
担
当
し
て
い
た
頃
よ
り
も

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
部

分
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
英
語
の
レ
ベ
ル
分

け
の
ク
ラ
ス
と
第
二
外
国
語
の
ク
ラ
ス
も
あ
る
の

で
、
初
年
次
教
育
で
は
、
そ
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
ど
こ
か
に
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
新
し
い

人
間
関
係
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

音　
安
藏
先
生
の
政
治
経
済
学
部
も
、
１
学
年
の

人
数
は
多
い
で
し
ょ
う
ね
。

安
藏　
１
学
年
で
約
１
０
０
０
名
の
学
生
を
、
20

～
30
名
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
い
ま
す
。

音　
そ
こ
で
の
勉
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
藏　
１
年
生
に
対
し
て
、
専
門
課
程
の
教
員
が

毎
週
交
代
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
説
明
し
、

そ
れ
を
専
攻
す
る
た
め
に
は
１・

２
年
次
に
何
を

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
話
を
す
る
必

修
科
目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
就
業
力
育
成
支
援

授
業
で
は
、
例
え
ば
公
務
員
に
な
り
た
い
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
い
う
学
生
に
対
し
て
、

実
際
に
そ
の
職
業
に
就
い
て
い
る
明
治
大
学
の
卒

業
生
が
来
て
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
政
治
経
済
学
部
で
は
、
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
女
性
の
卒
業
生
に
来
て
も
ら
っ
て
、

女
子
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見

せ
る
こ
と
で
、
結
構
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

音　
清
水
先
生
の
大
学
で
は
、
勉
学
意
欲
を
引
き

出
す
た
め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水　
大
学
は
政
治
経
済
学
部
、
人
文
学
部
、
人

間
福
祉
学
部
の
３
学
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
間
福
祉
学
部
の
よ
う
に
資
格
取
得
が
大
き
な
目

標
に
な
っ
て
い
る
学
部
と
違
い
、
人
文
学
部
や
政

安
藏 

伸
治
氏

清
水 
正
之
氏

音 

好
宏
氏

座
談
会
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治
経
済
学
部
で
は
、
ま
ず
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
理

解
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
学
部
間

で
の
違
い
が
あ
る
中
で
、
各
学
部
学
科
が
こ
れ
ま

で
別
々
に
初
年
次
教
育
を
行
っ
て
蓄
積
し
て
き
た

内
容
を
、
学
力
、
人
間
力
、
そ
し
て
人
生
構
想
力

と
い
う
枠
組
み
を
つ
く
り
、
全
学
的
な
取
り
組
み

と
し
て
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
年
生
６
０
０
名
を
18
ク
ラ
ス

に
分
け
、
教
員
２
名
と
在
学
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

を
付
け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
名
称
の
全
学
行
事
を
３
日
間
行
い
ま
し
た
。
学

生
に
と
っ
て
は
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
だ
こ
と

が
一
つ
の
財
産
に
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

音　
横
山
先
生
、
今
の
先
生
方
の
お
話
を
う
か
が
っ

た
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

２
年
次
以
降
を
視
野
に
入
れ
た

初
年
次
教
育
の
必
要
性

横
山　
大
学
で
は
初
年
次
に
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
、
清
水
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
３・

４
年
次
に
離

学
す
る
学
生
の
存
在
で
す
。
初
年
次
教
育
学
会
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
初
年
次
教
育
は
初
年
次
だ
け
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
２
年
次
以
降
の
こ
と
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
高
校
か
ら
大
学
２
年
次
以
降

の
専
門
教
育
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
要
と
し
て

捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
非
常
に
難
し
く
、

ま
だ
何
も
分
か
ら
な
い
学
生
に
、
こ
れ
か
ら
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
を
教

え
る
こ
と
の
重
要
性
と
と
も
に
、
一
方
で
、
す
で

に
し
っ
か
り
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い

る
学
生
の
や
る
気
を
い
か
に
し
て
引
き
上
げ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
話
も
よ
く
出
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
学
部
の
縦
割
り
を
乗
り

越
え
た
全
学
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、

教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
を
２
０
０
２
年
に
創
設
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
１
年
生
の
う
ち
に
身
に
付
け

て
ほ
し
い
こ
と
に
特
化
し
て
、
各
学
部
の
先
生
が

共
同
で
ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
ズ
の
授
業
を
行
っ
て
お

り
、
ま
た
「
身
体
知
」
を
考
慮
し
た
体
験
型
の
授

業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
後
者
で
は
、
通
信
教

育
の
社
会
人
学
生
と
夏
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
共
に

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

非
常
に
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生
方

が
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

問
題
は
、
教
員
も
非
常
に
多
忙
で
協
力
を
得
る
こ

と
が
難
し
く
、
一
部
の
教
員
だ
け
が
が
ん
ば
っ
て

し
ま
う
と
い
う
弊
害
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

音　
先
ほ
ど
難
波
先
生
か
ら
は
、
Ｐ
Ｄ
を
活
用
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

初
年
次
教
育
を
行
う
こ
と
で
教
員
の
負
担
が
増
え
、

教
員
か
ら
反
発
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

難
波　
基
礎
演
習
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
教

員
は
２
名
い
て
、
Ｐ
Ｄ
た
ち
の
指
導
役
に
就
い
て

い
ま
す
。
そ
の
教
員
２
人
に
は
非
常
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
は

一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、
専
任
教
員
は
２
年
生

前
期
を
対
象
と
し
た
ゼ
ミ
に
注
力
し
、
２
年
生
後

期
以
降
の
専
門
ゼ
ミ
へ
の
導
入
部
分
を
担
当
す
る

シ
ス
テ
ム
に
変
更
中
で
す
。

音　
初
年
次
教
育
の
内
容
は
、
学
部
に
よ
っ
て
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

難
波　
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、初
年

次
教
育
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
藏　
明
治
大
学
で
は
、
学
部
間
の
共
通
科
目
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
教
室
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
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ル
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
そ
の
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
、
番
組
を
制
作
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
招
い

て
お
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
部
で
は
い
ろ
い
ろ
な
形
の
ゼ
ミ
や
必
修
科

目
、
総
合
講
座
な
ど
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
し

て
い
ま
す
。
私
が
３・
４
年
次
の
総
合
講
座
を
担

当
し
た
時
は
国
会
議
員
を
５
人
お
招
き
し
て
、
１

人
２
回
ず
つ
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

音　
聖
学
院
大
学
で
は
、
１
ク
ラ
ス
に
２
人
の
教

員
と
サ
ポ
ー
ト
学
生
を
付
け
る
と
い
う
、
本
当
に

手
厚
い
態
勢
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

清
水　
は
い
。
し
か
も
、
各
学
科
の
初
年
次
教
育

以
外
に
全
学
の
初
年
次
教
育
も
行
う
と
い
う
、
い

わ
ば
二
階
建
て
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
員
の
負

担
増
に
対
す
る
抵
抗
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
学
部
各
学
科
の
初
年
次
教
育
は
ど
う
し
て
も
あ

る
種
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
超
え
る
た
め
に
全
学
共
通
の
初
年
次
教
育

が
必
要
で
あ
り
、
行
う
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

安
藏　
明
治
大
学
で
は
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
教

養
教
育
と
専
門
教
育
が
互
い
に
く
さ
び
形
に
入
り

込
む
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
１・

２
年
生
の
う
ち

か
ら
、
何
を
学
ぶ
た
め
に
入
学
し
た
の
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
ま
ず

教
養
を
し
っ
か
り
磨
き
な
さ
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

初
年
次
、基
礎
、専
門
を

シ
ー
ム
レ
ス
化
す
る
た
め
の
初
年
次
教
育

清
水　
聖
学
院
大
学
で
も
、
教
養
教
育
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
の
問
題
を
初
年
次
教
育
と
結
び
付

け
て
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初

年
次
教
育
の
概
念
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
し
、
大
学
に

よ
っ
て
レ
ベ
ル
も
全
然
違
う
こ
と
か
ら
、
本
学
で

は
入
学
前
教
育
か
ら
始
ま
っ
て
初
年
次
教
育
、
基

礎
教
育
、
専
門
教
育
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
げ
る

た
め
に
初
年
次
教
育
を
立
て
直
す
意
図
で
、
先
ほ

ど
ご
説
明
し
た
二
階
建
て
を
試
み
た
わ
け
で
す
。

音　
上
智
大
学
で
は
、
古
く
か
ら
初
年
次
教
育
的

な
科
目
と
し
て
本
学
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ・

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
担
う
コ
ア
科
目
を
設
け
て
き
ま

し
た
。
神
学
部
に
所
属
す
る
教
員
が
担
当
し
、
新

入
生
が
大
学
で
社
会
の
諸
問
題
と
ど
う
向
き
合
う

か
を
考
え
る
、
学
部
を
越
え
た
導
入
型
の
科
目
で

す
。
こ
れ
に
加
え
、
今
は
学
部
ご
と
に
初
年
次
教

育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
養
教
育
に
つ
い
て
も
、
上
級
学
年
用
の

教
養
科
目
を
設
け
ま
し
た
が
、
学
生
は
、
そ
れ
が

キ
ャ
リ
ア
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
ま
だ

十
分
に
つ
か
め
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

横
山　
一
種
の
副
専
攻
の
考
え
方
で
す
ね
。
慶
應

義
塾
大
学
で
も
、
そ
れ
を
各
学
部
で
少
し
ず
つ
取

り
入
れ
始
め
て
い
て
、
専
門
以
外
に
教
養
系
の
科

目
を
学
ぶ
こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
と
い

う
こ
と
を
積
極
的
に
広
報
し
て
い
ま
す
。

安
藏　
明
治
大
学
の
商
学
部
で
は
ダ
ブ
ル
コ
ア
と

呼
ん
で
い
て
、
専
門
の
ゼ
ミ
と
教
養
の
ゼ
ミ
を
両

方
履
修
で
き
ま
す
。
政
治
経
済
学
部
の
１・

２
年

生
の
教
養
ゼ
ミ
は
面
白
い
で
す
よ
。
あ
る
作
家
の

作
品
を
１
年
間
、
読
み
続
け
た
り
、
小
説
の
舞
台

に
な
っ
た
土
地
を
訪
れ
た
り
。
演
劇
論
の
場
合
は

実
際
に
芝
居
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
、
興
味
を
深

め
る
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
か
、
デ
ー

タ
を
使
っ
て
物
事
を
考
え
る
時
は
ど
こ
か
ら
デ
ー

タ
を
取
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
体
験
的
に
学

び
ま
す
。
学
科
の
枠
を
超
え
て
一
緒
に
学
ぶ
の
で
、

互
い
に
刺
激
し
合
う
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

音　
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
初
年
次
教
育
と
い
う

概
念
自
体
が
相
当
に
幅
が
広
い
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

横
山　
初
年
次
教
育
の
考
え
方
は
、
最
初
に
米
国

で
積
極
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
清

座
談
会
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水
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
入
学
前
教
育

で
い
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
か
に
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
離
学
す
る
学
生

へ
の
対
策
、
専
門
性
の
枠
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
外

へ
目
を
向
け
さ
せ
る
た
め
の
方
策
と
い
っ
た
よ
う

に
、
今
は
本
当
に
そ
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
文
学
部
で
も
、
化
学
実
験
の

授
業
を
学
部
生
に
取
ら
せ
、
結
果
を
言
語
化
さ
せ

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
初
年
次
教
育
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

清
水　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
的
な
要
素
は
必

須
で
し
ょ
う
ね
。

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
の
実
態
に

対
す
る
教
員
の
興
味
、関
心
、理
解

横
山　
そ
れ
は
も
う
当
然
で
す
ね
。
自
律
学
習
、

主
体
的
な
課
題
発
見
と
協
同
学
習
と
い
っ
た
メ

ソ
ッ
ド
を
ど
う
や
っ
て
開
発
す
る
か
議
論
し
て
い

る
の
を
聞
い
て
い
る
と
、
昔
な
が
ら
の
座
学
だ
け

の
授
業
は
、
も
う
あ
り
得
な
い
世
の
中
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
学
生
の
脳
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
回
路
は
常
に
開
い
て
い
て
、
刺
激
は
た
く
さ
ん

入
っ
て
く
る
し
、
そ
こ
で
複
数
の
自
分
が
生
き
て

い
る
、
す
な
わ
ち
自
我
が
あ
る
意
味
で
分
解
し
た

状
態
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
教
員
は
理
解
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の

に
図
書
館
へ
行
か
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
書
く
。
そ
う
い
う
学
生

を
拒
絶
す
る
こ
と
は
も
う
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
初

年
次
教
育
を
行
う
上
で
教
員
が
理
解
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ど
う
い
う
人
間
が
入
学

し
て
き
て
い
る
の
か
と
い
う
学
生
の
実
態
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
た
学
生
が

一
定
数
入
学
し
て
き
ま
す
か
ら
、
教
員
自
身
が
全

て
の
学
生
に
同
じ
よ
う
に
接
し
て
い
る
と
非
常
に

危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
学
生
に

は
、
教
員
の
ほ
う
か
ら
歩
み
寄
る
こ
と
も
必
要
で
、

今
は
教
員
自
身
の
ス
タ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
大
変
な

時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

音　
初
年
次
教
育
の
導
入
と
い
い
ま
す
か
、
初
年

次
教
育
の
前
の
導
入
部
分
に
つ
い
て
、
お
話
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
員
は
入
学
式
で
初
め
て
新
入
生
に
接
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
２
月
の
合
格
発
表
の
頃

か
ら
、
新
入
生
同
士
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
ど
ん

ど
ん
友
達
に
な
っ
て
い
っ
て
、
入
学
時
ま
で
に
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
る
と
い
う
現
象
も
起
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
安
藏
先
生
の
と
こ
ろ
は
付
属
高

校
な
の
で
、
そ
の
点
で
は
非
常
に
う
ま
く
い
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
藏　
明
治
高
校
は
、
希
望
者
全
員
が
明
治
大
学

へ
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実
際
に
約
９

割
の
生
徒
が
第
一
志
望
で
明
治
大
学
の
学
部
に
入

学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
高
校
１
年
生
の

段
階
か
ら
学
部
の
教
育
内
容
を
理
解
さ
せ
て
い
く
、

つ
ま
り
、
大
学
の
初
年
次
教
育
の
さ
ら
に
前
の
こ
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と
を
早
い
段
階
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

付
属
校
で
あ
れ
ば
こ
そ
の

入
学
前
教
育
、初
年
次
教
育

安
藏　
他
の
高
校
と
比
べ
る
と
、
非
常
に
特
殊
な

ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
明
治
高
校
の
生
徒
は
、

夏
や
春
の
長
期
の
休
み
に
明
治
大
学
の
集
中
講
座

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
計
学
の
簿
記
講

座
、
物
理
や
化
学
の
実
験
講
座
、
法
学
検
定
試
験

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ

の
勉
強
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
で
す
。
そ
う
い
っ
た
授
業
を
受
け

て
、
将
来
は
ど
の
学
部
へ
行
き
た
い
か
を
自
分
で

判
断
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
効
果
は
非
常
に
高
く
、

高
校
生
の
う
ち
に
簿
記
の
２
級
を
取
得
す
る
生
徒

も
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
明
治
大
学
の
経
理
研

究
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
学
生
と
一
緒
に

会
計
士
の
勉
強
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
高

校
出
身
者
で
大
学
１
～
３
年
生
の
間
に
公
認
会
計

士
の
試
験
に
合
格
す
る
学
生
が
、
毎
年
８
人
く
ら

い
出
ま
す
。
し
か
も
、
高
校
時
代
に
一
緒
に
遊
ん

で
い
た
先
輩
が
合
格
し
た
と
聞
く
と
、
じ
ゃ
あ
自

分
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、

身
近
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
る
わ
け
で
す
。

　

先
日
は
、
明
治
高
校
出
身
の
弁
護
士
が
集
ま
り
、

明
治
高
校
で
法
律
を
教
え
よ
う
と
い
う
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
授
業
を
受
け
た
生
徒
が
明
治
大
学

に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
予
備
試
験
を
受
け
、
在
学
中

に
司
法
試
験
を
ク
リ
ア
し
て
も
ら
う
、
そ
う
い
っ

た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道
も
設
定
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
２
時
間
、
明
治
大
学
の

教
員
に
３
年
生
の
授
業
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
近
々
、
２
年
生
か
ら
受
け
さ
せ
ま
す
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
学
で
自
分
は
何
を
学
び
た
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
高
校
の
早
い
段
階
か
ら
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

高
校
生
が
大
学
の
講
座
を
履
修
し
、
単
位
を
修

得
す
る
プ
レ
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
も
の

も
、
毎
年
５・

６
名
の
生
徒
が
受
講
し
て
お
り
、

大
学
入
学
後
に
は
、
卒
業
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
。

　

高
校
３
年
の
３
学
期
の
時
点
で
は
、
進
学
す
る

学
部
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
学
部
か
ら
教
員
が

来
て
高
大
連
携
ブ
リ
ッ
ジ
講
座
と
い
う
入
学
前
指

導
の
授
業
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
学
部
に
よ
っ
て

異
な
り
、
教
員
が
来
な
い
ま
で
も
宿
題
を
た
く
さ

ん
出
す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
高
校
で
は
、
英
検
２
級
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ

４

５
０
点
と
い
う
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と
大

学
へ
の
推
薦
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
英
語
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
高
校
３
年
生
で

英
検
１
級
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
で
９
０
０
点
台
を
取
っ

た
生
徒
が
出
ま
し
た
。
周
囲
に
そ
う
い
う
生
徒
が

い
る
環
境
が
あ
る
と
、
み
ん
な
が
ん
ば
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
選
択
肢
は
明
治
大
学
以
外

の
大
学
へ
も
広
げ
て
い
ま
す
が
、
明
治
大
学
の
教

員
が
高
校
に
来
て
授
業
を
し
て
い
る
の
で
、
他
の

大
学
へ
進
ん
だ
場
合
で
も
、
大
学
で
何
を
ど
う
学

ぶ
か
、
あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
い
か
に
確

立
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
身
に
付

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
明
治
高
校
で
は
、
３
年

生
ま
で
文
系・

理
系
を
分
け
て
い
ま
せ
ん
。
自
分

は
英
語
が
で
き
な
い
か
ら
理
系
を
選
ぶ
と
か
、
数

学
が
だ
め
だ
か
ら
文
系
へ
行
く
と
い
う
の
は
負
の

選
択
で
し
か
な
い
と
、
私
は
ず
っ
と
言
い
続
け
て

き
ま
し
た
。
い
ま
は
も
う
、
文
系
で
も
数
学
が
で

き
な
か
っ
た
ら
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
し
、
理
系
の

文
献
や
論
文
は
ほ
と
ん
ど
が
英
語
だ
と
い
う
話
を

し
て
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
だ
ん
だ
ん
浸
透

し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
、
脳
の
基
礎
体
力
を

座
談
会
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鍛
え
て
社
会
へ
出
て
行
き
な
さ
い
。
君
た
ち
を
大

学
へ
入
れ
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
社
会
へ
出
て

か
ら
「
第
一
級
の
人
物
」
に
な
る
た
め
の
力
を
付

け
る
の
が
こ
の
学
校
の
目
的
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
高
大
連
携
と
入
学
前
教
育

が
き
ち
ん
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
校
生
の
う
ち
か
ら
一
生
の
進
路
を

決
め
込
ん
で
し
ま
う
の
も
ど
う
か
と
い
う
気
も
し

て
い
て
、
大
学
で
た
ま
た
ま
面
白
い
先
生
に
巡
り

会
え
た
の
で
、
そ
の
専
攻
を
選
び
、
そ
れ
が
一
生

の
仕
事
に
な
る
と
い
う
生
き
方
も
良
い
も
の
だ
と

生
徒
た
ち
に
は
話
を
し
て
い
ま
す
。

入
試
区
分
が
生
む
学
生
気
質
の
違
い

難
波　
関
西
学
院
に
も
併
設
高
校
（
高
等
部
）
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
の
入
学
前
教
育
は
各
学
部

そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
推
薦
や
Ａ
Ｏ
入

試
で
早
め
に
入
学
が
決
ま
っ
た
生
徒
に
対
し
て
は
、

課
題
を
出
す
こ
と
を
高
校
の
先
生
も
望
ま
れ
ま
す
。

社
会
学
部
で
は
、
社
会
学
の
新
書
を
何
冊
か
提
示

し
て
、
そ
の
中
か
ら
選
ん
で
レ
ポ
ー
ト
を
出
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
各
種
の
推
薦
入
試
で
入
っ
て
き
た
学
生

と
、
一
般
入
試
で
入
学
し
て
き
た
学
生
の
間
に
、

な
に
が
し
か
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
が
生
ま

れ
が
ち
な
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
入

試
、
と
く
に
セ
ン
タ
ー
利
用
で
入
っ
て
き
た
学
生

は
必
ず
し
も
第
一
志
望
で
本
学
に
入
学
し
た
と
は

限
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
入
学
後
し
ば
ら
く

は
ど
こ
か
な
じ
め
ず
に
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て

併
設
校
な
ど
か
ら
入
学
し
た
学
生
は
、
関
西
学
院

大
学
に
来
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
高
校
時
代
か
ら
人
間
関
係
が
で
き
て
い
る
の

で
、
固
ま
っ
て
に
ぎ
や
か
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

一
般
入
試
組
は
そ
れ
に
違
和
感
を
覚
え
て
、
一
緒

に
い
る
の
は
い
や
だ
と
い
う
声
を
、
特
に
１
年
生

の
時
に
多
く
聞
い
た
り
し
ま
す
。

　

高
校
時
代
か
ら
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
自
体

は
い
い
こ
と
で
す
し
、
皆
を
リ
ー
ド
し
て
い
こ
う

と
い
う
学
生
も
中
に
は
い
る
の
で
す
が
、
高
校
の

時
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
仲
間
同
士

で
、
ど
こ
か
閉
鎖
的
な
空
間
を
作
っ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
ま
す
。
自
分
た
ち
は
こ
の
大
学
に
慣
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
示
す
る
学
生
と
、
ま
だ

慣
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
一
般
入
試
組
の
学
生
の

温
度
差
が
激
し
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
年
生
の
う
ち
に
何
と
か
融
和
さ
せ

た
い
と
考
え
、
基
礎
演
習
の
ク
ラ
ス
で
は
併
設
校

な
ど
か
ら
来
た
学
生
は
、
同
じ
学
校
か
ら
１
ク
ラ

ス
に
１
人
ず
つ
し
か
入
れ
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
優

れ
た
者
を
対
象
と
し
た
試
験
（
ス
ポ
ー
ツ
試
験
）

で
入
学
し
た
学
生
や
留
学
生
な
ど
も
固
め
な
い
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
推
薦
で
入
学
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
学

生
部
主
導
で
入
学
前
の
通
信
教
育
を
行
う
な
ど
、

学
業
面
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

安
藏　
私
学
で
す
の
で
、
建
学
の
理
念
を
理
解
し
、

大
学
の
コ
ア
的
存
在
に
な
っ
て
く
れ
る
学
生
を
入

学
さ
せ
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
一
方
で
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
排
他
的
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
は
付
属
高
校
の
校
長
と
し
て
各
学
部
長
と
お

話
を
す
る
時
に
、
付
属
校
で
は
文
化
祭
や
体
育
祭

や
旅
行
行
事
と
い
っ
た
こ
と
を
全
て
生
徒
に
企
画

さ
せ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
に
非
常

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
各
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
使
っ
て
く
れ
れ
ば
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
り
ま

す
よ
と
い
う
話
を
し
て
お
り
、
大
学
も
ず
い
ぶ
ん

協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
付
属
校
が
あ
る
大

学
の
強
み
で
も
あ
り
、大
学
に
入
っ
て
か
ら
、彼
ら

が
他
の
高
校
か
ら
来
た
学
生
の
刺
激
に
な
る
よ
う

な
人
材
と
な
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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清
水　
私
共
の
法
人
に
も
高
校
が
あ
り
ま
す
が
、

入
学
前
準
備
教
育
で
は
、
む
し
ろ
公
立
高
校
や
地

元
の
私
立
高
校
か
ら
来
る
学
生
に
対
し
て
、
入
学

す
る
ま
で
に
ど
う
や
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
、
高
め
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
際
し
て
は
、

出
身
高
校
に
よ
る
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
の
高
校
と
の
高
大
連
携
は
、
理
念
と
し
て

は
よ
く
理
解
で
き
て
も
、
そ
の
実
態
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
が
あ
り
、
大
学
か
ら
高
校
に
対
し
て

は
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
の
部
分
を
も
っ
と
し
っ

か
り
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
教
育
改
革
は
、
大
学
が
一
巡
し
た
後
は
高

校
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お

り
、
そ
の
時
に
ど
う
い
う
連
携
を
形
づ
く
っ
て
い

く
か
、
わ
れ
わ
れ
大
学
に
と
っ
て
も
高
校
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

音　
上
智
大
学
に
は
付
属
高
校
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

推
薦
入
試
で
入
っ
た
学
生
に
聞
く
と
、
高
校
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
推
薦
で
合
格
し
て
い
て

も
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
受
け
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
の
で
勉
強
を
続
け
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま

す
。
一
部
の
教
育
提
携
高
校
に
対
し
て
は
、
入
学

ま
で
に
行
う
課
題
を
毎
月
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
必
須
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

大
規
模
校
で
付
属
の
中
学
高
校
が
あ
る
と
こ
ろ
と

そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
は
ず
い
ぶ
ん
事
情
が
違

う
と
い
う
こ
と
を
、
い
ま
の
お
話
を
う
か
が
っ
て

感
じ
ま
し
た
。

難
波　
同
じ
併
設
校
で
も
大
学
に
隣
接
し
て
い
る

か
ど
う
か
で
、
教
員
が
容
易
に
行
き
来
で
き
る
か

ど
う
か
、
高
校
生
が
大
学
の
図
書
館
を
す
ぐ
利
用

で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
が
違
っ
て
き
ま
す
し
、
距

離
が
あ
る
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
増
え
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

初
年
次
教
育
の

学
生
、そ
し
て
教
員
に
と
っ
て
の
効
果

音　
続
い
て
、
初
年
次
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

難
波　
学
部
と
し
て
初
年
次
教
育
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
高
ま
り
は
、
教
員
の
側

に
は
い
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

自
分
は
関
係
な
い
と
い
う
教
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
初
年
次
か
ら
み
ん
な
で
コ
ミ
ッ

ト
し
よ
う
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
学

部
全
体
で
、
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
の
ス
タ
イ
ル

ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
り
、
社
会

学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
集
を
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
し
て
学

生
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関

わ
り
の
あ
る
授
業
や
教
員
を
参
照
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
教
員
側
の
意
識
は

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
私
の
所
属
す
る
社
会
学
部
で
は
、
社
会
学

な
ら
で
は
の
特
殊
性
を
利
用
し
て
、
語
学
や
宣
教

師・

宗
教
主
事
の
先
生
も
専
門
ゼ
ミ
を
担
当
し
、

そ
れ
も
広
い
意
味
で
は
社
会
学
の
範
疇
だ
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
初
年
次
教
育

の
改
革
の
意
義
は
、
昔
の
よ
う
に
教
養
と
専
門
に

分
か
れ
て
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
１
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
、
自
分
た
ち
教
員
が
学
生
の
面
倒
を

見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
づ
く
り
に
こ

そ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
学
生
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

か
と
い
う
効
果
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
見
え
て
き
て

い
な
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
以
前
は
、
入
学
し
て

１
セ
メ
ス
タ
ー
だ
け
基
礎
演
習
を
行
い
、
３・

４

年
生
が
専
門
ゼ
ミ
だ
っ
た
も
の
を
、
基
礎
演
習
を

通
年
に
し
た
り
、
２
年
生
か
ら
専
任
教
員
が
ゼ
ミ

を
担
当
し
た
り
と
い
っ
た
よ
う
に
、
４
年
間
を
で

き
る
だ
け
シ
ー
ム
レ
ス
に
、
い
つ
も
誰
か
が
個
々

座
談
会

29 大学時報　2016.1



の
学
生
を
見
て
い
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変

え
ら
れ
た
の
は
教
員
側
の
意
識
改
革
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
し
、
そ
れ
は
初
年
次
教
育
を
再
考
す
る
議

論
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

清
水　
初
年
次
教
育
関
係
の
本
を
い
ろ
い
ろ
読
ん

で
も
、
ど
う
や
っ
て
効
果
を
測
る
か
と
い
う
の
は

難
し
い
問
題
の
よ
う
で
す
。
本
学
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
と
い
う
古
風
な
方
法
を
と
り
ま
し
た
が
、
学
生

の
９
割
が
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
肯
定
的
な
回

答
で
し
た
。
た
だ
し
、
自
分
に
対
し
て
発
見
が
あ
っ

た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
「
あ
っ
た
」
と
す

る
回
答
が
80
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
教
員
は
、
ま
だ
自
己
の
気
付
き

を
促
す
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

あ
た
り
が
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
初
年
次
教
育
を
全
学
に
ブ
レ
ー
ク
ダ

ウ
ン
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
当
初
は
大
き
な
拒
否

感
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
初
年
次
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
好
意
的
に
話
し
、
理
解
を
示
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
全
学
的
に
実
施
し
た

こ
と
の
意
味
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

難
波　
初
年
次
教
育
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
学

教
育
の
効
果
は
20
年
後
、
30
年
後
に
現
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
測
る
か
は
、

本
当
に
難
し
い
で
す
ね
。

教
育
と
は
、シ
ス
テ
ム
で
は
な
く

人
間
と
人
間
の
つ
き
あ
い

安
藏　
明
治
大
学
で
は
、
１・

２
年
生
の
教
養
ゼ

ミ
は
３・

４
年
生
の
専
門
ゼ
ミ
と
は
異
な
り
ま
す

か
ら
、
教
員
も
そ
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

入
学
し
た
ば
か
り
の
学
生
の
中
に
は
大
人
と
話
す

の
が
と
て
も
苦
手
な
者
も
い
ま
す
が
、
ゼ
ミ
を
始

め
て
２
週
間
程
経
つ
と
、
だ
ん
だ
ん
発
言
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
ご
と
に
学
部
の
論

文
集
に
投
稿
が
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
た
ち
が
書

い
て
発
表
し
た
も
の
が
活
字
に
な
る
喜
び
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
に
も
っ
と
幅
を
広
げ
て
も

ら
う
た
め
、
１・

２
年
生
の
時
の
ゼ
ミ
の
教
員
が
、

３・

４
年
生
の
ゼ
ミ
は
他
の
教
員
の
と
こ
ろ
へ
行

く
よ
う
学
生
に
勧
め
た
り
、
教
員
も
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
初
年
次
教

育
の
一
つ
の
効
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
と
は
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
人
間
と
人
間

の
つ
き
あ
い
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会

い
が
あ
る
。
そ
れ
が
大
学
教
育
の
面
白
い
と
こ
ろ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

横
山　
効
果
に
つ
い
て
は
、
１
年
生
の
終
わ
り
に

効
果
を
測
る
場
合
も
あ
る
し
、
難
波
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
、
最
初

の
１
年
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
か
を
見
る

場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
以
前
に
、
専

門
に
進
ん
だ
あ
と
に
ど
れ
く
ら
い
意
味
が
あ
っ
た

か
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
踏
ん

で
効
果
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教

育
の
効
果
は
す
ぐ
に
は
現
れ
な
い
も
の
で
す
。
私

自
身
も
、
社
会
に
出
た
あ
と
に
、
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
の
う
ち
の
何
が
役
に
立
っ
た
の
か
を
考
え
る

と
、
こ
れ
は
難
し
く
、
自
分
が
効
果
を
自
覚
す
る

前
か
ら
人
格
は
形
成
さ
れ
て
い
く
面
が
あ
り
ま
す

の
で
、
初
年
次
教
育
の
意
義
を
問
う
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
私
個
人
の
意
見
で
す
が
、
大
学

を
自
分
の
居
場
所
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
学
生
は

ち
ゃ
ん
と
学
校
へ
来
ま
す
が
、
そ
こ
に
自
分
の
居

場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
大

学
の
あ
の
場
所
が
好
き
だ
っ
た
と
か
、
サ
ー
ク
ル

が
楽
し
か
っ
た
と
か
、
あ
の
先
生
と
こ
ん
な
話
を

し
た
と
か
、
そ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
、
大

学
の
ど
こ
か
の
空
間
を
自
分
の
居
場
所
と
考
え
る
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こ
と
が
初
年
次
の
う
ち
に
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
一

生
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
学
生
に
と
っ
て
の

〝
居
場
所
〟と
な
っ
て
い
る
か
？

横
山　
初
年
次
教
育
に
よ
る
効
果
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
学
生
の
中
に
ど
れ
だ
け
の
変
化

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、

大
学
と
い
う
空
間
に
も
っ
と
い
た
い
、
大
学
を
も
っ

と
活
用
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
が
学
生
に
提
供
し
て
い
る
も
の
は
、
実
は

無
尽
蔵
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
自
分
が
学

生
の
時
に
は
そ
れ
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
し
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
そ
の
点
、
今
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
初
年
次
の
う
ち
に
、
大
学
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
を
学
生
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
効
果

は
や
が
て
絶
対
に
現
れ
る
と
思
い
ま
す
。
長
い
目

で
見
る
と
い
う
こ
と
と
、
何
を
も
っ
て
初
年
次
教

育
と
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

音　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
高
校
側
、
大
学
側
そ

れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
生
徒・

学
生
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

清
水　
難
し
い
問
題
で
す
が
、
や
は
り
高
校
側
に

求
め
ら
れ
る
の
は
基
本
的
な
学
習
能
力
や
学
習
に

対
す
る
姿
勢
を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
大
学
に

お
け
る
専
門
的
な
知
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
初
年
次

教
育
で
は
受
動
的
な
生
徒
を
ど
う
や
っ
て
能
動
的・

主
体
的
な
学
生
に
変
え
て
い
く
か
。
そ
の
間
の
こ

れ
ま
で
は
大
き
す
ぎ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く

こ
と
が
初
年
次
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
の
初
年
次
教
育
に
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の

総
会
を
見
せ
る
と
い
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
勉
強
以
外
の
部
分
で
あ
る
統
率
力
や
人
間
力

と
い
っ
た
も
の
も
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
何
か
を
発
見
し
、
社
会
的
基
礎
力
を
付

け
て
人
間
的
に
伸
び
る
学
生
も
い
ま
す
。
受
動
か

ら
能
動
へ
と
変
わ
る
よ
う
、
連
続
性
を
も
っ
て
教

え
て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
も
広
い
意
味
で
の
学

生
支
援
の
在
り
方
と
し
て
捉
え
、
初
年
次
教
育
を

考
え
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
学
生
が
集
団
的
に
伸
び
て
い
く
部
分
と

個
々
の
学
生
の
伸
び
方
と
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

で
、
集
団
的
初
年
次
教
育
が
個
を
伸
ば
す
こ
と
に

ど
れ
く
ら
い
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問

は
あ
り
ま
す
。
初
年
次
教
育
が
強
調
さ
れ
る
場
面

で
は
、
集
団
的
な
達
成
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
が

置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

あ
た
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
が
今
後

の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

音　
清
水
先
生
の
ご
指
摘
は
、
私
も
同
感
で
す
。

本
学
で
は
、
長
ら
く
入
学
直
後
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン・

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
新
入
生
の
面
倒
を
見
る
ヘ
ル
パ
ー
と
い

う
先
輩
た
ち
が
、
授
業
開
始
後
も
個
々
の
学
生
を

座
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き
め
細
か
く
指
導
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
ヘ

ル
パ
ー
と
教
員
が
う
ま
く
連
動
し
て
い
る
か
と
い

う
の
が
、
い
つ
も
課
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
員
と
職
員
の
密
な
連
携
が

初
年
次
教
育
の
絶
対
条
件

横
山　
今
、
清
水
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

ピ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
部
分
が
こ
れ
か
ら
は
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
米
国
で
は
、

ピ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
、
Ｔ
Ａ
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｓ
Ａ
）
に
特
化
し
た
学
会
が
既

に
活
動
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

こ
れ
は
初
年
次
教
育
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
学
生
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
く
か
は
一
人
一

人
異
な
り
ま
す
の
で
、
問
題
を
い
か
に
見
つ
け
出

す
か
。
あ
る
い
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
設
け
た
り
、
そ
こ
に
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
付
い
た
り
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
集
団
的
な
部
分
と
個
々
の
学

生
へ
の
対
応
を
ど
う
や
っ
て
結
び
つ
け
る
か
。
学

内
の
部
署
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
機
能
を
つ
な
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
学
生
を
い
か
に
助
け
、

伸
ば
す
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
シ
ス
テ
ム
論

と
し
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

清
水　
初
年
次
教
育
の
展
開
で
は
、
職
員
が
か
な

り
の
負
担
を
背
負
っ
て
い
る
状
況
の
打
開
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
は
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も

重
要
な
要
素
で
す
。

横
山　
学
生
が
困
っ
た
時
に
、
ま
ず
行
く
の
は
教

員
の
と
こ
ろ
で
は
な
く
て
職
員
の
と
こ
ろ
で
す
。

教
員
は
職
員
と
ど
れ
だ
け
密
に
な
れ
る
か
、
そ
の

関
係
性
が
良
い
こ
と
が
絶
対
の
条
件
で
す
ね
。

安
藏　
３・

４
年
生
の
ゼ
ミ
で
教
え
て
い
る
と
、

卒
業
し
た
高
校
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
違
い
が
あ
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。
例
え
ば
、
私
立
文
系
の
入
試
は

３
教
科
な
の
で
、
一
部
の
有
名
進
学
校
で
は
ず
っ

と
３
教
科
を
教
え
て
い
て
、
数
学
を
ほ
と
ん
ど
勉

強
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
大
量
の
デ
ー

タ
を
扱
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
な
指
数・

対
数
や

行
列
、
ベ
ク
ト
ル
な
ど
を
理
解
で
き
な
く
て
は
困

る
の
で
、
高
校
レ
ベ
ル
の
数
学
か
ら
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
初
年
次
教
育
以
前
に
入

試
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
高
校
で
は
全
教
科
を
教
え
て
い
ま
す
の
で
、

大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
学
習
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ

で
す
。
Ｉ
Ｒ
（Institutional Research
）
で
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
と
、
３
教
科
入
試
よ
り
も
セ
ン
タ
ー

入
試
で
入
っ
た
学
生
の
ほ
う
が
入
学
後
の
成
績
が

い
い
し
、
勉
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高

い
。
や
は
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
き
ち
ん
と
学

ん
で
き
た
学
生
の
ほ
う
が
入
学
後
の
勉
学
意
欲
が

高
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
入
試
制
度
の
問
題
が
、

初
年
次
教
育
に
も
専
門
教
育
に
も
影
響
し
て
く
る

と
い
う
こ
と
が
根
底
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

し
、
日
本
の
教
育
の
大
き
な
問
題
点
が
そ
の
あ
た

り
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
付
属
校
か
ら
大
学
へ
進
ん
だ
学
生
に
聞

く
と
、
高
校
で
学
ん
だ
内
容
が
全
部
、
大
学
の
専

門
科
目
に
入
っ
て
い
る
の
で
面
白
い
と
言
う
の
で

す
。
高
校
の
学
び
が
大
学
の
専
門
教
育
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
教
育
を
高
校
で
は
し
て

ほ
し
い
し
、
大
学
で
は
そ
う
い
う
学
生
に
喜
び
を

与
え
る
よ
う
な
授
業
な
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
り
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

横
山　
学
生
に
期
待
す
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
動
く
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
で
も
き
ち

ん
と
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
人
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
現
代

は
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が

あ
り
す
ぎ
る
の
で
、
そ
れ
を
適
切
に
使
い
分
け
る

こ
と
と
、
そ
の
怖
さ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
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須
で
す
。
学
生
の
中
に
は
、
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
と
も
に
で
き
な
い
学
生
も
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ナ
ー
か
ら
も
う

一
度
、
教
え
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

自
分
の
コ
ア
を
持
ち

他
者
と
の
違
い
の
理
解
を
促
す
学
生
支
援

横
山　
学
生
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
私
自
身
が
初

年
次
教
育
で
考
え
た
い
の
は
、「
多
様
性
」
で
す
。

意
見
を
求
め
ら
れ
た
時
に
答
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
の
コ
ア
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
他
人
は
自
分
と
は

違
う
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、

そ
れ
は
同
時
に
、
他
者
や
異
文
化
に
対
す
る
理
解

や
支
援
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
の
こ
と
も
初
年
次
教
育
で
は
大

き
な
問
題
で
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
大
学
に

入
っ
た
ら
積
極
的
に
学
び
直
す
仕
組
み
は
、
や
は

り
学
生
支
援
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
に
対
し
て
は
、
繰
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
大
学
で
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
ぶ
場
所
で
あ
っ
た
り
サ
ー

ク
ル
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
を
か
な
え
て
く
れ
る
居
場
所
を
複
数
持
っ

て
い
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
い
つ
で
も
戻
っ
て
い
け
る
場
所
が
大
学
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

難
波　
安
藏
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
思

い
出
し
た
の
で
す
が
、
本
学
で
は
今
年
、
高
校
の

時
の
課
題
研
究
も
評
価
対
象
に
す
る
入
試
制
度
を

作
り
ま
し
た
。
願
書
や
面
接
の
場
で
そ
の
課
題
研

究
に
つ
い
て
述
べ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

内
容
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
は
従
来
の
入
試
で
は
測
れ
な
い
学
力
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
課
題
を
発
見
し
、
考
え
、

結
果
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
、
こ
う
い
っ
た
大
学
で
の
学
び
方
を
既
に
身
に

付
け
た
学
生
が
基
礎
演
習
の
ク
ラ
ス
に
一
人
い
て

く
れ
た
ら
、
周
囲
に
と
て
も
い
い
影
響
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
今
の
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
の
方
向
性
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

安
藏　
現
在
の
中
学
１
年
生
が
高
校
２
年
生
に
な

る
頃
に
大
学
入
試
が
大
き
く
変
革
し
ま
す
の
で
、

従
来
の
知
識
や
技
術
を
問
う
入
試
か
ら
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
３
教
科
だ

け
の
入
試
で
人
間
の
能
力
を
測
る
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
リ
ス
ク
が
あ
る
し
、
入
っ
て
か
ら
の
フ
ォ

ロ
ー
も
大
変
で
す
。
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
幅
広
く

学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
。
全
て
が
で
き
な
く
て
も
い

い
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
で
き
る
ほ
う
が
、
何
か
に

関
心
を
持
っ
た
時
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
全
部
集
中

で
き
る
力
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

横
山　
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
を
も
っ
た
学
生
が
い
ま

す
の
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、

一
点
突
破
型
の
学
生
も
大
切
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。

音　
本
日
は
、
初
年
次
教
育
の
現
状
と
そ
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
多
角
的
に
議
論
を
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。
初
年
次
教
育
と
の
向
き
合
い
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
置
か
れ
た
環
境
条
件
に

よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
展
開
で
は
、
国
立
大
学
で
は
実

施
し
に
く
い
高
大
連
携
を
基
盤
に
し
た
入
学
前
の

指
導
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

初
年
次
教
育
は
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
そ
の

大
学
の
特
徴
を
出
す
こ
と
を
含
め
、
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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学
生
や
保
護
者
、
社
会
全
体
か
ら
の
大
学
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育・

支
援
に
対
す
る
期
待
は
高
い
。
保
護
者
の
立
場

か
ら
見
た
大
学
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
要
望
、
大
学
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
に
か
か
る
民
間
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
大

学
で
指
導・

支
援
す
べ
き
、
あ
る
い
は
指
導・
支
援
が
望
ま
し

い
項
目
に
、「
学
部
の
専
門
的
な
勉
強
」「
ゼ
ミ
や
卒
業
論
文
」

「
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る
勉
強
」
と
い
っ
た
大
学
本
来
の

役
割
の
次
に
「
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
」「
業
種
や
企
業
の
実
態
を
知
る
こ
と
」
と
い
っ
た
項

目
が
挙
が
り
、「
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
」
は
「
大
学
で
責
任
を
持
っ
て
指
導・

支
援
す
べ
き
」

と
考
え
て
い
る
割
合
が
３
割
に
上
る
と
の
結
果
も
あ
る
。

　

本
連
盟
で
は
、
４
年
に
一
度
実
施
す
る
学
生
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
調
査
と
２
０
０
２
年
調
査

に
お
け
る
４
年
生
の
回
答
結
果
を
比
較
す
る
と
、
就
職
へ
の

不
安
に
か
か
わ
っ
て
、「
就
職
で
き
る
か
ど
う
か
」「
自
分
の

適
性
に
合
っ
た
職
業
を
選
べ
る
か
」
が
減
少
す
る
な
ど
、
加

盟
大
学
に
お
け
る
き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）
の

成
果
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
、「
就
職
す
る
こ
と
自
体
」「
社

会
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ

る
か
」「
就
職
先
で
人
間
関
係
に
う
ま
く
と
け
込
め
る
か
」
に

対
す
る
不
安
が
増
加
す
る
な
ど
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育（
支
援
）に
か
か
る
新
た
な
課
題
も
見
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

就
職
採
用
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
変
遷
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
復
興
期
に
お
け
る
好
況

と
朝
鮮
特
需
か
ら
来
た
人
手
不
足
は
、
卒
業
予
定
者
の
採
用

早
期
化
を
加
速
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
学
側
と
日
本
経

営
者
団
体
連
盟
（
以
後
、
日
経
連
）、
文
部
省
、
労
働
省
の
間

特 集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る

〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育（
支
援
）〟と
は
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で
検
討
が
行
わ
れ
、
１
９
５
３
年
に
は
、
学
生
の
学
業
へ
の

専
念
の
阻
害
を
懸
念
す
る
大
学
側
と
人
材
確
保
を
急
ぐ
企
業

側
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
調
整
し
て
採
用
開
始
時
期
を
決
定
す

る
「
就
職
協
定
」
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

就
職
協
定
は
あ
く
ま
で
も
紳
士
協
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

就
職
活
動
時
期
の
早
期
化
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
９

６
２
年
に
は
日
経
連
の
宣
言
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
高
度
成
長
下
で
の
い
わ
ゆ
る
青
田
刈
り
の
横
行
な

ど
に
対
す
る
批
判
の
高
ま
り
の
中
で
、
１
９
７
２
年
に
復
活

す
る
こ
と
に
な
る
（
労
働
省
は
参
加
せ
ず
）。
就
職
協
定
の
内

容
も
変
遷
が
あ
り
、
１
９
７
２
年
に
は
選
考
開
始
日
が
７
月

１
日
、
１
９
８
６
年
に
は
８
月
20
日
会
社
訪
問
開
始
、
11
月

１
日
内
定
解
禁
、
１
９
９
２
年
に
は
採
用
選
考
開
始
日
は
卒

業
年
次
の
８
月
１
日
前
後
、
内
定
日
は
10
月
１
日
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
紳
士
協
定
で
あ
る
こ
と
の
限
界
に
加
え
、
協
定
に

加
わ
る
企
業
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
採
用
選
考

活
動
が
開
始
日
以
前
か
ら
行
わ
れ
る
な
ど
形
骸
化
が
進
行
す

る
中
、
１
９
９
６
年
、
再
び
日
経
連
の
主
張
に
よ
っ
て
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
７
年
に
は
、
大
学
側
の
就
職
問
題
懇
談
会
が
「
大

学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
卒
業・

修
了
予
定
者
に

係
る
就
職
に
つ
い
て
（
申
合
せ
）」、
企
業
側
の
日
経
連
（
後

の
日
本
経
済
団
体
連
合
会
）
が
「
新
規
学
卒
者
の
採
用・

選

考
に
関
す
る
倫
理
憲
章
」
を
定
め
、
相
互
に
そ
れ
を
尊
重
す

る
と
い
う
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
。「
申
合
せ
」
に
お
い
て

は
、
学
校
推
薦
は
卒
業
年
次
の
７
月
１
日
以
降
、
正
式
内
定

日
は
10
月
１
日
以
降
と
さ
れ
、「
倫
理
憲
章
」
に
お
い
て
は
、

広
報
活
動
開
始
日
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
慣
例
的

に
就
職
情
報
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
登
録
が
卒
業
前
年
次
10
月
１

日
に
開
始
、
正
式
内
定
日
は
10
月
１
日
以
降
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
就
職
活
動
の
早
期
化・

長
期
化
の
傾
向
に
は
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
学
生
は
卒
業
前
年
次
の
夏
休
み
明
け
（
も

し
く
は
そ
れ
以
前
）
か
ら
会
社
訪
問
な
ど
の
「
就
活
」
に
多

く
の
時
間
を
割
か
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
が
深
刻
化
し
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
以
後
、
経
団
連
）
は
２
０
１
３
年
３
月
卒
業
者
を
対
象

に
、
広
報
活
動
開
始
を
卒
業
前
年
次
12
月
１
日
以
降
、
採
用

選
考
開
始
（
採
用
面
接
な
ど
の
実
質
的
な
選
考
開
始
）
を
卒

業
年
次
４
月
１
日
以
降
と
す
る
「
倫
理
憲
章
」
の
大
幅
な
改

正
を
行
っ
た
。
一
方
大
学
側
は
、
広
報
活
動
開
始
日
か
ら
企

業
説
明
会
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
登
録
な
ど
が
始
ま
り
、
学

生
に
と
っ
て
は
こ
の
時
点
か
ら
実
質
的
な
就
職
活
動
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
卒
業
前
年
次
の
年

度
末
試
験
終
了
ま
で
は
学
業
に
専
念
で
き
る
体
制
を
求
め
、
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時
期
を
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
２
０

１
３
年
４
月
に
は
安
倍
総
理
か
ら
経
済
界
に
対
し
て
、
２
０

１
５
年
度
卒
業・

修
了
予
定
者
（
当
時
の
大
学
２
年
生
）
か

ら
、
広
報
活
動
は
卒
業・

修
了
年
度
に
入
る
直
前
の
３
月
１

日
以
降
に
開
始
、
そ
の
後
の
採
用
選
考
活
動
は
卒
業・

修
了

年
度
の
８
月
１
日
以
降
に
開
始
と
す
る
よ
う
要
請
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
、「
日
本
再
興
戦
略
」（
２
０
１
３
年
６
月
14
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
政
府
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
経
団
連
は
、「
倫
理
憲
章
」
に
代
え
て
「
採
用
選
考
に

関
す
る
指
針
」
な
ら
び
に
「『
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
』
の

手
引
き
」
を
と
り
ま
と
め
、
加
盟
約
１
３
０
０
社
に
遵
守
を

呼
び
か
け
た
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
こ
の
新
日
程
の
い
わ
ば
「
元
年
」
で

あ
っ
た
が
、
採
用
選
考
開
始
時
期
を
守
ら
ず
従
来
通
り
の
日

程
で
採
用
活
動
を
行
う
企
業
が
続
出
し
、
結
果
と
し
て
活
動

期
間
の
早
期
化・

長
期
化
が
生
じ
た
。
要
因
と
し
て
は
、
変

更
１
年
目
で
あ
る
こ
と
や
、
産
業
界
の
雇
用
意
欲
が
近
年
に

な
く
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
日
程
の
「
後
ろ
倒

し
」
だ
け
に
よ
る
も
の
と
す
る
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

企
業
を
中
心
に
日
程
の
再
変
更
、
具
体
的
に
は
採
用
選
考
開

始
を
２
カ
月
前
倒
し
し
て
６
月
以
降
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

声
が
強
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
11
月
に
は
就
職
問
題
懇

談
会
が
「
学
士
力
や
社
会
人
基
礎
力
な
ど
を
担
保
し
た
豊
か

な
人
間
性
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

教
育
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
」
と
の
基
本
認
識
に

基
づ
い
て
、
６
月
は
授
業
期
間
中
で
あ
り
学
業
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
、
留
学
や
教
育
実
習
な
ど
の
日
程
に
悪
影
響
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
わ
ず
か
１
年
で
採
用
選
考
開

始
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
表
明
し
、「
今
年
度

の
検
証
を
踏
ま
え
た
大
学
側
と
経
済
界
の
意
見
交
換
を
経
ず
、

来
年
度
の
採
用
選
考
活
動
時
期
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
結
論

を
出
す
こ
と
は
避
け
る
こ
と
」
を
経
済
団
体
に
要
請
し
た
。

し
か
し
、
経
団
連
は
12
月
７
日
、
企
業
と
学
生
双
方
に
多
大

な
悪
影
響
が
生
じ
て
お
り
、「
真
面
目
に
指
針
を
遵
守
し
た
企

業
が
人
材
の
獲
得
に
当
た
っ
て
一
方
的
な
不
利
益
を
再
び
被

る
こ
と
に
な
る
」
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
３
月
の
広
報
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
変
更
し
な
い
一
方
で
、
選
考
開
始
時
期
を

６
月
と
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る
２
０
１
６
年
度

卒
業・

修
了
予
定
者
対
象
の
「
指
針
」
お
よ
び
「
手
引
き
」

の
改
定
を
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
就
職

問
題
懇
談
会
は
、「
大
学
等
は
、
時
期
変
更
の
本
来
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
経
済
界
と
の
協
力
の
下
、
学
生
の
学
修
時
間
の
確

保
や
留
学
な
ど
の
多
様
な
経
験
を
得
る
機
会
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
生
が
適
切
な
職
業
選
択
を
行
う
機
会
を
確
保
す
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る
こ
と
を
責
務
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と

し
て
、12
月
８
日
付
で
新
た
な
「
申
合
せ
」
を
定
め
た
。

　

こ
う
し
た
採
用
選
考
活
動
開
始
時
期
に
か
か
る
問
題
は
、

そ
の
背
景
に
あ
る
戦
後
日
本
社
会
全
体
の
変
容
と
そ
れ
に
伴

う
大
学
の
社
会
的
役
割
の
変
化
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
問
題

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
大
学
の
規
模・

種
別
や
地
域
に
よ
っ

て
、
そ
の
捉
え
方
、
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
学

生・

保
護
者
か
ら
の
要
望
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
の
関
係
を
踏

ま
え
つ
つ
、
大
学
が
高
等
教
育
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教

育
を
行
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
、
学

生
の
学
修
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
と
い
う
大
前
提
の
も
と

で
、
よ
り
良
い
就
職
採
用
活
動
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
企
業
側
に
お
け
る
採
用
選
考
活

動
開
始
日
の
見
直
し
に
か
か
る
検
討
の
行
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、

大
学
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
や
課
題
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
そ
の
内
容
の
共
有
を
通
じ
て
、「
学
士
力
や
社
会

人
基
礎
力
な
ど
を
担
保
し
た
豊
か
な
人
間
性
を
有
す
る
人
材

育
成
」
に
向
け
た
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ら
び
に

就
職
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
の
よ
り
良
い
方
向
へ

の
議
論
展
開
に
資
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。

就
職
活
動　

守
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
は
い
つ
ま
で
続
く

渡
辺 

茂
晃

●
日
経
カ
レ
ッ
ジ
カ
フ
ェ
副
編
集
長
、 

　

日
経
就
職
ナ
ビ
編
集
長

就
職
活
動
―
大
学
と
企
業
の
接
続
問
題

北
城 

恪
太
郎

●
国
際
基
督
教
大
学
理
事
長

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

─
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
の
立
場
か
ら

髙
木 

孝
子

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
立
命
館
大
学
の
取
り
組
み

前
田 

信
彦

●
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
、 

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長

「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
」

理
工
系
人
材
の
育
成

中
村 

朝
夫

●
芝
浦
工
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、 

　

工
学
部
教
授

﻿
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２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、
わ

ず
か
１
年
で
終
了
し
た
。日
本
商
工
会
議
所
、日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
以
後
、経
団
連
）
が
採
用
選
考
開
始
時
期
を
８
月
か
ら
６
月
へ

と
２
カ
月
前
倒
し
す
る
こ
と
を
提
案
、
大
学
側
の
就
職
問
題
懇
談

会
が
こ
れ
を
認
め
る
形
で
決
着
し
た
。同
懇
談
会
は
当
初
、６
月
に

採
用
選
考
を
始
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
授
業
期
間
」「
卒
業
論
文
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」「
留
学
中
の
学
生
の
帰
国
日
程
」な
ど
の
学
事
日
程

に
影
響
す
る
と
い
う
理
由
で
反
対
し
て
い
た
。し
か
し
、最
終
的
に

は
「
選
考
活
動
の
開
始
時
期
を
決
め
る
の
は
企
業
」
と
し
て
、
変

更
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
６
年
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
「
３
月
採
用
広
報
開
始
、
６
月
採
用
選
考
開
始
」
に
な
っ
た
。

大
学
教
職
員
の
半
数
が
変
更
賛
成

　

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
日
経
Ｈ
Ｒ
が
大
学
の
就
職・

キ
ャ

リ
ア
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
て
み
よ
う
。
６
月
採
用
選
考
開
始
に
つ
い
て
は
、「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
と

い
う
意
見
が
半
数
を
超
え
た
。

理
由
は
「
就
活
の
長
期
化
」「
真

夏
の
活
動
」「
卒
業
研
究
開
始
時

期
の
遅
れ
」「
選
考
開
始
時
期
が

混
在
」
と
い
っ
た
問
題
を
解
消

で
き
る
か
ら
と
い
う
も
の
だ
。

「
わ
ず
か
１
年
で
変
更
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
？
」「
学
事
日

程
に
影
響
が
あ
る
」
と
い
っ
た

気
持
ち
は
あ
り
つ
つ
も
、
２
０

１
５
年
の
就
職
活
動
が
学
生
に

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

就
職
活
動
　
守
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
は
い
つ
ま
で
続
く

渡
辺 

茂
晃
●
日
経
カ
レ
ッ
ジ
カ
フ
ェ
副
編
集
長
、
日
経
就
職
ナ
ビ
編
集
長採用選考開始時期の２カ月前倒しについて（n=73）

どちらかというと賛成
42.5%

どちらかというと
反対
20.5%

賛成
21.9%

反対
15.1%
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大
き
な
負
担
を
強
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
変
更
も
や
む
な
し
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。

　

一
部
の
大
学
で
内
定
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
変
更
を
支
持
す
る
理
由
だ
。「
日
経
就
職
ナ
ビ
就
職
活
動
モ
ニ

タ
ー
調
査
」
で
は
、
採
用
選
考
解
禁
１
カ
月
前
の
７
月
１
日
時
点

で
内
定
率
が
50・
６
％
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
８
月
１
日
時
点

で
は
67・

３
％
に
ま
で
上
が
っ
て
い
た
。
全
体
の
数
字
だ
け
を
見

れ
ば
８
月
採
用
選
考
開
始
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
少
な
か
っ

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
個
別
の
大
学
の
内
定
率
を
見
て
み
る
と
、

そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。

　

都
内
の
あ
る
中
堅
大
学
で
は
、
例
年
よ
り
も
内
定
率
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
就
職
担
当
職
員
は
「
動
き
出
し
の
遅
い
学
生
が
内
定
を

得
て
い
な
い
」
と
説
明
す
る
。
例
年
の
こ
と
だ
が
、
就
職
活
動
の

ス
タ
ー
ト
時
期
が
遅
い
学
生
は
、
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
成
長
し

て
最
終
的
に
内
定
を
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
選
考
開
始
が
遅
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
選
考
を
通
過
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
成
長

し
て
い
な
い
学
生
が
多
い
と
い
う
。
女
子
大
で
も
内
定
率
が
下
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
企
業
は
総
合
職
の
採
用
選
考
が
終
わ
っ

て
か
ら
一
般
職
の
採
用
選
考
を
始
め
る
た
め
、
総
合
職
の
計
画
人

数
に
達
し
な
い
企
業
が
一
般
職
の
採
用
選
考
を
遅
ら
せ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
内
定
率
の
低
下
を
招
い
た
。
ま
た
大
手
企

業
が
採
用
活
動
を
秋
ま
で
続
け
た
た
め
、
内
定
を
得
て
い
な
い
学

生
が
中
小
企
業
に
志
望
先
を
変
え
る
の
が
遅
れ
た
。
そ
ん
な
事
情

が
あ
っ
て
「
６
月
採
用
選
考
開
始
」
を
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
。

６
月
選
考
開
始
は
２
０
１
６
年
限
り
？

　

こ
う
し
て
２
０
１
６
年
か
ら
再
び
新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

わ
っ
た
が
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
ま
り
長
く
続
か
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
す
で
に
一
部
の
企
業
は
２
０
１
７
年
の
採
用
活
動
計

画
を
「
４
月
採
用
選
考
開
始
」
で
立
て
て
い
る
と
い
っ
た
情
報
も

あ
り
、
２
０
１
７
年
に
は
採
用
選
考
の
開
始
時
期
は
６
月
か
ら
４

月
へ
と
さ
ら
に
２
カ
月
前
倒
し
、
つ
ま
り
２
０
１
４
年
以
前
と
同

じ
時
期
に
戻
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
採
用
選
考
開

始
時
期
の
変
更
に
伴
い
、
採
用
広
報
開
始
時
期
も
動
く
こ
と
に
な

る
。
２
０
１
４
年
以
前
の
、
３
年
生
12
月
か
３
年
生
１
月
の
ど
ち

ら
か
が
有
力
で
、
こ
れ
は
２
０
１
６
年
の
状
況
次
第
だ
ろ
う
。
１

月
な
ら
採
用
広
報
期
間
が
３
カ
月
間
と
、
２
０
１
６
年
と
同
じ
に

な
る
。
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
学
生
の
応
募
が
十
分
に
集
ま
れ
ば

１
月
採
用
広
報
開
始
も
あ
り
得
る
が
、
集
ま
ら
な
け
れ
ば
12
月
に

ま
で
戻
る
だ
ろ
う
。

　

前
述
の
日
経
Ｈ
Ｒ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
採
用
広
報
活
動

と
選
考
活
動
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
３
年
生
12
月
」

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは
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と
「
４
年
生
４
月
」
と
い
っ
た
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
企
業
、

大
学
両
方
の
意
見
が
一
致
す
れ
ば
２
０
１
４
年
以
前
に
戻
る
こ
と

に
な
り
、
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
の
２
年
間
は
ま
っ
た
く
無

駄
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

１
年
限
定
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
「
３
月
採
用
広
報
開
始
、
６

月
採
用
選
考
開
始
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
就
職
活
動
を
す
る
学

生
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
多
い
。
６
月
採
用
選
考
開
始

に
対
す
る
学
生
の
不
安
と
憤
り
の
声
を
紹
介
し
よ
う
。

・
�「

学
業
と
の
両
立
の
面
を
考
え
る
と
悪
影
響
が
あ
る
。
ま
た
６

月
の
教
育
実
習
と
企
業
へ
の
就
職
を
迷
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
実
習
を
経
験
し
な
い
ま
ま
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
迫
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
」

・
�「

選
考
が
８
月
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
秋
か
ら
留
学
に
行
っ

た
後
輩
が
い
る
。
今
回
の
前
倒
し
を
受
け
て
か
な
り
困
惑
を
し

て
い
る
。
経
団
連
を
信
じ
、
学
業
に
励
も
う
と
し
て
い
た
学
生

が
馬
鹿
を
み
て
し
ま
う
の
は
納
得
が
い
か
な
い
」

・
�「

企
業
研
究
を
す
る
時
間
が
短
い
の
で
、
自
分
に
合
う
企
業
が

見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
安
」。

　

真
夏
の
就
職
活
動
を
避
け
る
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
学
業
な
ど
へ

の
影
響
の
大
き
さ
を
懸
念
す
る
声
は
大
き
い
。

「採用広報開始時期」と「選考解禁時期」は、いつがいいと思うか（n=73）
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む
な
し
い「
土
日・

夕
方
以
降
の
開
催
を
」

　

就
職
問
題
懇
談
会
も
６
月
選
考
に
あ
た
っ
て
、「
土
日
や
平
日
夕

方
を
活
用
す
る
な
ど
、
学
生
の
事
情
に
配
慮
し
た
選
考
」
を
企
業

側
に
要
請
し
た
。
経
団
連
も
「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
の
手

引
き
の
中
で
、
広
報
活
動
、
選
考
活
動
共
に
土
日・

祝
日
、
夕
方

以
降
の
設
定
な
ど
学
事
日
程
に
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
土
日・

祝
日
、
夕
方
以
降
の
開
催
」
に
つ
い
て
は
、

経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
時
代
か
ら

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
守
ら
れ
た
た
め
し
は
な
い
。
２

０
１
６
年
６
月
１
日
は
水
曜
日
だ
が
、
こ
の
日
が
選
考
開
始
日
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

６
月
選
考
開
始
を
守
ら
な
い
企
業
も
多
い
。
２
０
１
７
年
卒
業

予
定
者
向
け
の
採
用
活
動
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
外
資
系
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
は
２
０
１
５
年
12
月
に
は
選
考
を
終

え
、
内
々
定
を
出
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
も
12
月
に

は
採
用
広
報
を
始
め
て
い
る
。
外
資
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
限
ら

ず
、
経
団
連
に
加
盟
し
て
い
る
企
業
で
も
水
面
下
で
選
考
を
始
め

る
と
こ
ろ
は
多
い
。
２
０
１
５
年
の
経
団
連
加
盟
企
業
の
採
用
活

動
で
は
、
８
月
以
前
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
の
先
行
選

考
、
面
接
と
言
わ
な
い
「
面
接
」
な
ど
が
横
行
し
た
。
具
体
的
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
学
生
を
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｏ
Ｂ

会
」、
書
類
選
考
（
経
団
連

の
指
針
に
あ
る
選
考
に
は

書
類
選
考
は
含
ま
れ
な

い
）
を
通
っ
た
学
生
を

「
質
問
会
」「
懇
談
会
」「
模

擬
面
接
会
」
と
い
っ
た
名

称
で
集
め
、
実
質
的
な
選

考
を
し
て
い
た
。
同
様
の

こ
と
は
２
０
１
６
年
も
起

こ
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
６
年
は
早
期
の
企
業
理
解
を

　

２
０
１
６
年
の
大
学
の
就
職
活
動
支
援
と
し
て
重
要
に
な
る
の

は
、
学
生
の
企
業
理
解
だ
。
採
用
広
報
開
始
か
ら
採
用
選
考
開
始

ま
で
の
期
間
は
２
０
１
５
年
は
５
カ
月
、
２
０
１
４
年
以
前
は
４

カ
月
、
２
０
１
２
年
以
前
は
６
カ
月
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
こ
の

期
間
に
企
業
説
明
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
企
業
の
事
業
内
容
や
働

き
方
、
社
風
な
ど
を
理
解
し
、
志
望
先
を
決
め
て
い
く
。
そ
れ
に 企業の選考に並ぶ学生たち（2015年8月1日）
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対
し
て
、
２
０
１
６
年
は
３
カ
月
と
過
去
最
短
な
の
で
あ
る
。
２

０
１
３
年
に
６
カ
月
か
ら
４
カ
月
に
減
っ
た
際
に
は
、
企
業
側
か

ら
「
企
業
理
解
が
足
り
な
い
」「
志
望
理
由
が
あ
い
ま
い
」
と
い
っ

た
声
が
か
な
り
上
が
っ
て
い
た
。
採
用
選
考
を
通
過
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
就
職
後
に
「
社
風
が
合
わ
な
い
」「
思
っ
て
い
た
仕
事

と
違
う
」
な
ど
の
理
由
で
早
期
離
職
者
が
増
え
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

３
月
の
採
用
広
報
開
始
前
に
新
聞
や
雑
誌
を
読
む
、
Ｏ
Ｂ・

Ｏ

Ｇ
訪
問
を
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
な
ど
、
企
業

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
３
月
に
な
っ
て
か

ら
企
業
研
究
を
始
め
て
い
る
と
、
書
類
選
考
で
あ
る
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
提
出
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
ト
受
検
な
ど
に
追
い
立
て
ら
れ
、
な

ん
と
な
く
企
業
の
採
用
選
考
を
受
け
て
結
果
が
出
な
い
と
か
、
運

良
く
内
々
定
を
得
ら
れ
て
も
「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
は
な
い
」
と
、

就
職
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
早
め
の
業
界・

企
業
研
究
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
ほ
う
が
い
い
。
こ
れ
が
２
０
１
６
年
就
職
活
動
支
援
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

繰
り
返
さ
れ
る
ル
ー
ル
変
更

　

就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
過
去
に
何
度
も
ル
ー
ル
決

め
と
変
更
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
１
９
５
２
年
に
で
き
た
第
１

次
就
職
協
定
に
始
ま
り
、
第
２
次
、
第
３
次
の
就
職
協
定
が
あ
り
、

そ
の
都
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
協
定
が

定
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
態
の
乖
離
な
ど
に
よ
っ
て
協
定
が
廃

止
、
以
後
、
経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」

が
企
業
の
採
用
活
動
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
て
き
た
。「
倫
理
憲
章
」

が
で
き
た
当
初
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
２

０
１
３
年
卒
業
予
定
者
向
け
か
ら
「
３
年
生
12
月
採
用
広
報
開
始
、

４
年
生
４
月
採
用
選
考
開
始
」
を
明
記
。
そ
し
て
、
２
０
１
５
年

卒
向
け
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
時
に
は
「
倫
理
憲
章
」
か
ら
「
採

用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
指
針
へ
の
変
更
に
よ
っ

て
、
倫
理
憲
章
時
代
に
公
表
し
て
い
た
「
賛
同
企
業
リ
ス
ト
」（
倫

理
憲
章
に
賛
同
す
る
８
０
０
社
超
の
企
業
名
）
は
姿
を
消
し
、
企

業
へ
の
拘
束
力
が
弱
ま
っ
た
。

　

今
回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
、
指
針
を
守
ら
な
い
企
業
が
多

く
、
就
職
活
動
が
長
期
化
し
、
学
生
の
学
事
日
程
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
原
因
だ
。
全
企
業
、
全
大
学
が
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

動
く
こ
と
の
難
し
さ
は
十
分
に
経
験
で
き
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
単
に
元
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
選
考
方
法
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
文
理
別
の
選
考
時
期
設
定
、
留
学
か
ら
の
帰
国
学

生
枠
設
置
、
業
種
別
の
選
考
時
期
設
定
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
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採
用
選
考
化
な
ど
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
企
業
は
人
材
の
数
で
は
な
く
、
人
材
の
質

で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人

材
獲
得
は
企
業
の
存
続
に
直
結
す
る
重
要
課
題
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
優
秀
な
人
材
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
形
式
だ
け
ル
ー

ル
を
決
め
、「
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
」「
要
請
し
ま
し
た
」
を
繰
り

返
し
て
い
て
も
何
も
改
善
さ
れ
な
い
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
優

先
す
る
な
ら
、
学
生
の
就
職
活
動
の
動
向
を
一
番
知
っ
て
い
る
大

学
が
、
ル
ー
ル
を
破
っ
た
企
業
の
学
内
セ
ミ
ナ
ー
参
加
禁
止
や
大

学
推
薦
を
し
な
い
な
ど
、
大
学
側
も
企
業
が
守
る
よ
う
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ル
ー
ル
自
体
を
な
く
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
で
き
る
な
ら
や
る
し
、
で
き
な
い
な
ら
や
ら
な
い
。
大
人

の
言
い
訳
の
た
め
の
ル
ー
ル
は
、
た
だ
学
生
を
混
乱
さ
せ
、
疲
弊

さ
せ
る
だ
け
だ
。

学
生
に
は
今
後
の
社
会
を
見
せ
る

　

最
後
に
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
。
大
学・

企
業
側

に
は
、
い
ま
だ
に
否
定
的
な
意
見
を
持
つ
人
が
多
く
い
る
。
そ
の

主
張
は
「
大
学
は
学
問
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
就
職
対
策
の
場
で
は

な
い
」
と
い
っ
た
も
の
だ
。
確
か
に
、
大
学
に
よ
っ
て
は
就
職
試

験
対
策
だ
け
を
教
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
言
葉
の
つ
く
科
目

を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
就
職
対
策
＝
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
ま
た
、
担
当
す
る
教
員
が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
、
一
部
の
教
育
関
連・

人
材
関
連
企
業
に
授
業
を

丸
投
げ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
大

学
内
外
で
否
定
的
な
意
見
が
多
い
理
由
だ
。

　

こ
れ
か
ら
学
生
が
出
て
行
く
世
の
中
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
世
界
を
相
手
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と

に
な
る
。
国
内
を
見
れ
ば
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
市
場

は
縮
小
を
続
け
る
。
そ
の
一
方
、
世
界
で
は
人
口
が
増
え
続
け
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
が
成
長
を
続
け
る
。
ま
た
、
技
術

の
進
歩
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
、
自
動
運
転
、
ド
ロ
ー
ン
な

ど
が
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
仕
事
が
な
く
な
り
、
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
て
く
る
。
将
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
学
生
に
見
せ
、
そ
の
上
で
ど
う
働
き
、
ど

う
生
き
る
の
か
考
え
さ
せ
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。
学
生
が
こ

う
し
た
視
点
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
就
職
活
動
の
際
に
も
名
前
や
規

模
だ
け
で
企
業
を
選
ぶ
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
学
生
が
自
分

の
力
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
覚
悟
を
持
っ
て
社
会
に

出
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
導
く
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。

就
職
対
策
＝
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
な
い
。�
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は
じ
め
に

　

学
生
が
落
ち
着
い
て
学
修
す
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
後
、
経
団
連
）
が
、
２
０
１
５
年
度
卒

業・

修
了
予
定
者
の
採
用
選
考
活
動
開
始
日
を
８
月
１
日
に
改
定

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
経
団
連
が
迅
速
に
行
動
し
、
２
０
１
６
年

度
卒
業・

修
了
予
定
者
の
採
用
選
考
活
動
開
始
日
を
６
月
１
日
に

早
め
た
こ
と
は
、
適
切
な
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
大
学

教
育
や
企
業
の
採
用
活
動
に
関
し
て
い
く
つ
か
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
の
で
、
今
後
の
就
職
活
動
の
進
め
方
に
関
し
て
、
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。

１　
大
学
教
育
の
課
題

　

企
業
が
大
学
生
を
採
用
す
る
際
に
は
、
ど
こ
の
大
学
を
卒
業
す

る
と
か
、
大
学
の
成
績
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
重
視
せ

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
面
接
の
結
果
で
学
生
の
採
用
を
決
め
て

い
る
。
面
接
に
お
い
て
は
、
学
生
の
熱
意
、
行
動
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
協
調
性
、
課
題
発
見
能
力
、
課
題
解
決
能
力
、

論
理
的
思
考
力
な
ど
を
見
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
礎
的
な
学
力
、

人
間
性
、
語
学
力
な
ど
も
判
断
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

研
究・

開
発
に
従
事
す
る
理
工
系
の
学
生
の
採
用
に
関
し
て
は
、

大
学
名
、
専
門
分
野
や
成
績
な
ど
、
大
学
教
育
の
成
果
が
重
視
さ

れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

多
く
の
企
業
は
学
生
の
潜
在
能
力
と
人
間
性
を
重
視
し
て
採
用

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
大
学
教
育
の
成
果
が
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
採
用
活
動
を
始
め
て
優
秀
な

学
生
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
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け
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学
が
学
生
に
し
っ
か
り
と
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、
深
い
教

養
と
十
分
な
語
学
力
が
あ
り
、
自
ら
考
え
、
発
言
し
、
行
動
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
の
で
あ
れ

ば
、
企
業
は
も
っ
と
大
学
教
育
の
成
果
を
採
用
活
動
に
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

　

学
生
が
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
際
に
、
企
業
は
人
物
本
位

で
面
接
を
重
視
し
て
採
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
学
へ
の
入
学
に

関
し
て
は
、
多
く
の
大
学
が
試
験
科
目
の
成
績
を
中
心
と
し
た
学

力
で
入
学
者
を
選
抜
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
正
解
が
あ
る
問
題
に

対
し
て
早
く
答
え
を
出
せ
る
者
を
優
秀
な
学
生
と
し
て
入
学
さ
せ

て
い
る
が
、こ
う
し
た
選
抜
の
結
果
は
、社
会
に
出
た
時
に
活
躍
す

る
か
否
か
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
社
会
に
出
る
と
、何
が
課
題

で
あ
る
か
を
自
ら
考
え
、
な
か
な
か
正
解
が
分
か
ら
な
い
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
努
力
し
、
成
果
を
出
す
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
大
学
で
は
、
入
学
時
点
で
求
め
る
資
質

と
就
職
す
る
際
に
必
要
と
な
る
資
質
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
大
学
入
学
者
の
選
抜
に
関
し
て
は
、
高
校
と
大

学
の
接
続
問
題
と
し
て
中
央
教
育
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、

個
別
の
大
学
が
行
う
試
験
の
成
績
上
位
者
か
ら
入
学
者
を
選
ぶ
仕

組
み
か
ら
、
学
生
の
多
面
的
な
能
力
、
資
質
を
評
価
し
て
入
学
者

を
丁
寧
に
選
抜
す
る
仕
組
み
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
私
立
大
学
の
入
学
試
験
は
、
文
系
と
理
系
に
分
か
れ
て

い
る
例
が
多
く
、
有
力
な
私
立
大
学
の
文
系
の
試
験
科
目
は
３
教

科
で
、
国
語
、
外
国
語
に
加
え
て
地
歴
、
公
民
、
数
学
の
中
か
ら

１
教
科
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
公

民
、
数
学
を
選
択
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
語
、
外
国
語
、
地
歴

の
３
教
科
を
集
中
し
て
勉
強
す
れ
ば
大
学
入
試
に
受
か
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
高
校
時
代
に
幅
広
い
分
野
を
必
修
科
目
と
し
て
教

え
て
も
、
進
学
を
目
指
し
て
３
教
科
だ
け
を
集
中
し
て
学
び
、
そ

の
点
数
が
高
け
れ
ば
優
秀
な
学
生
と
し
て
入
学
を
認
め
て
い
て
は
、

片
寄
っ
た
学
生
を
育
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
社
会
に
出
て
営

業
部
門
で
働
く
社
員
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
は
重
要
で
あ

る
し
、
そ
の
基
礎
に
な
る
確
率
、
統
計
な
ど
は
学
生
時
代
に
学
ん

で
お
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
理
工
系
の
試
験
は
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
の
３
教
科
で
行
わ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
地
歴
、
公
民
な

ど
の
知
識
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成
に
は
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
大
学
生
は
、
米
国
の
大
学
生
と
比
較
し
て
勉

強
し
て
い
な
い
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
デ
ー
タ
は
少
し
古
い
が
、

２
０
０
７
年
の
全
国
大
学
生
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
学
１
年
生
が
１

週
間
あ
た
り
授
業
に
関
連
し
て
学
修
し
て
い
る
時
間
は
、
日
本
で

は
、
０
時
間
が
９・

７
％
、
１
～
５
時
間
が
57・

１
％
、
11
時
間

以
上
は
14・
８
％
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
０
時
間
が
０・

３
％
、
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１
～
５
時
間
が
15・

３
％
で
、
11
時
間
以
上
が
58・

４
％
で
あ
る

（
出
典
：
東
京
大
学
大
学
経
営・

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）。
米
国
で

は
、
毎
週
、
授
業
時
間
以
外
に
11
時
間
以
上
学
修
す
る
学
生
が
過

半
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
毎
週
５
時
間
以
下
が

過
半
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
学
生
が
怠
け
て
い
る
と
い
う

よ
り
、
大
学
の
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
学
生
に
十
分
学
修
さ
せ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
20
歳
前
後
の
若
い
時
期
に
、
も
っ
と

勉
強
さ
せ
る
よ
う
な
大
学
教
育
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、
社
会
人
講
師
に

よ
る
企
業
で
の
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
で
あ
る
と
か
、
各

業
種
の
仕
事
内
容
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
接
を
受
け
る
際

の
指
導
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
各
学
生
に
、
ど
の
よ
う
な
業
種
で
ど
の
よ
う
な
職
種
に

就
く
こ
と
が
、
自
分
の
能
力
を
最
も
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
就
職
活
動
に
お

い
て
は
、
有
力
な
大
企
業
に
何
万
人
も
の
学
生
が
応
募
す
る
例
が

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
よ
う
な
会
社
に
就
職
で
き
る
こ
と
は
極
め

て
難
し
い
。
ま
し
て
、
業
種
や
職
種
に
関
係
な
く
有
名
な
企
業
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
多
く
の
会
社
を
受
け
て
も
、
結
局
は
ど
こ
の

会
社
に
も
就
職
で
き
ず
、
自
信
を
無
く
す
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
有
名
な
企
業
に
就
職
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
こ
が
30
年
、

40
年
先
ま
で
健
全
な
会
社
で
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
会

社
は
健
全
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
社
員
の
業
績
を
評

価
し
て
昇
進
、
昇
給
を
決
め
て
い
る
の
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
年

功
序
列
で
昇
進
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
将
来
の
生
活
が
約
束
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
有
名
な
企
業
を
目
指
し
て
就
職
試
験
を

受
け
続
け
る
の
で
は
な
く
、
将
来
発
展
の
可
能
性
の
あ
る
中
小
企

業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
し
て
、
自
分
の
努
力
と
成
果
に
よ
っ

て
会
社
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
人
生
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
自
分
の
望
む
企
業
に
就
職
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の
非
正
規
の
仕
事
に
就
く
べ
き
で
は
な
い
。

一
度
非
正
規
社
員
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
仕
事
を
通
し
て
経
験
を

積
み
重
ね
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
有
力
な
企
業
に
再

就
職
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
る
。ま
ず
は
、中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
っ
て
も
正
社
員
と
し
て
就
職
し
、
少
な
く
と
も
３
年
間

は
同
じ
会
社
で
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
大
学
は

学
生
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
大

人
も
、
必
ず
し
も
希
望
す
る
会
社
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た

ま
た
ま
就
職
し
た
会
社
で
努
力
し
て
成
功
し
た
人
も
多
い
と
思
う
。

　

米
国
の
ア
ッ
プ
ル
社
を
創
業
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ・

ジ
ョ
ブ
ズ
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
結
合
が
新
し
い
価
値
を
作
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り
出
す
と
言
っ
て
い
た
。
科
学
技
術
が
進
ん
だ
現
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
単
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
科

学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
を
幅
広
く
学
ん
だ
上
で
専
門
を
決
め
、

そ
の
後
も
幅
広
く
学
び
続
け
て
多
分
野
を
統
合
す
る
力
を
身
に
付

け
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
う
教
育
体
系
の
下
に
学
ぶ
人
材
を
育

て
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
際
基
督
教
大
学
（
以
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
は
、
創
立
以
来
、
米
国

の
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学
同
様
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
を
指
向
し
て
き
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
や
エ
ー
ル
の
よ
う
な
総
合
大

学
で
も
、
学
部
に
お
い
て
は
こ
の
種
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
入
学
時
点
で
、
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず
、
新
入
生
は

全
て
教
養
学
部
と
い
う
１
学
部
に
入
学
す
る
、
そ
し
て
、
１・

２

年
生
の
時
に
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
の
高
校
で
教
育
を
受
け
た
学
生
は
英
語

を
、
外
国
の
教
育
制
度
で
学
ん
だ
者
は
日
本
語
を
徹
底
し
て
学
び
、

少
な
く
と
も
日
本
語
と
英
語
の
２
カ
国
語
を
使
え
る
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
教
育
を
受
け
る
。
教
員
の
３
分
の
１
以
上
が
外
国
籍
で
あ
り
、

留
学
生
も
多
い
た
め
に
、
卒
業
生
の
多
く
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

し
て
い
る
。
授
業
の
多
く
は
少
人
数・

対
話
型
で
行
わ
れ
、
単
に

知
識
を
吸
収
す
る
の
で
は
な
く
、
何
が
正
し
い
か
を
批
判
的
に
考

え
、
自
ら
学
び
、
発
言
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
何
が
正
解
か

分
か
ら
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
ら
学
修
し
、
行
動
し
、
答

え
を
作
り
出
せ
る
人
材
を
育
て
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
国
際
機
関
や
教
育・

マ
ス
コ
ミ・

芸
術
な
ど
多
方
面
で
活
動
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
就
職

に
有
利
だ
と
い
う
理
由
で
専
門
分
野
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
全
人
格
教
育
へ
の
関
心
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

２　
企
業
の
課
題

　

日
本
企
業
の
多
く
は
、
毎
年
、
一
括
し
て
新
卒
者
を
採
用
し
、

企
業
内
で
育
成
し
て
、
あ
る
程
度
安
定
し
た
雇
用
の
下
に
定
年
ま

で
働
く
仕
組
み
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
社
員
の
雇
用
を
守

り
、
企
業
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
愛
社
精
神
の
高
い
社
員

が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
が
発
展
す
る
と
い
う
よ
い
仕
組

み
で
あ
る
。
ま
た
、
定
年
制
度
に
よ
っ
て
新
卒
の
一
括
採
用
が
可

能
と
な
り
、
若
年
者
の
失
業
率
を
低
く
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
最

近
は
転
職
す
る
社
員
も
多
く
な
り
、
中
途
採
用
に
関
し
て
は
通
年

採
用
を
行
っ
て
い
る
会
社
も
多
い
が
、
人
々
の
価
値
観
は
保
守
的

で
労
働
慣
行
は
急
に
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
今
後
も
新
卒

の
一
括
採
用
は
続
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

経
団
連
に
加
盟
す
る
企
業
が
選
考
活
動
の
開
始
日
を
８
月
１
日
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に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
就
職
活
動
が
長
期
化
し
た
と
か
、
早
め
に

内
定
を
出
し
た
企
業
が
学
生
に
就
職
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
圧

力
を
か
け
た
り
、
研
修
と
称
し
て
学
生
を
拘
束
し
、
学
業
に
支
障

が
出
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
早
く
内
定
を
出
し
て
も
、
企
業

に
魅
力
が
無
け
れ
ば
、
学
生
は
他
の
企
業
へ
内
定
を
切
り
換
え
る

こ
と
に
な
る
。
企
業
は
、
就
職
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
圧
力

を
か
け
た
り
、
学
生
の
就
職
活
動
を
阻
害
す
る
活
動
は
止
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
選
考
活
動
開
始
日
の
６
月
１
日
に
集
中
し
て

試
験・

面
接
を
行
う
の
で
は
な
く
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
複

数
回
の
試
験・

面
接
を
行
え
ば
、
学
生
の
会
社
選
択
の
自
由
度
も

増
す
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
大
卒
で
就
職
し
た
学
生
の
３
割
強
が
、
最
初
に
就
職

し
た
企
業
を
３
年
以
内
に
退
職
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が

あ
る
と
思
う
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
就
職
活
動
の
中
で
、
学
生
が

仕
事
の
内
容
や
企
業
の
実
情
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
就
職
す
る
こ
と

も
大
き
な
原
因
だ
と
思
う
。
各
大
学
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
卒
業
生
な
ど
が
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
機
会
を
作
っ

て
い
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
が
、
学
生
が
企
業
で
働
く
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
理
解
す
る
よ
い
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
あ
る
。
一
定
期
間
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
後
に
、

当
該
企
業
に
就
職
し
た
新
入
社
員
の
定
着
率
は
未
経
験
の
社
員
に

比
べ
て
高
い
と
い
う
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
就
職
活
動
と
連
動
さ
せ
な
い
と
す
る
現
在
の
指
針
を

変
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
も
仕
事
の
内
容
や
企
業
の
実
情
を
理
解
し
て
就
職
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
企
業
も
短
時
間
の
面
接
に
よ
る
評
価
よ
り
も

学
生
を
適
正
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
多
く
の
学
生

を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
負
担

と
な
る
も
の
の
、
採
用
し
た
学
生
が
短
期
間
で
退
職
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
必
要
な
投
資
だ
と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
は
就
職
活
動
の
直
前
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
３
年
生

の
夏
休
み
期
間
を
含
め
て
、
年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

学
生
に
対
し
て
も
、
就
職
の
機
会
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
１
日
だ
け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
面
接
の
代
替
と
し
て

い
る
例
が
あ
る
と
聞
く
が
、
仕
事
の
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
少

な
く
と
も
一
週
間
程
度
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
賃
金
の
安
い
労
働
力
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す

る
企
業
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
企
業
は
自
ず

と
淘
汰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

３　
望
ま
し
い
採
用
活
動
の
時
期
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就
職
先
が
早
く
決
ま
り
、
学
生
が
落
ち
着
い
て
入
社
後
の
こ
と

も
考
え
て
、
し
っ
か
り
学
修
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
３
年
生
の
時
点

で
就
職
先
が
決
ま
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現

実
に
は
学
生
が
安
心
し
て
遊
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
卒
業
で
き
な
い

こ
と
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
あ
ま
り
早
く

内
定
を
出
す
こ
と
は
リ
ス
ク
で
あ
る
。

　

日
本
の
多
く
の
大
学
の
学
修
期
間
を
考
慮
す
れ
ば
、
３
年
生
の

春
休
み
期
間
で
あ
る
３
月
１
日
か
ら
企
業
が
選
考
活
動
を
開
始
す

れ
ば
、
大
学
教
育
を
阻
害
せ
ず
に
採
用
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
選
考
活
動
の
開
始
が
４
月
あ
る
い
は
６
月
で
は
、

た
と
え
土・

日
曜
日
や
夕
方
以
降
の
試
験・
面
接
で
あ
っ
て
も
、

就
職
活
動
の
た
め
に
授
業
時
間
以
外
の
勉
強
や
卒
業
研
究
に
支
障

が
出
る
こ
と
と
な
り
、
平
日
の
昼
間
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
大

学
教
育
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
遠
隔
地
か

ら
試
験・

面
接
を
受
け
る
学
生
へ
の
配
慮
も
必
要
に
な
る
。

　

一
方
、
３
月
に
選
考
活
動
を
開
始
す
る
と
、
留
学
し
て
い
た
学

生
に
と
っ
て
就
職
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
こ

と
、
お
よ
び
企
業
に
よ
っ
て
は
３
月
か
ら
始
ま
る
複
数
回
の
選
考

活
動
で
必
要
な
学
生
数
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
に
、
８
月
か
ら
始
ま
る
複
数
回
の
選
考

活
動
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
い
。
す
な
わ
ち
、
大
手
企
業
は
、
一

括
採
用
と
い
っ
て
も
、
３
年
生
の
３
月
と
４
年
生
の
８
月
に
始
ま

る
少
な
く
と
も
２
つ
の
期
間
で
複
数
回
の
採
用
活
動
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
大
学
の
教
育・

研
究
活
動
を

あ
ま
り
阻
害
せ
ず
に
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

将
来
的
に
は
、
新
卒
の
採
用
に
関
し
て
も
中
途
採
用
と
同
様
に
通

年
採
用
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

結　
び

　

大
学
で
は
、
高
校
と
の
接
続
の
問
題
を
入
試
改
革
と
し
て
議
論

し
て
い
る
が
、
卒
業
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
学
と
社
会
の
接

続
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
大
学
は
学
問
を
修
め
る
所
で
あ
っ
て
、

企
業
に
役
立
つ
人
間
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
を

し
ば
し
ば
聞
く
が
、
大
学
あ
る
い
は
大
学
院
を
卒
業
し
て
働
く
学

生
の
８
割
は
企
業
で
働
い
て
お
り
、
自
営
業
を
含
め
れ
ば
９
割
の

卒
業
生
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
企
業
は
「
す

ぐ
に
役
立
つ
専
門
知
識
」
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
大
学
は
基
礎
学
力
、
教
養
、
語
学
力
を
身
に

付
け
、
自
ら
学
び
、
発
言
し
、
成
果
を
出
す
行
動
力
を
持
ち
、
未

知
の
困
難
な
問
題
に
も
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
た
学
生
を
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
学
生
が
、
未
来
を
構
築
す
る
人
材

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。�

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは
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ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
、
65
年
に
わ
た
る
岡
山
で
の

女
子
教
育
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
基
盤
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ・

カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
、
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
の
上

に
立
っ
て
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
そ
の
判
断
に
責
任
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て
き
た
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
２
年
間
、
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
（
実
就
職

率
）
が
95
％
を
超
え
て
高
い
水
準
を
保
ち
、
管
理
栄
養
士
の
合
格

率
も
１
０
０
％
（
合
格
者
75
名
）、
教
職・

保
育
職
の
採
用
実
績

も
、
既
卒
者
を
含
め
て
小
学
校・

特
別
支
援
学
校
教
諭
57
名
、
中

学
校
教
諭
27
名
、
高
等
学
校
教
諭
５
名
、
幼
稚
園
教
諭・

保
育
士

43
名
（
い
ず
れ
も
２
０
１
４
年
度
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
面
で
も
高

い
実
績
を
示
し
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
就
職
実
績
の
高
さ
は
、
本
学
の
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
延
長
上
に
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
本
学
が
一
人
一
人
の
卒
業
生
に
伝
え

た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や
免
許・

資
格
を
生
か
す
と

と
も
に
、
一
人
の
女
性
と
し
て
「
い
か
に
生
き
、
人
に
貢
献
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
一
人
一
人
が
客
観
的
な
深
い
洞

察
力
を
持
っ
て
、
実
利
主
義
の
価
値
観
で
は
力
を
発
揮
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
「
声
な
き
人
の
苦
し
み
」
に
寄
り
添
う
。
そ
の
よ

う
な
深
い
客
観
性
と
や
さ
し
さ
、
勁
さ
を
併
せ
持
っ
た
女
性
と
し

て
自
立
し
て
欲
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
周
囲

の
人
々
と
協
調
し
、
時
に
は
自
身
が
裏
方
に
ま
わ
っ
て
支
え
、
チ
ー

ム
全
体
が
輝
く
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
な
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
学
が
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
く
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
真・

善・

美
」
の
追
求
と
は
、

人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
一
人
一
人
が
周
囲
の
者
の
中
に
あ
る

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

―
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
の
立
場
か
ら

髙
木 

孝
子
●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
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真
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
、
美
な
る
も
の
を
見
い
だ
し
、
人
々

と
共
に
そ
れ
を
育
て
上
げ
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

本
学
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
「
大

学
教
育・
学
生
支
援
推
進
事
業
〔
テ
ー
マ
Ｂ
〕
学
生
支
援
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
で
「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
学
生
支
援

─
社
会
の

要
請
に
応
え
る
就
職
支
援
を
中
心
に
」
に
取
り
組
み
、
本
学
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
室
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生
に
心
理
面
で
の
ケ
ア

も
含
め
た
き
め
細
か
な
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
度
文
部
科
学
省
「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
改
善・

充
実
体
制
整
備
事
業
」
で
は
18
大
学
と
連
携

し
て
中・

四
国
地
域
人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
み
、「
保
育
職・

教

職
の
た
め
の
産
官
学
連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｍ
力
の
育
成
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
学
校
や
園
の
協
力
を
得
て
、
保
育
職・

教

職
を
志
望
す
る
学
生
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
の
機
会
を
設
け
、

同
時
に
、
教
育
現
場
で
働
く
力
の
も
と
と
な
る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｍ
力
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
）
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
っ

た
。
同
時
に
、
教
育
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
と
そ
の

振
り
返
り
、
個
別
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
合
同
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
教
育
活
動
の
意
味
に
つ
い

て
個
々
の
学
生
が
深
く
自
覚
し
、
よ
り
良
い
教
育
者
と
し
て
育
つ

こ
と
を
求
め
る
活
動
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
学
生
の
中
に
自

ら
が
目
指
す
職
域
に
関
す
る
職
業
観
が
涵
養
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
全
学
的
な
活
動
と
し
て
展
開
す
る
過
程
で
、
教

職
員
の
間
に
本
学
の
教
育
理
念
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り

方
に
対
す
る
一
定
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
現

在
の
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

最
近
整
備
さ
れ
た
自
立
力
育
成
科
目
群
は
、
現
代
社
会
に
対
す
る

広
い
視
野
を
養
う
科
目
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
基
礎
的
な
視

角
を
培
う
科
目
、
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
む
小
規
模
ゼ

ミ
や
課
題
解
決
型
の
授
業
な
ど
、
論
理
的
な
思
考
力
と
能
動
的
な

問
題
解
決
能
力
、
さ
ら
に
他
者
に
寄
り
添
う
こ
と
の
意
義
を
見
極

め
よ
う
と
す
る
科
目
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
は
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
企
業
の
採
用
活
動
日
程
と
の
関
連
で
い
う
な

ら
ば
、
本
学
の
こ
の
よ
う
な
教
育
が
十
分
に
学
生
に
伝
わ
る
よ
う

な
採
用
日
程
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
具
体
案
は
示
し
得
な
い
が
、

よ
り
良
い
日
程
を
考
え
る
こ
と
は
、
よ
り
高
い
職
業
観
と
能
力
を

持
つ
人
材
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
大
学
教
育

は
、
そ
れ
だ
け
の
力
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。�

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは

51 大学時報　2016.1



　

立
命
館
大
学
は
、
１
学
年
７
０
０
０
名
を
超
え
る
総
合
大
学
で

あ
り
な
が
ら
、「
学
生
ひ
と
り
一
人
の
希
望
す
る
進
路
の
実
現
」
を

掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
路・

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
全
学

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
の
下
、
各
種
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
践
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project 

Based Learning

：
課
題
解
決
型
学
習
）
の
開
発
や
運
用
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
学
び
を
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
の

視
点
で
捉
え
つ
つ
、
学
生
の
進
路・

就
職
の
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
に
、
社
会
（
企
業・

団
体・

卒
業
生
）
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
有
機
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て 

い
る
。

１　
立
命
館
大
学
に
お
け
る「
学
び
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」

　

こ
の
よ
う
な
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
の
取
り
組
み
の
特

徴
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で

あ
る
。
学
部
在
学
生
の
近
畿
圏
外
出
身
比
率
が
44・

７
％
と
地
方

出
身
者
も
多
く
、
ま
た
世
界
各
国
か
ら
意
欲
的
な
留
学
生
も
多
く

受
け
入
れ
て
い
る
中
で１、
オ
リ
タ
ー
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
ま
た
は
エ
ン
タ
ー
（
援
助
担
当
者
）
と
よ

ば
れ
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
（
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
活
動
を
通
し
て
学
生
相
互
の

成
長
を
促
し
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０
１
４
年
度
に
は
学
部
新
入

生
７
８
０
０
名
に
対
し
て
、
自
主
的
な
応
募
に
よ
る
オ
リ
タ
ー
、

エ
ン
タ
ー
約
８
０
０
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
入
生
９

名
に
対
し
て
１
名
と
い
う
高
率
で
先
輩
が
新
入
生
を
援
助
し
て
い

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
立
命
館
大
学
の
取
り
組
み

前
田 

信
彦
●
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
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る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
学
に
お
け
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
組

織
化
が
着
実
に
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活

動
は
４
月
の
新
入
生
ク
ラ
ス
懇
談
会
に
始
ま
り
、
履
修
相
談
、
基

礎
演
習
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
、
進
路・

就
職
や
学
習
の
相
談
、
学
生

生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ク
ラ
ス
交
流
会
な
ど
、
学
生
が
相
互
に

学
び
あ
う
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
礎
と
な
っ
て
い
る２。

２　
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

こ
の
よ
う
な
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
軸
と
す
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路・
就
職
支
援
で
も
実

践
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
図
表
１
）
は
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

組
織
化
を
担
当
し
、
３
回
生
の
各
ゼ
ミ
か
ら
選
出
さ
れ
る
Ｐ
Ｌ
（
プ

レ
イ
ス
メ
ン
ト・

リ
ー
ダ
ー
）
や
、
進
路
が
決
定
し
た
４
回
生
以

上
の
在
学
生
の
う
ち
、
後
輩
支
援
の
意
欲
が
特
に
高
い
Ｊ
Ａ
（
ジ
ュ

ニ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

３
０
０
０
名
以
上
の
幅
広
い
年
齢
層
、
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

卒
業
生
が
Ｃ
Ａ
（
キ
ャ
リ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
登
録
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
本
学
の
就
職
支
援

の
最
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
も
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
支
援
に

お
い
て
は
、
こ
の
Ｃ

Ａ
の
役
割
は
き
わ
め

て
大
き
い
。
中
央
省

庁
や
企
業
の
本
社
機

能
が
集
積
す
る
東
京

か
ら
地
理
的
に
離
れ

た
本
学
で
は
、
学
生

一
人
一
人
が
個
別
に

卒
業
生
に
会
え
る
機

会
は
制
限
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
卒
業
生

に
Ｃ
Ａ
と
し
て
登
録

し
て
も
ら
い
、
大
学

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
）
が
事
務
局
を

担
う
こ
と
に
よ
り
、

在
学
生
へ
の
情
報
提

CAJA

スチューデンツ・ネットワーク 在学生と卒業生がお互いに支えあい、成長していく立命館大学独自のネットワーク

プレイスメント・リーダー
各学部のゼミやサーク
ルから選ばれ、OBOG
グループ訪問や勉強会
などの自主企画を実施
します。

ジュニア・アドバイザー
就職内定者から選ばれ、自身の進路
選択や就職活動の体験に基づき、後
輩への助言、援助を行います。

キャリア・アドバイザー
OBOGの中で後輩の支援に熱心な
方が登録され、現役学生へのアドバ
イスや懇談会を行います。

PL
学生同士の相互刺激

文系・理系の学生

全国各地から集う学生

男女・年齢の異なる学生

様々な出身国・地域の学生

約200名

約3000名

先輩から後輩へ経験を伝える 後輩に教えることで受ける刺激

図表１　立命館大学のスチューデンツ・ネットワーク

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは
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供
や
進
路・

就
職
支
援
企
画
の
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る

点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

本
学
の
最
新
の
調
査
に
よ
る
と３、
積
極
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

行
っ
て
い
る
Ｃ
Ａ
の
う
ち
73・

７
％
が
１
０
０
０
名
以
上
の
大
企

業
に
在
籍
し
て
お
り
（
図
表
２
―
１
）、
年
齢
に
つ
い
て
は
、
中
堅

層
（
31
～
40
歳
）
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
る
一
方
で
、
ベ
テ

ラ
ン
層
（
41
歳
以
上
）
か
ら
も
今
後
の
Ｃ
Ａ
活
動
に
参
画
し
た
い

要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
役
職
の
ラ
ン
ク
も
主
任・

課
長・

部
長・

役
員
と
幅
広
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
部
長・

役
員
ク
ラ

ス
を
含
む
ベ
テ
ラ
ン
層
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
さ
ら
に
図
表
２
―
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ａ
の

勤
務
地
は
「
東
京
」
が
45・

９
％
と
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、

在
学
生
が
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
を
介
し
て
首
都
圏
の
情
報
を
入
手
で

き
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
組
織
化
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
正
課

の
授
業
の
中
で
上
回
生
に
よ
る
エ
ン
タ
ー
、
Ｐ
Ｌ
な
ど
の
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
が
組
織
化
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
ピ

ア・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
経
験
が
生
か
さ
れ
、
そ
れ
が
母
体
と
な
っ

て
、
卒
業
生
が
在
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
意
欲
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（多賀谷ほか2014より引用し著者作成）

図表２－１　CA（キャリア・アドバイザー）の
企業規模　　　　　　

図表２－２　CA（キャリア・アドバイザー）の
勤務地　　　　　　　

~299名
14.3%

300~999名
11.9%

1,000~2,999名
15.6%

3,000~9,999名
24.4%

10,000名~
33.8% 東京

45.9%

大阪
17.8%

京都
7.0%

滋賀
2.0%

その他
27.3%
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ま
た
、
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
教
育
効
果
が
必
ず
し

も
「
受
け
手
」
の
在
学
生
の
み
で
は
な
い
点
に
も
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
通
し
て
、
在
学
生
の
み
な
ら
ず

Ｃ
Ａ
自
身
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
仕
組
み
の
継

続
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
生
が
Ｃ
Ａ
と
し
て
活
動
す
る
意

義
に
つ
い
て
調
べ
た
デ
ー
タ
の
一
部
を
図
表
３
に
示
す４。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
Ｃ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
「
可
能
な
限
り
後
輩
支

援
を
続
け
た
い
（
70・

０
％
）」、「
後
輩
支
援
を
終
え
て
も
大
学
と

は
繋
が
っ
て
い
た
い
（
77・

８
％
）」
と
、
後
輩・

母
校
貢
献
意
欲

の
高
さ
が
鮮
明
に
な
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ａ
活
動
に
参
画
す
る
こ
と

が
「
後
輩
支
援
は
自
分
の
成
長
に
も
繋
が
る
（
78・

１
％
）」
と
い

う
実
態
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
Ｃ
Ａ
の
役
割
が
自
分
の
成

長
に
プ
ラ
ス
」
と
実
感
す
る
割
合
が
高
く
、
卒
業
生
に
と
っ
て
も

在
学
生
の
指
導
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。
在
学
生
と
卒
業
生
は
、
世
代
を
超
え
た
支
援
の
中
で
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
と
っ
て
、
ま
た
大

学
に
と
っ
て
も
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
本
学
の
「
学
び
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
の
特
色
で
も
あ
る
。

３　
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
と 

　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
は
、
課
題
が
多
い
も
の
の
、
い
く

つ
か
の
萌
芽
的
な
試
み
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
学
で
は
高
度
な
長

期
留
学
を
実
現
す
る
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｇ
Ｐ
）」
を
２
０
０
９
年

CA同士が互いに高めあう
企画を実施して欲しい
後輩支援は自分の成長
にも繋がる
後輩支援を終えても
大学とは繋がっていたい
可能な限り後輩支援を
続けたい
CA登録のメリットを
感じている

44.4

78.1

77.8

70.0

43.7

0 20 40 60 80 （%）100

図表３　CA（キャリア・アドバイザー）の意識
（多賀谷ほか2014より引用し著者作成）
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度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
学
生
グ
ル
ー
プ
「
ま
い

る
」
が
組
織
化
さ
れ
、
ピ

ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
留

学
先
の
学
習
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
た
め
の
留
学
準
備

授
業
の
サ
ポ
ー
ト
の
み
な

ら
ず
、
留
学
か
ら
帰
国
し

た
後
の
学
習
支
援
や
卒
業

後
の
海
外
勤
務
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
留

学
経
験
の
あ
る
上
回
生
や
卒
業
生
に
よ
り
、
正
課
お
よ
び
正
課
外

教
育
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る５。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
、
企
業
か
ら

提
示
さ
れ
る
課
題
を
解
決
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
を
正
課
外
で
展
開

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
た
ち
が
後
輩
で

あ
る
在
学
生
に
対
す
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　

実
際
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
課
題
解
決
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
を
行
う
と
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
か
ら
戸
惑
い

や
葛
藤
が
生
じ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
上
回
生
や
卒

業
し
た
留
学
生
が
在
学
生
の
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

言
葉
や
文
化
の
相
違
を
超
え
た
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な
ど
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
終
え
た
留
学
生
（
上
回
生
）
が
、

日
本
人
在
学
生
（
低
回
生
）
の
学
習
支
援
を
行
う
姿
も
よ
く
み
か

け
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
修
了
生
が
自
発

的
に
後
輩
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
留
学
生

も
含
め
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
課
題
は
あ
る
。
し
か
し
、「
多
国
籍
で
共
に
働
く
」
こ
と

を
す
で
に
在
学
中
に
疑
似
体
験
し
た
学
生
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
す
る
企
業
に
就
職
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ

リ
ア
教
育
へ
の
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
導
入
が
相
乗
的
な
学
習
効
果

を
生
み
出
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４　
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

　
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

グローバル教育におけるピア・サポート
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形
成
支
援
に
お
い
て
、「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
の
が
本

学
の
特
徴
で
あ
る
が
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
お
い
て
は
課

題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
増
加
す
る
留
学
生
を
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ど
の
よ
う
に
組
織
化
し
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
組
み
込
む
べ
き
か
、
あ
る
い
は
海
外
で
の
就
職

を
考
え
る
日
本
人
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
に
ど
う
取
り
組

む
か
な
ど
で
あ
り
、
今
後
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
改
善
や
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
私
立
総
合
大
学
も
教
員
と
学
生

か
ら
な
る
単
一
の
集
合
体
で
あ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
か
ら
、

一
つ
の
大
学
で
多
様
な
機
能
を
持
つ
「
マ
ル
チ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
へ

と
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る６

・
７。
国
際
化
が
進
み
、
学
生
も
多
様
化

す
る
中
、
実
践
的
職
業
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
学
習
方
法
や
先

進
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
開
発
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
高

度
な
専
門
性
を
も
っ
た
教
職
員
の
力
量
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿

で
紹
介
し
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
た

「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

支
援
の
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、
試
行

錯
誤
や
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
活
発

な
議
論
が
、
日
々
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

●
注

１　

近
年
は
留
学
生
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
46
カ
国
か
ら
１
３
０
０

名
以
上
が
学
ん
で
い
る
（
２
０
１
５
年
５
月
１
日
現
在
）。

２　

春
日
井
敏
之　

２
０
１
５
「
立
命
館
大
学
の
学
び
の
仕
組
み
と

ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
」『
未
来
を
拓
く

―
よ
う
こ
そ
立
命
館
へ
』
32

―
35
頁

３　

こ
の
調
査
は
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
３
年
度
に
独

自
に
行
っ
た
調
査
で
、
Ｃ
Ａ
登
録
者
の
う
ち
８
１
９
名
の
回
答
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

４　

多
賀
谷
祥
博
ほ
か　

２
０
１
４
「
人
文
社
会
系
『
キ
ャ
リ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
』
の
検
証
と
新
展
開

―
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
５
０
社

へ
の
就
職
者
数
増
を
目
指
す
学
生
の
学
外
活
動
支
援
策
の
開
発
」

『
大
学
行
政
研
究
』
９
号
、
53
―
71
頁

５　

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｇ
Ｐ
）

は
２
０
１
６
年
度
か
ら
全
学
開
講
型
と
し
て
拡
充
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
留
学
経
験
者
に
よ
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
よ
り
発
展
的
な
継
承
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

６　

川
口
清
史　

２
０
１
６
「
機
能
分
化
政
策
と
私
立
総
合
大
学
」

『
立
命
館
高
等
教
育
研
究
』
第
16
号
（
近
刊
）

７　

ク
ラ
ー
ク・

カ
ー　

１
９
９
４
『
大
学
経
営
と
社
会
環
境

―

大
学
の
効
用
（
増
補
第
３
版
）（T

he U
ses of the U

niversity, 
3

rd edition by Clark K
err. 1982

）』
玉
川
大
学
出
版
会
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１　
「
就
職
に
強
い
」大
学

　

本
学
は
、「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」

を
建
学
の
理
念
と
し
て
創
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、

堅
実
な
理
工
系
人
材
を
求
め
る
産
業
界
か
ら
広
く
支
持
さ
れ
、
ま

た
、
将
来
理
工
系
の
分
野
で
活
躍
し
よ
う
と
す
る
受
験
生
に
も
強

く
支
持
さ
れ
て
、
八
十
余
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
今
日
で
は
著
名
企
業
へ
の
就
職
を
期
待
し
て
の
入
学

志
願
者
の
増
加
、
好
調
な
就
職
状
況
、
そ
し
て
卒
業
生
の
社
会
に

お
け
る
活
躍
が
好
循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
描
き
、「
就
職
に
強
い
大

学
」
と
い
う
評
価
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

こ
の
好
循
環
は
社
会
的・

経
済
的
背
景
に
支
え
ら
れ
て
い
る
面

も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
評
判
ど
お
り
の
就
職
実
績
を

実
現
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
努
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

２　
初
年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
に
は
技
術
者
と
し
て
の
就
職
を

目
指
す
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
初
年
次
の
学

生
に
は
ま
だ
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
ほ
と
ん
ど
描
け
て
い

な
い
者
が
多
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
分
の
適
性
も
十
分
に
把
握
で

き
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
こ
で
、
入
学
と
同
時
に
基
礎
力
測

定
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ１）
を
全
員
に
受
検
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
返

却
す
る
解
説
会
に
お
い
て
、
大
学
生
活
の
目
標
を
定
め
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
は
、
学
生
の
基
礎
力
を
リ
テ
ラ
シ
ー

（
知
識
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
）
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
に
実
践
的
に
対
処
す
る
力
）
に
分
け
て
評

価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
テ
ン
ン
シ
ー
に
関
し
て
は
、

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

「
社
会
に
学
び
、社
会
に
貢
献
す
る
」
理
工
系
人
材
の
育
成

中
村 

朝
夫
●
芝
浦
工
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、
工
学
部
教
授
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社
会
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
社
会
人
の
行
動
特
性
と
比

較
し
て
ス
コ
ア
を
決
定
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
学
生
は
、
他
大
学
に
比
較
し
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー

が
高
い
わ
り
に
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
低
い
傾
向
が
あ

る
。
さ
ら
に
学
内
で
学
科
間
の
比
較
を
す
る
と
、
リ
テ

ラ
シ
ー
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
ス
コ
ア
の
間
に
弱
い
負

の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
学
生
の
中

に
対
人
基
礎
力
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
不
安
の
あ

る
者
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
育
て
上
げ
る
こ
と
も
本
学

の
教
育
の
一
つ
の
使
命
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｇ
の
受
検
は
、
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
強
み
は
何
か

を
知
り
、
も
っ
と
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
は
何

か
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
に
は
、

３
年
次
に
も
う
一
度
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
を
受
検
さ
せ
、
自
ら
の

成
長
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
就
職
活
動
に
向
け
て
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
直
す
機
会
と
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
の
基
礎
力
の
分
類
に
沿
っ
て

「
社
会
的・

職
業
的
自
立
力
」
の
構
成
要
素
を
定
義
し

（
表
）、
そ
の
各
要
素
と
各
授
業
で
育
成
を
目
指
し
て
い

る
基
礎
力
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
シ
ラ
バ
ス

表．「社会的・職業的自立力」を構成する４つの力
社会的・
職業的
自立力

定　　義 PROGで
測る力 定　　　　　義

知 識
活用力

知識を活用して課題
を解決する力

リ
テ
ラ
シ
ー

情 報
収集力

課題発見・解決に向けて、幅広い観点から適切な情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査し、それらを適切に整理・保存する力

情 報
分析力

事実・情報を思い込みや憶測でなく、客観的かつ多角的に整理・分析し、それ
らを統合して隠れた構造を捉えて本質を見極める力

課 題
発見力

さまざまな角度、広い視野から現象や事実を捉え、その背後に隠れているメ力ニ
ズムや原因について考察し、解決すべき課題を発見する力

構想力 さまざまな条件・制約を考慮しながら問題解決までのプロセスを構想し、その過
程で想定されるリスクや対処法を構想する力

対 人
基礎力

他人からの信頼を築
き、チームを動かす力

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

親和力 多様な考えを受け入れ、相手の立場に立って考えることで信頼を引き出し、人
間関係を構築していく力。また、自分から積極的に人間関係を築いていく力

協働力 周囲と情報を共有し、周りのやる気を引き出して協力して課題に取り組み、また、
リーダー的立場からメンバーを指導し、チームや後輩の意欲を高めていく力

統率力 異なる意見にも耳を傾ける一方で、自分の意見も主張しながら、交渉や討議を
建設的に進めていく力

対自己
基礎力

自分の感情をコント
ロールし、主体的に
行動する力

感 情
抑制力

ストレスのかかる場面でも自分の気持ちや感情を把握した上で状況を前向きに捉
え、困難に挑戦していく力

自 信
創出力

自分の強みや弱みといった自身の特徴を理解し、自分に自信を持っていると同時
に、機会を捉えて自分を向上させようとする力

行 動
持続力

自分なりのルールや決まりを作りながら、最後まで粘り強く責任を持って物事に取
り組む力。自分にとって必要だと思う事柄に継続して取り組んでいく力

対課題
基礎力

課題解決に向けて、
計画し行動する力

課 題
発見力

さまざまな角度から適切な情報源と手段で情報を収集し、広い視野から現象や事
実を捉え、そのメ力ニズムや原因について考察して、解決すべき課題を発見する力

計 画
立案力

さまざまな条件・制約を考慮しながら問題解決までのプロセスを構想し、その過
程で想定されるリスクや対処法を構想する力

実践力 目標達成に向けて自ら行動し、予測した先行きに合わせて全体の動きを調整し
ながら、早めに行動を修正し、実行する力

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは
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に
記
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
を
見
れ
ば
、

学
生
は
自
分
が
強
化
し
た
い
基
礎
力
を
養
う
た
め
に
ど
の
科
目
を

履
修
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
る
。
ま
た
、
各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
い
て
、
基
礎
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
養
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
に
も
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」
を
自
覚
し
て
い
る
学
生
は
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

必
要
な
力
も
着
実
に
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

学
生
に
入
学
後
の
早
い
時
期
か
ら
学
び
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
本
学
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
研

究
会２で
開
発
さ
れ
た
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
「
産
学・

地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
１・

２
年
生
向
け
に
開
講
し
て
い
る
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
一
学
期
15
回
の
授
業
を
２
つ
に
分
け
、

２
つ
の
企
業
か
ら
課
題
を
も
ら
っ
て
４・

５
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に

そ
の
課
題
に
対
す
る
解
答
を
事
業
企
画
と
し
て
提
案
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
提
案
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
課
題
を

出
し
た
企
業
に
評
価
し
て
も
ら
う
と
い
う
授
業
で
あ
る
。
初
年
次

に
い
き
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
課
題
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
分

に
不
足
し
て
い
る
力
を
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に
お
け

る
学
び
の
目
標
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
学
科
の
初
年
次
教
育
科
目
の
中
で
、
就
職
先
の

企
業
で
の
仕
事
に
つ
い
て

卒
業
生
の
話
を
聞
い
た�

り
、
工
場
見
学
を
す
る
な

ど
の
機
会
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
課
主
催
で
１・

２
年
生
を
対
象
と
す
る
工

場
見
学
を
実
施
す
る
な
ど
、

諸
先
輩
の
働
く
姿
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
、
専
門
を

生
か
し
て
働
く
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
よ
う
促
し

て
い
る
。

３　
産
学
連
携

　

各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
門
分
野
の
知
識
や
技
術
を
修

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
か
ら

は
専
門
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
問
題
発
見
力
、
問
題
解
決
力

や
継
続
的
学
習
力
な
ど
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
生
き
抜
く
こ
と
の

で
き
る
基
礎
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
力
は
、

与
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
け
身
の
姿
勢
で
履
修
し
て
い
る 「産学・地域連携プロジェクト」最終発表会
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だ
け
で
身
に
付
く
も
の
で
は
な
く
、
実
践
的
な
課
題
解
決
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
初
め
て
伸
び
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

で
き
れ
ば
産
業
界
の
協
力
を
得
て
、
実
際
の
企
業
活
動
に
つ
な
が

る
よ
う
な
課
題
で
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

　

幸
い
、
産
業
界
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
海
外
と

の
厳
し
い
産
業
競
争
や
急
速
な
技
術
進
歩
、
さ
ら
に
は
少
子
化
に

よ
る
若
年
労
働
人
口
の
減
少
な
ど
に
危
機
感
を
持
ち
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
て
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、
大
学
教
育
に
も
積
極

的
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
本
学
は
、
前
述
の
「
産
学・

地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
に
参
加
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
中
小
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
社
会
の
課
題

に
取
り
組
む
産
学・

地
域
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
で
は
19
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
学
部

生
や
大
学
院
生
を
巻
き
込
ん
で
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
個
々
の
教
員
レ
ベ
ル
で
企
業
や
団
体
と
の
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
例
は
数
多
く
あ
り
、
そ
こ
で
も
学
生
が
実

践
的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
や

研
究
室
公
開
を
行
う
産
学
連
携
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
生
や
大
学

院
生
が
説
明
員
と
し
て
参
加
し
、
企
業
か
ら
の
参
加
者
と
直
接
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

４　
卒
業
生
に
よ
る
就
職
支
援

　

本
学
の
卒
業
生
の
会
で
あ
る
校
友
会
に
は
、
昨
年
か
ら
「
在
学

生
就
職
支
援
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
在
学
生
の
就
職
内
定
率
を
上

げ
る
た
め
の
積
極
的
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
就
職
活
動

末
期
に
な
っ
て
も
就
職
先
の
決
ま
ら
な
い
学
生
へ
の
求
人
紹
介
の

ほ
か
、
現
役
の
企
業
役
員
や
企
業
役
員
経
験
者
に
よ
る
面
接
指
導

な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
の
評
判
も
非
常
に
良
い
。

　

地
方
に
も
卒
業
生
の
組
織
が
あ
り
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る

父
母
懇
談
会
で
は
、
在
学
生
の
父
母
と
卒
業
生
の
交
流
が
行
わ
れ
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
の
場
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
最
近
、
女
子
学
生
、
卒
業
生
お
よ
び
女
性
教
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
「Shiba-jo

プ
ラ
チ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク３」
が
創

設
さ
れ
た
。
社
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女
子
学
生
の
支
援
組
織

と
し
て
、
今
後
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

５　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

　

本
学
で
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
日
系
企
業
の
海
外
進
出
先
を

中
心
と
す
る
海
外
の
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
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し
た
。
海
外
経
験
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
セ
ン
ス
を
身
に
付
け
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
は
、
中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
へ
29
名
を
派
遣
し
た
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

創
成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
へ
の
採
択
を
契
機
に
、
派
遣
先
と
派

遣
学
生
数
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
本
学
の
海
外
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
や
校
友
会
（
同
窓
会
）
の
海
外
支
部
を
拠
点
に
し
て
、

ま
た
、
先
日
発
足
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム４に
よ
る
支
援
を

受
け
て
、
派
遣
先
の
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
国
際
版
も
あ
り
、
海
外
へ
出
か

け
た
り
海
外
の
学
生
を
招
待
し
て
合
同
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る
。

６　
大
学
院
生
に
対
す
る
就
職
支
援

　

専
門
性
を
生
か
し
た
職
種
に
就
く
た
め
に
は
、
深
い
専
門
知
識

と
共
に
、
そ
の
知
識
の
迅
速
な
応
用
能
力
、
国
籍
や
文
化
な
ど
が

多
様
な
人
々
の
中
で
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
国
際
感
覚
な
ど
の
高

度
な
能
力
、
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
大
学
院
修
士
課
程
修
了
の
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
に
お
け
る
大
学
院
進
学
率
は
、
約

30
％
で
あ
る
（
２
０
１
４
年
度
は
28・

５
％
）。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
将
来
の
技
術
の
高
度
化
や
社
会
の

変
化
を
見
据
え
て
、
本
学
で
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
大
学
院
進

学
率
を
60
％
に
高
め
る
と
い
う
目
標
を
定
め
て
い
る
。

　

本
学
の
現
状
で
は
、
就
職
内
定
率
、
大
手
企
業
へ
就
職
す
る
学

生
の
比
率
、
研
究
開
発・

設
計
な
ど
専
門
性
の
高
い
職
種
に
就
く

卒
業
生
の
比
率
な
ど
、
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も
、
修
士
課
程

卒
業
生
が
学
部
卒
業
生
よ
り
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
、
大
学
院
進
学
率
が
向
上
し
た
後
も
大
学
院
生
の
就
職
に
お

け
る
優
位
性
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
大
学
院
生
に
特
化
し
た

就
職
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
学
院
の
教
育
に
お
い
て
も
、
単
に
学
術
的
な
研
究
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
実
社
会
で
役
立
つ
基
礎
力
を
さ
ら
に
高
め

る
よ
う
な
活
動
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
や
産
学
連
携
の
研
究
開
発
を
修
士
課
程
の
学
生
の
課
題
と
し
て

取
り
入
れ
る
こ
と
も
始
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
の
定
着

と
拡
大
が
望
ま
れ
る
。

７　
教
職
協
働

　

本
学
は
、「
教
職
協
働
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
教
員
と

職
員
が
互
い
に
リ
ー
ド
す
る
と
こ
ろ
は
リ
ー
ド
し
、
支
え
る
と
こ

ろ
は
支
え
合
い
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
大
学
の
教
育・

研
究
力

と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
励
む
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
も
、
教
員
と
職
員
（
就
職・

キ
ャ
リ
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ア
支
援
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
）
が
合
同
で
方
針
を
決
定
す
る

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
教
育
や
研

究
の
場
と
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
窓
口
を
結
ん
で
、
協
働
し
て
キ
ャ

リ
ア
支
援
を
行
う
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
さ

ら
に
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
就
職
率
１
０
０
％
を
目
指

し
た
就
職
先
未
内
定
者
の
個
別
支
援
に
お
い
て
、
教
員
と
課
員
の

こ
れ
ま
で
以
上
に
密
接
な
情
報
交
換
や
意
思
疎
通
が
必
要
と
さ
れ
、

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
、
講
習
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
員
に
よ
る
学
生
へ
の
参
加
促

進
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
活
動
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は

な
く
、
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
や
学
事
部
、
国
際

部
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
主
体
と
な
り
、
あ
る
い
は
連
携

し
合
っ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
全
学
的
に
行
わ
れ
て
い

る
活
動
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
紹
介
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

８　
お
わ
り
に

　

理
工
系
人
材
の
育
成
強
化
は
社
会
で
共
有
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

産
学
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
使
っ
て
強
力
に
推
進
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
協
力
関
係
を
大
切
に
し
、
さ

ら
に
拡
大
し
な
が
ら
、
産
学
連
携
の
枠
組
み
の
中
核
と
な
っ
て
理

工
系
人
材
の
育
成
に
邁
進
し
た
い
。�

●
注

１　

Progress�Report�O
n�Generic�Skills

：
リ
ア
セ
ッ
ク
社
と

河
合
塾
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
基
礎
力
測
定
テ
ス
ト
。http://

w
w
w
.riasec.co.jp/prog_hp/

２　

一
般
社
団
法
人Future�Skills�Project

研
究
会
：「
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
ど
の
よ
う
に
育
成
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

企
業
人
と
大
学
人
が
問
題
を
共
有
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
提
案
し
、
そ
の
実
践
を
進
め
て
い
る
組
織
。http://w

w
w
.

benesse.co.jp/univ/fsp/

３　

Shiba-jo

プ
ラ
チ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：http://plus.shibaura-it.

ac.jp/diversity/cooperation

４　

Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
東
南
ア
ジ
ア
を
主
な
舞
台
に
、
政

府
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
大
学・

企
業
間
の
連
携
を
強
化
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

産
業
競
争
力
の
強
化
を
加
速
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
。http://plus.shibaura-it.ac.jp/gti
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若
い
時
代
に
北
ド
イ
ツ
で
勉
強
し
て
い
た
時
、

貧
乏
学
生
で
あ
っ
た
私
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

た
め
の
経
済
的
な
手
段
は
、
町
の
バ
ス
に
乗
っ

て
郊
外
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
出
掛
け
、
そ

こ
で
自
然
豊
か
な
周
辺
を
ひ
た
す
ら
歩
き
ま
わ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
ス
を
降
り
て
散
策
す
る

中
で
、
目
の
中
に
ま
た
耳
の
中
に
飛
び
込
ん
で

く
る
周
辺
の
事
物
に
身
を
委
ね
た
り
、
あ
る
い

は
思
い
つ
く
ま
ま
に
い
ろ
い
ろ
な
想
念
の
世
界

に
浸
っ
た
り
し
て
、
身
体
と
心
の
柔
ら
か
さ
を

取
り
戻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
習
慣
は
今
も

続
い
て
い
る
が
、
最
近
散
策
中
に
し
き
り
に
頭

の
中
を
駆
け
巡
る
の
は
日
本
の
私
立
大
学
の
あ

り
よ
う
で
あ
る
。
少
子
社
会
に
あ
っ
て
、
50
年

近
く
前
の
団
塊
の
世
代
の
当
時
か
ら
す
る
と
、

18
歳
人
口
は
そ
の
40
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
日
本
の
私
立
大
学
は
増
え
続
け
、
現
在

は
６
０
０
を
超
え
る
数
に
達
し
、
そ
の
結
果
、

過
当
競
争
の
中
で
経
営
の
継
続
が
困
難
に
な
る

学
校
も
出
て
き
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
欧
米
列
強
の
波
に
洗
わ
れ
、

開
国
を
強
い
ら
れ
た
明
治
期
の
日
本
で
は
多
く

の
私
立
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
官
立
で
は
な
く

私
立
で
あ
る
こ
と
に
意
義
を
認
め
て
、
１
８
７

５
年
に
誕
生
し
た
わ
が
同
志
社
も
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
創
立
者
の
新
島
襄
は
、
幕
末
か

ら
明
治
初
期
の
10
年
に
及
ぶ
期
間
を
米
国・

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
、
１
８
７
４

年
に
帰
国
し
た
。

　

新
島
は
、
滞
米
中
に
洗
礼
を
受
け
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
、
ア
ン

ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
と
い
う
３
つ
の
私
立
学
校

で
学
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
学
校
は
ア
メ
リ
カ
建
国

の
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
む
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
会
衆
主
義
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

自
分
た
ち
の
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
設
立
し
た

学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
環
境
に
育
ま
れ
た
新
島

に
と
っ
て
、
新
し
い
日
本
の
形
成
に
は
教
育
こ

そ
が
枢
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
教
育
機

関
は
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
理
解
に
基
づ
き
、
そ

の
た
め
に
は
米
国
で
彼
が
学
ん
だ
諸
学
校
の
よ

う
に
私
立
学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ず
いそう私 学 と 志
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帰
国
翌
年
に
京
都
に
設
立
さ
れ
た
同
志
社
英
学

校
は
、
し
か
し
、
経
営
に
辛
酸
を
な
め
る
こ
と

に
な
る
。

　

１
８
８
８
年
、
新
島
は
弟
子
の
徳
富
猪
一
郎

（
蘇
峰
）
の
助
け
を
得
て
「
同
志
社
大
学
設
立
の

旨
意
」
を
公
に
し
、
同
志
社
教
育
の
賛
同
者
を

求
め
た
。
そ
こ
で
彼
は
「
素
よ
り
資
金
の
高
よ

り
云
ひ
、
制
度
の
完
備
し
た
る
所
よ
り
云
へ
ば
、

私
立
は
官
立
に
比
較
し
得
可
き
者
に
非
ざ
る
可

し
」
と
告
白
し
つ
つ
、
し
か
し
、
私
学
で
し
か

な
し
得
な
い
こ
と
と
し
て
、「
我
れ
自
か
ら
我
事

を
為
す
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
こ
そ
そ
の
教
育

は
懇
切
で
「
周
到
に
行
き
届
く
」
と
主
張
す
る
。

　

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
私
立
大
学
へ
の
国
か

ら
の
補
助
金
と
国
立
大
学
へ
の
交
付
金
と
の
間

に
は
、
比
べ
よ
う
も
な
い
差
が
存
在
す
る
。
と

り
わ
け
、
旧
帝
国
大
学
へ
の
交
付
金
は
、
６
０

０
あ
る
私
立
大
学
へ
の
補
助
金
に
匹
敵
す
る
現

状
が
あ
る
。
財
務
面
を
念
頭
に
置
け
ば
、
近
年

の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
よ
う
に
画
一
的
な
基
準

で
序
列
が
決
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

禁
じ
得
な
い
。

　

日
本
の
私
立
大
学
の
課
題
に
思
い
を
向
け
る

時
、
こ
れ
も
ま
た
比
べ
よ
う
も
な
い
も
う
一
つ

の
差
異
の
前
に
立
ち
尽
く
す
。
日
本
の
私
立
大

学
で
は
、
収
入
の
お
よ
そ
４
分
の
３
を
学
生
納

付
金
に
依
存
し
て
い
る
。
米
国
の
名
だ
た
る
大

学
も
私
立
大
学
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
納
付
金

の
予
算
に
占
め
る
割
合
は
平
均
し
て
４
分
の
１

ほ
ど
だ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
差
異
の
背
景
に
は
、

寄
附
文
化
の
違
い
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

思
い
返
せ
ば
、
同
志
社
も
創
立
以
来
、
い
か

に
多
く
の
人
々
の
篤
志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
か
。
創
立
の
地
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
５
つ
の
重
要
文
化
財
は
全
て
、
草
創

期
の
支
援
者
に
よ
る
篤
志
が
な
け
れ
ば
存
立
し

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
私
学
の
発
展
の

た
め
に
は
、
建
学
の
精
神
に
賛
同
す
る
支
援
者
、

す
な
わ
ち
校
友
、
同
窓
、
ご
父
母
他
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
の
顕
彰
の
気
持
ち
を
今
一
度
確
認

す
る
必
要
を
思
う
次
第
で
あ
る
。

水谷 誠●学校法人同志社理事長
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現
代
社
会
で
は
珍
し
く
な
い
心
の
病
。
大
学
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
抱
え
る
学
生

が
増
え
て
い
る
。
多
く
の
私
立
大
学
で
学
生
支
援
担
当
の
教
職
員
や
心
理
相
談
員
を
配
置
し
、

相
談
対
応
や
個
別
指
導
、
保
護
者
を
交
え
た
面
談
な
ど
、
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
本
誌
で
も
、
第
３
１
７
号
（
２
０
０
７
年
11
月
号
）
に
お
い

て
「
学
生
の
メ
ン
タ
ル
支
援
」
を
取
り
上
げ
、
大
学
が
メ
ン
タ
ル
面
に
お
い
て
い
か
に
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
か
を
考
え
る
べ
く
、
各
大
学
が
行
っ
て
い
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
折
に
触
れ
て
、
メ
ン
タ
ル
面
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の
あ
る
学
生

な
ど
に
対
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
の
対
応
や
支
援
活
動
も
取
り
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
の
は
日
本
人
学
生
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
日
本
を
よ
り

世
界
に
開
か
れ
た
国
と
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
留

学
生
30
万
人
計
画
」、
グ
ロ
ー
バ
ル
30
（
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
）
や
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
と
い
っ
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
各
種
事
業
な
ど
に
よ
り
、
１
９
９
８
年
に
は
お
よ

小特集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な

支
援
を
ど
う
行
う
か
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そ
５
万
１
０
０
０
人
だ
っ
た
受
入
留
学
生
数
は
、
２
０
１
２
年
に
は
13
万
７
０
０
０
人
に
ま
で

増
え
て
い
る
（
日
本
学
生
支
援
機
構
、
２
０
１
２
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、メ
ン
タ
ル
あ
る
い
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
留
学
生
も
見
受

け
ら
れ
、特
に
言
葉
の
問
題
、外
国
人
留
学
生
の
母
国
と
日
本
と
の
支
援
の
違
い
な
ど
、日
本
人

外
国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入

大
橋 

敏
子

●
多
文
化
間
メ
ン
タ
ルヘ
ル
ス
研
究
会

学
生
相
談
の
枠
組
み
に
お
け
る
留
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

佐
々
木 

清
子

●
上
智
大
学
学
生
局
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

留
学
生
の
心
の
ケ
ア
と
障
が
い
支
援
体
制

─
早
稲
田
大
学
の
取
り
組
み

飯
野 

公
一

●
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
、 

　

同
大
留
学
セ
ン
タ
ー
所
長

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
支
援

─
国
際
大
学
の
取
り
組
み
事
例

信
田 

グ
レ
チ
ェ
ン

●
国
際
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長

学
生
と
は
異
な
る
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。海
外
へ
の
留

学
を
必
修
化
す
る
大
学
が
国

内
外
で
増
え
て
き
て
い
る
中
、

日
常
的
に
支
援
を
必
要
と
す

る
学
生
が
留
学
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

大
学
と
し
て
も
組
織
的
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
小
特
集
で

は
、
留
学
生
の
多
い
大
学
の

実
情
や
対
応
な
ど
の
取
り
組

み・

体
制
を
紹
介
い
た
だ
く

こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
に
お

け
る
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
考
え

る
機
会
と
し
た
い
。
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１　
は
じ
め
に

　

近
年
、
外
国
人
留
学
生
（
以
後
、
留
学
生
）
関
係
者
が
、
彼
ら

の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
面
に
お
け
る
危
機
介
入
を
求
め
ら
れ
る
場
面

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
２
０
０
５
年
度
「
国
際
教
育
交
流
協
議
会
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、「
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス

―
危
機
介
入
と
危
機
管
理
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
、
参
加
者
全
員
の
要
望
に
よ
り
、「
多

文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｇ
）」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｇ
の
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
助
成
金
に
よ
る
「
外
国
人

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
の
た
め
の
危
機
介
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
を
手
始
め
に
、
ひ
き
こ
も
り
、
発
達
障
害
、
ケ
ア
す
る
人

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
自
殺
予
防
、
医
療
通
訳
な
ど
、
実
に
多
様

な
問
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
や
実
践
へ
と
年
々
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
研
究
会
の
活
動
と
、
筆
者
の
実
践
に
基
づ

い
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２　
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援

２
―
１　

不
適
応
現
象
と
精
神
障
害

　

留
学
生
の
精
神
障
害
に
対
応
す
る
場
合
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
以

前
の
問
題
、
す
な
わ
ち
異
文
化
生
活
へ
の
適
応
を
認
識
す
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
障
害
の
種
類
と
し
て
は
、

単
に
留
学
直
後
の
言
語
、
生
活
、
環
境
、
文
化
の
違
い
が
誘
因
と

な
っ
て
発
病
す
る
一
過
性
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
医
学
的
治
療
を

必
要
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

不
適
応
現
象
に
は
、
身
体
面
に
現
れ
る
も
の
（
身
体
化
）、
行
動

面
に
現
れ
る
も
の
（
行
動
化
）
と
精
神
面
に
現
れ
る
も
の
（
精
神

化
）
が
あ
る
。
ま
ず
、
身
体
面
に
現
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
心
身

症
（
胃
潰
瘍
、
過
敏
性
大
腸
炎
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
の
病
状
）、

心
気
症
（
頭
痛
、
め
ま
い
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
の
症
状
）
が
あ
る
。

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

外
国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入

大
橋 

敏
子
●
多
文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
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次
に
、
行
動
面
に
現
れ
る
も
の
（
行
動
化
）
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
自
殺
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
精
神
面
に
現

れ
る
も
の
（
精
神
化
）
に
は
、
神
経
症
、
う
つ
病
、
躁
う
つ
病
、

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
障
害
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
症

状
は
単
一
で
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
化
、
行
動
化
、
精
神
化

の
３
つ
が
混
じ
っ
た
行
動
様
式
を
と
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で

の
支
援
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

２
―
２　

メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
の
実
態

　

筆
者
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
状
態
評
価
尺
度
と
し
て
、
自
己
評

価
抑
う
つ
性
尺
度
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を
含
む
質
問
票
を
用
い
て
留
学
生

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
態
を
把
握
し
た
。
そ
し
て
、
留
学
生
の

社
会
人
口
学
的
変
数
（
性
別
、
国
、
年
齢
、
経
済
状
況
、
滞
在
期

間
な
ど
）
に
よ
る
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
ど
の
よ
う
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
を
与
え
る
か
を
検
証
し
た
。
さ
ら
に
、

パ
ス
分
析
を
中
心
と
す
る
多
変
量
解
析
の
手
法
を
用
い
て
、
ス
ト

レ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
図
表
１
の
よ
う
な
「
ス
ト
レ
ス・

Ｓ

Ｄ
Ｓ・

サ
ポ
ー
ト
」
の
３
要
素
を
軸
と
し
た
３
Ｓ
モ
デ
ル
（
パ
ス

図
）
を
考
案
し
た
。
す
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

図表１　パス図

潜在期間

日本語

SDS
（R=.562***）

ストレス
（R=.422***）

サポート
（R=.308***）

性

国籍

経済

年齢

婚姻状況

.225***

.084+.099+

.96

.83

－.159*

－.128*

－.115*

－.218***

－.135**

－.242***
.137**

.432***

.207***.283***

.152**
.95.91

小特集●留学生へのメンタル／フィジカルな支援をどう行うか
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阻
害
に
直
接
的
に
影
響
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に
つ
い
て
、
因
子
分
析
を
行
っ
た
結

果
、５
つ
の
ス
ト
レ
ス
因
子
を
抽
出
し
た
。「
人
間
関
係
」「
勉
強・

研
究
」「
経
済・
住
居
」「
日
本
語・

日
本
文
化
」「
心
身
健
康
」
で

あ
る
。

２
―
３　

留
学
生
の
特
殊
性

　

留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
相
違
点
を
以
下
に
述
べ
る
。

・
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
、
入
手
で
き
る
情
報
が
限
ら

れ
る
た
め
、
通
訳
が
必
要
と
な
る
。

・
�

事
例
化
の
予
防
に
は
配
偶
者・

家
族
の
存
在
が
重
要
だ
が
、
単

身
で
留
学
し
て
い
る
者
は
事
例
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
人
学
生
と
比
べ
て
、
留
学
生
は
ア
ク
セ
ス
可
能
な
社
会
的

リ
ソ
ー
ス
（
情
報
を
含
む
）
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
事
態

が
よ
り
深
刻
化
し
や
す
い
。

・
�

精
神
科
の
受
診
率
が
低
い
。

・
�

急
激
な
精
神
症
状
の
悪
化
の
可
能
性
、
例
え
ば
急
性
錯
乱
状
態
、

自
殺
未
遂
な
ど
が
急
患
例
と
し
て
事
例
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

関
係
者
も
対
応
方
法
が
わ
か
ら
ず
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
り
、

留
学
生
が
精
神
科
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
�

身
体
症
状
に
現
れ
る
精
神
的
不
調
や
、
留
学
生
が
身
体
症
状
を

訴
え
る
際
に
は
、
メ
ン
タ
ル
面
で
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
心

身
症
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
が
身
体
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
事

例
も
少
な
く
な
い
。
不
眠
や
食
欲
不
振
な
ど
の
身
体
症
状
が
あ

れ
ば
、
い
っ
た
ん
総
合
病
院
の
内
科
を
紹
介
し
、
そ
れ
か
ら
精

神
科
に
つ
な
ぐ
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

・
�

多
少
と
も
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、
現
実
を
直
視
せ
ざ
る
を
得
な

い
時
期
に
不
適
応
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
ま
た
、
帰
国
を
目
前
に

し
た
時
期
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
差
し
迫
っ
た
帰
国
の
期
限
、
逆
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
別
離
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

・
�

病
気
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
経
済
問
題
、
自
尊
心
保
持
（
メ
ン

ツ
を
つ
ぶ
さ
な
い
）
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

３　
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
と
危
機
介
入

３
―
１　

介
入
の
概
念

　

筆
者
は
、
介
入
の
概
念
を
「
調
整
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
調
整
の
機
能
に
は
、
ま
ず
、
中
核
的
存
在

で
あ
る
つ
な
ぐ
（
需
給
調
整
）
機
能
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
知
ら
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せ
る
（
情
報
提
供
）
機
能
、
育
て
る
（
養
成・

教
育
）
機
能
、
支

え
る
（
相
談・

援
助
）
機
能
、
調
べ
る
（
調
査・

研
究
）
機
能
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
つ
な
ぐ
機
能
と
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
々
の
機
能
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
即
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

３
―
２　

理
論
的
枠
組
み

　

危
機
介
入
の
理
論
的
枠
組
み
は
、
伝
統
的
心
理
臨
床
学
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
的
発
想
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
地
域
社
会
に
い
る
非
専
門
家
を
大
切
に
し
、
非
専
門
家

的
協
力
者
の
養
成
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
援
助
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
危
機
介
入
の
実
践
的
枠
組
み
と
し
て
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
は
、Lew
is�&
�Lew

is�

（
２
０
０
３
、
井
上
監
訳
、

２
０
０
６
）
に
よ
れ
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
良

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
援
助
し
、
ま
た
最
も
起
こ
り
や
す
い
問
題

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
直
接
お
よ
び
間
接
の
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
モ
デ
ル
は
４
つ
の
側

面
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
様
式
（
図
表
２
）
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
資
源
と
協
働
し
て
、
心
理
療

法
に
限
ら
な
い
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
サ
イ
コ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
含
み
、
留
学
生
が
大
学・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
よ
り
良
い
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
活
動
で
あ
る
。

３�

―
３　

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
事
例
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
対
応

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０

６
に
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
留
学
生
へ

の
危
機
介
入
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
実
施
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
事
例
を
出
し
合
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
４
つ
の
側

図表２　コミュニティ・カウンセリングの４側面とそのサービス様式
（井上孝代監訳，2006，p39）

コミュニティサービス クライエントサービス

直接的 予防教育 カウンセリング
社会的に弱い立場にあるクライエントへのアウトリーチ

間接的 システムの変化の促進
公共政策への働きかけ

クライエントの権利擁護（アドボカシー）
コンサルテーション
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面
に
即
し
た
包
括
的
な
対
応
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、

事
例
を
一
般
化
し
た
形
で
紹
介
し
、
考
え
ら
れ
る
支
援
を
示
す
。

　
　
　

�

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
男
子
ア
ジ
ア
系
留
学
生
の
支
援

　

海
外
か
ら
の
直
接
入
試
に
よ
っ
て
入
学
し
た
男
子
ア
ジ
ア
系
留

学
生
。
来
日
後
、
同
様
に
入
学
し
た
男
子
学
生
と
一
緒
に
ア
パ
ー

ト
に
住
む
が
、
し
ば
ら
く
し
て
一
人
暮
ら
し
と
な
る
。
そ
の
後
、

大
学
で
の
各
種
手
続
き
の
た
め
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
学
生
を

呼
び
出
し
た
り
学
部
に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
た
と
こ
ろ
、
授
業
を

欠
席
し
て
お
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

【
考
え
ら
れ
る
支
援
】

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
支
援

　

⑴　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

⑵　

予
防
教
育

Ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
間
接
的
支
援

　

⑴　

環
境
の
整
備

　

⑵　

仲
間
作
り
の
支
援

　

⑶�　

母
国
語
（
多
言
語
）
に
よ
る
医
療
情
報
の
提
供
お
よ
び
受

診
が
可
能
な
体
制
の
整
備

Ｃ
．
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
支
援

　

⑴　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

　

⑵　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　

⑶　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
精
神
医
学
的
治
療

Ｄ
．
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
間
接
的
支
援

　

⑴　

学
内
の
連
携

　

⑵　

学
外
と
の
連
携

４　
危
機
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

４
―
１　

危
機
管
理

　

危
機
管
理
と
は
、
危
機
的
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の
事
前
予
知
、

未
然
防
止
、
危
機
発
生
時
へ
の
準
備
、
危
機
へ
の
対
応
、
再
発
防

止
ま
で
を
含
む
一
連
の
活
動
を
い
う
。
組
織
と
し
て
の
対
応
が
重

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
危
機
管
理
の
計
画

化
は
教
職
員
集
団
の
「
危
機
意
識
」
を
形
成
し
、
危
機
管
理
の
た

め
の
協
働
化
（
学
内
外
と
の
連
携
）
は
、
危
機
に
対
し
て
の
予
防

（
事
前
予
防
お
よ
び
事
後
予
防
）
と
い
う
視
点
が
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
予
防
に
は
、
第
一
次
予
防
（
事
例
化
の
予
防
）、
第
二
次
予
防

（
早
期
発
見・

早
期
治
療
）
お
よ
び
第
三
次
予
防
（
社
会
復
帰
へ
の

援
助・
再
発
の
防
止
）
が
あ
る
。
組
織
と
し
て
の
対
応
と
予
防
は

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
る
。

事
例
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ケ
ア
に
は
、
留
学
生
自
身
が
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
、
留
学
生
担
当

者
な
ど
に
よ
る
ケ
ア
、
専
門
の
健
康
管
理
担
当
者
に
よ
る
ケ
ア
、

お
よ
び
学
外
資
源
に
よ
る
ケ
ア
の
４
種
類
が
あ
る
。

４
―
２　

危
機
介
入
の
組
織
モ
デ
ル

　

筆
者
は
、
危
機
介
入
の
「
介
入
」
の
概
念
を
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
今
後
は
、
心
理
療
法
家
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
い
う
枠
組
み
よ
り
も
、
米
国
に
お
け
る
危
機
チ
ー
ム

を
統
括
す
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」、
さ
ら
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
危
機
対
応
の
「
危
機
介
入

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
よ
う
な
枠
組
み
で
捉
え
て
危
機
介

入
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
日
本
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　

２
０
０
６
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
調
査・

研
究
助
成
金
に
よ
り
、
多

文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
の
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
「
外

国
人
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
た
め
の
危
機
介
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
図
表
３
が
危
機
対
応

チ
ー
ム
の
組
織
に
お
け
る
位
置
付
け
の
モ
デ
ル
図
で
あ
る
。

　

危
機
対
応
に
は
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
危
機
対
策
本
部
が
あ
り
、
そ
の
本
部
で
指
揮
す
る
の
が
危
機

対
策
本
部
長
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
名

図表３　危機対応チームの組織での位置づけのモデル図
（ガイドライン要約版，2008，p.10）

医療担当

❶精神保健・医療対応班 危機介入者

危機介入コーディネーター

（
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

危
機
対
策
本
部
長

危
機
対
策
本
部

危機対応コーディネーター

広報担当
❷業務対応班

警備担当

家族対応

関連機関対応
（外務省、文科省、入管等）
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付
け
た
。
そ
の
も
と
に
精
神
保
健・

医
療
対
応
班
と
業
務
対
応
班

が
あ
る
。
精
神
保
健・

医
療
対
応
班
に
は
、
医
療
担
当
、
危
機
介

入
者
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
）
が
属
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

の
は
危
機
介
入
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
一
方
、
業
務
対
応

班
に
は
広
報
担
当
（
メ
デ
ィ
ア
対
応
、
主
に
マ
ス
コ
ミ
対
応
）、
警

備
担
当
（
保
安
担
当
、
警
察
と
の
対
応
）、
家
族
対
応
（
不
幸
に
し

て
留
学
生
が
死
亡
し
た
場
合
は
遺
族
対
応
）、
関
係
機
関
対
応
（
外

務
省
、
文
部
科
学
省
、
入
国
管
理
事
務
所
、
大
使
館
な
ど
）
が
必

要
で
、
そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
危
機
対
応
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
留
学
生
が
所
属
す
る
組
織
内
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
広
義
の
関
係
者
に
も
事
態
を
理
解
さ
せ
る
た
め

に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
か
、
特

に
メ
デ
ィ
ア
対
応
は
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

留
学
生
が
抱
え
る
潜
在
的
な
危
機
を
よ
く
理
解
し
（
ニ
ー
ズ
分

析
）、
ど
の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
か
を
分
析
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
性
に
応
じ
た
危
機
対
策
を
構

築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５　
お
わ
り
に

　

筆
者
は
、
危
機
介
入
に
お
け
る
「
介
入
」
を
「
調
整
」
の
概
念

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
調
整
の
主
な
機
能
の
中
で
も
、「
つ
な
ぐ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）」
機
能
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
危

機
介
入
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
委
託

（
リ
フ
ァ
ー
）
で
き
る
人
的
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
人
脈
）
を
持

つ
こ
と
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
時
間
が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

自
身
の
人
格
や
人
間
性
が
大
き
な
要
素
に
な
る
の
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
人
格
の
涵
養
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

危
機
介
入
に
つ
い
て
は
、
心
理
療
法
と
は
異
な
る
部
分
も
多
い
。

今
後
は
危
機
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
枠
組
み
よ
り
も
、
危
機
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
危
機
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
よ
う
な

枠
組
み
で
捉
え
て
危
機
介
入
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
実
践
的
な

危
機
介
入
の
枠
組
を
も
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
は
留
学
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
人
学
生
ひ
い
て
は
日
本
人
の
問
題
で
も
あ
る
。
留
学
生
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
増
進
さ
れ
、
彼
ら
が
勉
強・

研
究
を
す
る
上
で

暮
ら
し
や
す
い
環
境
整
備
が
進
め
ば
、
そ
れ
が
日
本
人
学
生
に
と
っ

て
も
望
ま
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

　

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
携
わ
る
援
助
者
に
助
言・

指
導

を
す
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
事
例
検
討
会
、
各
種
の
研
究
会・

研
修
会
な
ど
を
通
し
て
研
鑽
を
積
み
、
関
連
学
会
員
や
専
門
家
と
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連
携
を
取
り
な
が
ら
実
践
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ�

る
。「
多
文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
」
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨

で
設
立
さ
れ
、
活
動
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
、
同
じ
体
験
や
悩

み
を
持
っ
て
い
る
会
員
相
互
の
交
流
は
、
仕
事
へ
の
活
力
を
生
ん

で
い
る
。�

●
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献
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１　
は
じ
め
に

　

本
学
は
、
約
80
カ
国
か
ら
の
留
学
生
が
在
籍
し
、
全
学
生
の
１

割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本

人
学
生
同
様
に
、
心
理
的・

精
神
的
な
課
題
や
問
題
を
抱
え
る
留

学
生
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
臨
床
心
理
士
が
関
わ

る
学
生
相
談
の
枠
組
み
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
、
２
０
０
９
年
以
降
の
留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

の
実
践
を
報
告
す
る
。

２　
体　
制

　

英
語
で
教
育
を
行
う
比
較
文
化
学
部
（
現
国
際
教
養
学
部
）
が

１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
本
学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
英
語
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で
き
る
態
勢
を
整
え

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
非
常
勤
で
、

不
在
の
日
も
あ
る
な
ど
十
分
な
態
勢
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
文
部

科
学
省
の
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）」
に
よ

り
、
英
語
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
可
能
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
、
２
０
０
９
年
10
月
か
ら
筆
者
が
常
勤
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、

対
応
の
幅
が
広
が
っ
た
。
大
学
の
方
針
や
留
学
生
の
ニ
ー
ズ
な
ど

も
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
が
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

３　
取
り
組
み

⑴
　
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

学
期
開
始
前
に
行
わ
れ
る
、
留
学
生
お
よ
び
留
学
生
が
含
ま
れ

る
英
語
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
短

時
間
で
は
あ
る
が
、
異
文
化
適
応
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
な
が
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
案

内
す
る
。
抑
う
つ
気
分
や
不
安
な
ど
の
不
調
が
学
業
や
生
活
に
影

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

学
生
相
談
の
枠
組
み
に
お
け
る
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

佐
々
木 

清
子
●
上
智
大
学
学
生
局
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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響
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、
周
囲
に
心
配
な
人
が
い
た
ら
相
談
に
来

る
よ
う
強
調
し
て
い
る
。

　

た
い
て
い
、
学
期
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
申

し
込
み
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
日
本
に
滞
在
す
る
間
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
直
接
留
学
生
に
話
す
時
間
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
上
の
心
配
が
あ
る
留
学
生
に
対
し
て
相
談
先
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
　
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
行
う
支
援
の
中
心
は
、
個
別
の

面
接
で
あ
る
。
教
員
や
国
際
関
連
部
署
の
職
員
に
伴
わ
れ
て
来
る

こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
留
学
生
が
自
主
的
に
相
談
の
申
し

込
み
に
訪
れ
る
。
対
応
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
言
語
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
日
本
語
と
英
語
で
あ
る
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
国
々
か
ら
の

留
学
生
の
利
用
が
多
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
15
カ
国
以
上
の
学
生

が
利
用
し
た
。
日
本
人
学
生
の
背
景
も
年
々
多
様
化
し
て
い
る
が
、

留
学
生
の
背
景
は
人
種
、
宗
教
、
年
齢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
特
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
留
学
生
の
そ
う
い
っ

た
文
化
的
背
景
と
心
理
的
、
精
神
的
な
課
題
や
問
題
が
ど
の
よ
う

に
関
連
す
る
か
、
ま
た
文
化
的
背
景
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
捉
え
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
慎
重
に
考

慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
の
米

国
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
心
理
学

的
実
践
の
場
面
で
文
化
的
に
適
切
な
関
わ
り
を
す
る
こ
と
が
心
理

学
の
専
門
家
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（A

PA
, 2002

）。
ま
た
、
特 

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、「
多
文
化
の
問
題
に
配
慮
し
た
カ
ウ
ン
セ 

リ
ン
グ
を
行
う
適
性
」
で
あ
るM

ulticultural Counseling 
Com

petencies

（
以
後
、
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）（Sue, et.al., 1992

）
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
母
国
で
既
に
人
種
的
、
宗
教
的
な

ど
の
面
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
て
き
た
学
生
も
い
れ
ば
、

外
国
人
と
し
て
日
本
で
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
体
験
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
全
体
の
中
で
自
分
の
立
場

が
少
数
派
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
属
す
る
少
数
派
の
集
団
が
社
会

全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、

適
応
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
相
談

に
来
る
学
生
の
文
化
的
背
景
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
影
響
し
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い

る
か
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
考
慮
し
、
留
学
生
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
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ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
や
、
文
化
的
、
社
会
的
に

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
学
生
の
文
化
や
家
族
の
中

で
許
容
さ
れ
て
い
る
か
否
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
で
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

は
、
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
場
合
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に

Ｍ
Ｃ
Ｃ
の
考
え
方
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
の
人
種
、
宗
教
、

年
齢
、
性
別
な
ど
の
文
化
的
背
景
も
相
談
者
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
点
も
常
に

意
識
し
て
留
学
生
と
会
う
こ
と
と
な
る
。

　

留
学
生
の
相
談
は
多
様
で
あ
る
が
、
最
初
の
訴
え
は
抑
う
つ
気

分
や
不
安
、
不
適
応
が
多
い
。
母
国
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
て
い
た
り
、
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
て
服
薬
し
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
留
学
当

初
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
、
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
家
族
内
の

葛
藤
な
ど
の
問
題
が
留
学
後
に
顕
在
化
し
た
り
、
抑
う
つ
傾
向
が

強
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
医
療
機
関
の

利
用
の
必
要
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
人

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
必
要
と
判
断
す
る
と
き
や
、
母
国
か
ら
持
参

し
た
薬
が
滞
在
中
不
足
す
る
場
合
は
、
海
外
研
修
や
海
外
で
の
臨

床
経
験
が
あ
り
、
英
語
に
よ
る
診
察
が
可
能
な
医
師
に
診
察
を
お

願
い
し
、
留
学
生
の
了
承
を
得
た
上
で
で
き
る
だ
け
詳
細
な
紹
介

状
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
医
療
に
つ
な
が
っ
た
後
も
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
利
用
し
て
い
る
留
学
生
の
半
分
か
ら
７
割
が
医
療
機
関
を
利
用

し
て
い
る
。
他
方
、
文
化
的
背
景
の
た
め
に
医
療
機
関
受
診
に
抵

抗
を
示
す
学
生
も
い
る
。
家
族
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
心
配
も
含
め
て

話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
生
命
の

危
険
と
安
全
の
確
保
で
あ
る
。
希
死
念
慮
が
強
い
場
合
、
家
族
に

連
絡
し
て
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
よ
り
注
意

深
い
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
医
療
機
関
の
利
用
に
加
え
、
次

回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
約
束
、Tokyo English Life Line

（
東

京・

英
語
に
よ
る
い
の
ち
の
電
話
）
の
紹
介
、
緊
急
時
の
連
絡
先

や
連
絡
方
法
を
具
体
的
に
示
す
な
ど
の
対
応
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
関
わ
り
方
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
慎
重
な
関

わ
り
が
必
要
と
な
る
。

⑶
　
グ
ル
ー
プ
活
動

　

留
学
生
対
象
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
２
０
１
２
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
参
加
者
の
話
せ
る
言
語
に
応
じ
て
日

本
語
と
英
語
で
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
。
当
初
は
、
グ
ル
ー
プ
に
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参
加
す
る
留
学
生
同
士
が
体
験
を
共
有
し
た
り
、
留
学
生
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
留
学
生
と
し
て
日
本
で
生
活
し

た
経
験
の
あ
る
学
生
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
協
力
可
能
な
「
先
輩
留
学
生
」
を
募

集
し
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
はInternational Student Group 

w
ith Senpai

と
し
て
開
催
し
、
１
～
３
名
の
「
先
輩
」
が
異
文

化
適
応
や
大
学
お
よ
び
日
本
で
の
生
活
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
約
10
カ
国
か
ら
の
留
学
生
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
の
多
く
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
大
き
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
学
内
で
知
り
合

い
が
で
き
な
い
留
学
生
や
、
学
内
や
日
常
生
活
の
中
で
の
思
わ
ぬ

経
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く
な
っ
て
い

る
留
学
生
も
い
る
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
留
学
生
と
話

し
た
り
、
普
段
は
話
題
に
で
き
な
い
こ
と
を
多
様
な
背
景
の
学
生

同
士
で
話
し
、
気
持
ち
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
大

き
な
悩
み
を
抱
え
ず
に
す
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
取
り
組
み
は
、
予
防
的
な
観
点

か
ら
見
て
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

４　
今
後
の
課
題

　

家
族
と
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
留
学
生
に
対
す
る
支
援
は
、
一

部
署
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
特
に
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
は
、
学
内
の
他
部
署
と
連
携
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、
留
学
生
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
が
留
学
生
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
大
学
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 
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本
学
は
２
０
１
５
年
５
月
１
日
現
在
、
日
本
で
最
多
の
４
９
１

７
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
出
身
も
１
０
０
を
超
え
る

国・

地
域
に
ま
た
が
る
。
留
学
生
特
有
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、

在
留
管
理
、
生
活
支
援
、
寮
の
紹
介
、
奨
学
金
の
管
理
、
チ
ュ
ー

タ
ー
の
紹
介
、
安
全
保
障
輸
出
管
理
な
ど
が
あ
る
。
通
常
は
学
生

が
所
属
す
る
学
術
院
の
教
職
員
が
一
次
対
応
を
行
い
、
具
体
的
な

支
援
が
必
要
な
場
合
は
留
学
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
学
生

相
談
室・

こ
こ
ろ
の
診
療
室
）、
障
が
い
学
生
支
援
室
な
ど
が
対
応

す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。

　

言
語
対
応
と
し
て
は
、
留
学
生
が
多
く
在
籍
す
る
学
術
院
に
は

英
語
が
堪
能
な
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
英
語
に
よ
る
対
応
は
ほ

ぼ
整
っ
て
い
る
。
職
員
採
用
時
に
高
い
英
語
力
を
条
件
と
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
多
く
の
留
学
生
の
言
語
背
景
を
考
慮
し
て
中
国

語・

韓
国
語
の
運
用
能
力
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
い
る
。

大
学
全
体
と
し
て
多
言
語
対
応
を
目
指
し
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
。
着
任
後
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
術
を
学
ば
せ
る

ほ
か
、
定
期
的
に
開
催
す
る
大
学
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て

職
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
留
学
生
を
多
く
抱
え

る
学
術
院
の
職
員
を
中
心
に
、
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
本

学
の
関
係
法
人
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
教
職
員
の
た
め
の
研
修
機
会
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
研
修
制
度
は
、
他
大
学
に
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

交
換
留
学
生
が
何
ら
か
の
障
が
い
を
持
つ
場
合
は
、
本
属
大
学

（
派
遣
元
）
か
ら
事
前
の
相
談
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
障
が
い
の
程

度
や
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
受
け
入
れ

る
学
術
院
と
情
報
を
共
有
し
て
対
策
を
事
前
に
検
討
し
て
い
る
。

正
規
生
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
学
試
験
で
特
別

措
置
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
入
学
後
に
は
、
本
学
の
「
障
が
い
学

生
支
援
室
（
２
０
０
６
年
開
設
）」
が
窓
口
と
な
っ
て
各
種
支
援
を

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

留
学
生
の
心
の
ケ
ア
と
障
が
い
支
援
体
制
─
早
稲
田
大
学
の
取
り
組
み

飯
野 

公
一
●
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
、
同
大
留
学
セ
ン
タ
ー
所
長
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行
う
。
支
援
室
に
は
、
身
体
障
が
い
学
生
支
援
部
門
と
発
達
障
が

い
学
生
支
援
部
門
に
分
け
て
専
門
知
識
を
有
す
る
学
生
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
置
き
、
聴
覚
障
が
い・

視
覚
障
が
い・

肢
体
不

自
由・

発
達
障
が
い
学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
障
害

者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
障
が
い
学
生
の
受
入
姿
勢・

支
援
方
針
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

留
学
生
の
母
国
と
比
べ
て
日
本
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
行
き
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
、
ソ
フ
ト・
ハ
ー
ド
共
に
留
学
生
の
要
求
水
準

に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
は
、

以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①�　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
未
整
備
の
建
物
が
あ
り
、
学
内
の
環
境

整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
遠
隔
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
支
援
者
が
不
足
し
て
お
り
、
十
分
な
支
援
者
養
成
が
課
題
で

あ
る
。

②�　

日
常
の
教
育・

研
究
活
動
に
お
け
る
英
語
対
応
は
比
較
的
整
っ

て
き
て
い
る
が
、
多
言
語
に
よ
る
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

問
題
が
複
雑
化
し
た
場
合
や
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
下
で
は

母
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
り
、
十
分
な

ケ
ア
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

③�　

日
本
人
も
含
め
て
だ
が
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（A

ttention�D
eficit�

H
yperactivity�D

isorder,�

注
意
欠
陥・

多
動
性
障
害
）
や
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
事
例
が
増
え
て
お
り
、

ま
た
留
学
生
に
は
失
読
症
事
例
も
あ
り
、
症
例
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
教
職
員
研
修
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
留
学
生

の
場
合
は
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
原
因
が
日
本
語
能
力
不

足
に
よ
る
の
か
障
が
い
に
起
因
す
る
の
か
判
然
と
せ
ず
、
対
処

が
難
し
い
事
例
が
あ
る
。

④�　

障
が
い
に
関
す
る
個
人
情
報
の
共
有
範
囲
や
管
理
方
法
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る

⑤�　

精
神
錯
乱
に
陥
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
メ
ン
タ
ル
な
問
題
を
抱
え

た
留
学
生
の
自
殺
、
事
故
死
の
ケ
ー
ス
が
実
際
に
発
生
し
て
い

る
。
緊
急
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
に
家
族
へ
状
況
説
明
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
説
明
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
訴
訟
に

発
展
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
宗
教
や

文
化
に
よ
る
価
値
観
や
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
た
う
え
で
、
緊

急
時
の
対
応
ス
キ
ル
と
外
国
語
運
用
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
受
入
留
学
生
数
の
増
加
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
留
学
生
の
心
の

健
康
づ
く
り
、
障
が
い
学
生
支
援
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
促
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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１　
現
状
に
つ
い
て

　

国
際
大
学
（
Ｉ
Ｕ
Ｊ
）
は
大
学
院
大
学
で
あ
り
、
50
以
上
の
国

や
地
域
か
ら
３
６
５
人
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
留
学

生
は
温
暖
な
地
域
か
ら
来
て
い
る
が
、
本
学
は
雪
国・

新
潟
の
南

魚
沼
市
に
あ
る
た
め
、
入
学
し
て
か
ら
当
地
の
環
境
に
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
授
業
が
英
語
で
行
わ

れ
て
い
る
た
め
日
本
語
も
あ
ま
り
得
意
と
は
い
え
ず
、
日
常
生
活

で
も
医
療
施
設
な
ど
の
利
用
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
の
が
実
情

の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（O

ffi
ce of Student Services

：

学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）
で
は
以
下
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て 

い
る
。

２　
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
支
援
内
容

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
役
割

　

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
学
生
生
活
や
奨
学
金
、
就
職
活
動
の
相
談
や
支

援
、
家
族
と
の
連
絡
な
ど
、
留
学
生
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
心
身
の
健
康
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
分
野
で

は
プ
ロ
の
力
を
借
り
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

本
学
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（Professional Ethics Com

m
ittee

）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
（Inform

al Com
plaints 

A
dvisor

）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
は
、
担
当
の
教
職
員
が
留
学
生

の
抱
え
る
文
化
的
な
問
題
や
対
人
関
係
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

小
特
集

留
学
生
へ
の
メ
ン
タ
ル
／
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
支
援
を
ど
う
行
う
か

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル・

フ
ィ
ジ
カ
ル
支
援

─
国
際
大
学
の
取
り
組
み
事
例

信
田 

グ
レ
チ
ェ
ン
●
国
際
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
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本
学
で
は
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、

２
０
０
４
年
に
は
、
学
内
で
何
ら
か
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、

倫
理
や
モ
ラ
ル
の
問
題
を
考
え
る
際
は
宗
教
が
ベ
ー
ス
に
な
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
学
の
場
合
、
学
生
の
宗
教
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
も
そ
も
、
留
学
生
の
文
化
的
背
景
に
応
じ
て
「
常
識
」
そ
の
も

の
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
本
学
の
特
性
に
応
じ
た
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
に
つ
い
て
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
議
論
を
続
け
た
結
果
、

Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
創
設
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
「Respect

」
を
考
え
方

の
ベ
ー
ス
と
し
て
、「M

utual Respect for D
iversity

（
多
様

性
に
対
し
て
互
い
に
敬
意
を
払
う
こ
と
）」
と
い
う
学
内
の
意
識
の

向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
教
育
面
で
は
、
相
手
の
文
化
的
背
景
を
理

解
し
た
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
育
成
や
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
留
学
生
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
組
織
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
設
置

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
が
、
内
容
が

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
相
当
す

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
当
事
者
双
方
と
の
個
別
面

談
の
場
を
設
け
、
平
和
的
解
決
を
目
指
す
。

D
orm

 D
irector

　

学
生
寮
で
は
、
夜
間
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
寮
長
（D

orm
 D

irec-
tor

）
を
置
い
て
お
り
、
寮
内
の
問
題
に
限
ら
ず
、
何
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
簡
単
な
問
題
な
ら
、
チ
ャ
ッ
ト
を
使
っ

て
気
軽
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
寮
長
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
相
談
内
容
を
翌
朝
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
へ
伝
え
、

Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
態
勢
も
確
立
さ
れ
て
い
る
。

Em
ergency C

ards

　

全
て
の
留
学
生
に
名
刺
サ
イ
ズ
のEm

ergency Card

を
配
付

し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
本
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
電
話
番
号
、
警
察

や
救
急
へ
の
連
絡
方
法
、
必
要
な
日
本
語
の
単
語
な
ど
が
書
い
て

あ
り
、
万
一
の
場
合
は
速
や
か
に
大
学
に
連
絡
し
た
り
救
急
車
を

呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

H
ospital G

uide

　

大
学
の
近
く
の
病
院
や
歯
科
医
院
を
紹
介
す
る
冊
子
、Hospital 

Guide

を
用
意
し
て
い
る
。
病
院
で
受
付
を
し
て
か
ら
薬
を
受
け

取
る
ま
で
の
流
れ
や
、
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
「
ポ
イ
ン
ト
ア
ン

ド
ト
ー
ク
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Language Facilitation G
uides

　

日
本
語
に
不
安
の
あ
る
留
学
生
は
、
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
前
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に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て
症
状
な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
持
参
し
て
医
師
や
看
護
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Telephone Translation Support

　

病
院
で
診
察
中
な
ど
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
場
で
大
学
へ
電
話
を
し
て
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
電
話
通
訳

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

H
ospital Visit Translation Support

　

入
院
す
る
場
合
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
を
呼
ん
で
同
行

し
て
も
ら
い
、
入
院
手
続
や
検
査
の
際
の
通
訳
な
ど
、
各
種
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
費
用
は
、
一
人
に
つ
き
最
初
の

２
回
ま
で
大
学
が
負
担
す
る
。

Floor Representatives

　

本
学
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
寮
に
入
っ
て
い
る
。
寮
の
各

階
に
は
日
本
語
が
分
か
る
学
生
代
表
（Floor Representatives

）

が
い
て
、
急
病
な
ど
緊
急
時
の
サ
ポ
ー
ト
や
寮
長
と
の
連
絡
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寮
生
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
。

Buddy System
 Support

　

バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
国
籍
や
性
別
が
同
じ
留
学
生
に
よ
る
数

人
の
グ
ル
ー
プ
を
い
う
。
病
気
や
ケ
ガ
の
際
の
教
職
員
へ
の
連
絡
、

学
習
や
食
事
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
人
数

が
少
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
、
日
本
人
の
学
生
に
加
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
。留
学
生
か
ら
の
相
談
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

・

健
康
問
題
（
歯
科
も
含
む
）

・

本
国
の
家
族
の
こ
と

・

学
費・

生
活
費

・

学
習
内
容
の
難
し
さ

・

修
了
後
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
（
私
費
留
学
生
の
場
合
）

・

特
別
な
買
い
物
（
ハ
ラ
ル
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
）

３　
学
外
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
支
援
の
促
進

　

学
外
と
も
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

M
edical C

onsultant Volunteer

　

毎
月
１
日
に
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
医
師
が
本
学
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
留
学
生
の
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
医
師
が

医
療
機
関
受
診
の
必
要
を
認
め
た
場
合
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
を
通

し
て
ア
ポ
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Flu Vaccination Support
　

本
学
の
近
く
に
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
提
携
し
て
お
り
、
留
学
生

の
要
望
に
応
じ
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
同
行
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
を 

行
う
。
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M
ental H

ealth Professional
　

メ
ン
タ
ル
な
悩
み
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
月
に
１
回
、
英

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
話
せ
る
日
本
人
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
来
学
。
相
談
時
間
は
留
学
生
一
人
に
つ
き
１
時
間
で

あ
る
。
月
に
１
回
で
は
足
り
ず
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
い
っ
ぱ
い
で
応
じ
き
れ
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

Tokyo English Life Line

　

本
学
と
は
関
係
の
な
い
支
援
を
求
め
る
留
学
生
の
た
め
に
、 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（T

okyo English Life Line

：
東
京・

英
語
に
よ
る

い
の
ち
の
電
話
）
の
連
絡
先
が
い
つ
で
も
分
か
る
よ
う
に
掲
示
し

て
い
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
は
１
９
７
３
年
に
創
設
さ
れ
、
各
国
大
使
館

な
ど
の
支
援
を
受
け
て
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
援
助
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。

O
ther English Language Resource

　

前
記
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
以
外
に
も
、
新
潟
国
際
交
流
協
会
を
は
じ
め
、

法
律
問
題
な
ど
を
英
語
で
相
談
で
き
る
団
体
な
ど
の
情
報
を
掲
示

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
入
生
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
留
学
生
を
対

象
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
、
病
院
の
利
用
方
法
、
避
難
訓
練
な
ど

の
説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
文
化
理
解
を
テ
ー
マ
に

し
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
毎
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
異
文
化
理
解
は
、
通
常
の
授
業

で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
留
学
生
の
た
め
の
病
院
ガ
イ
ド
、
多
言
語
問
診
票
、

Em
ergency Cards

、
家
族
ガ
イ
ド
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ガ
イ
ド
、

Language Facilitation Sheets

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

用
意
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
留
学
生
に
対
し
て
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
学
生
向
け
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
さ
ら
な
る
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
病
院
を
も
っ

と
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
言
葉
の
問
題
や
交
通
手
段
な
ど

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
英
語
の

分
か
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
お
よ
び
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
英
語
が
分
か
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
が
県
内
に
少
な
い
た
め
、
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
、
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
卒
業
し
た
留
学
生
か
ら
は
「
Ｉ

Ｕ
Ｊ
在
学
中
に
受
け
た
支
援
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
教
職
員
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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１　
法
科
大
学
院
制
度
の
導
入

　
「
法
曹
養
成
に
特
化
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル・

ス
ク
ー
ル
」

と
さ
れ
る
法
科
大
学
院
は
、
高
度
職
業
人
の
養
成
に
特
化
し
た
専

門
職
大
学
院
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
大
学
教
育
の

発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
全
体
的
機
運
と
、
司
法
制
度
改
革
の
人
的

基
盤
と
し
て
の
法
曹
を
質
的
に
も
量
的
に
も
向
上
さ
せ
る
た
め
の

教
育
課
程
を
学
問
の
自
由
を
享
受
す
る
大
学
に
設
置
す
る
と
い
う

発
想
が
相
ま
っ
て
、
２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
。
大
学
で
の
法

学
教
育
を
前
提
と
し
て
い
な
か
っ
た
旧
制
度
は
、
法
曹
の
質
の
確

保
を
も
っ
ぱ
ら
司
法
試
験
の
競
争
性
に
依
存
し
た
結
果
、
先
進
国

の
中
で
格
段
に
少
な
い
法
曹
し
か
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
し

か
も
司
法
試
験
受
験
準
備
以
外
の
学
問
的
背
景
や
多
様
な
社
会
経

験
を
有
す
る
法
曹
を
生
み
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
状

況
を
脱
却
す
る
た
め
に
、
多
様
な
学
問
的
背
景
や
社
会
経
験
を
有

す
る
学
生
を
大
学
院
レ
ベ
ル
に
受
け
入
れ
て
実
務
法
曹
養
成
を
目

指
し
た
総
合
的
な
法
学
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
制
度
と

は
違
う
意
味
で
の
法
曹
の
質
を
確
保
し
、「
２
０
１
０
年
ご
ろ
に
３

０
０
０
人
」
の
新
規
法
曹
を
生
み
出
す
こ
と
が
閣
議
決
定
で
目
標

と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
司
法
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
た
２
０
０
０

年
前
後
の
司
法
試
験
合
格
者
数
の
３
倍
に
相
当
す
る
野
心
的
な
目

標
で
あ
っ
た
。
司
法
試
験
と
司
法
試
験
合
格
後
の
司
法
修
習
は
維

持
さ
れ
た
が
、
司
法
試
験
と
い
う
「
点
」
に
依
存
し
た
法
曹
養
成

か
ら
、
法
科
大
学
院・

司
法
試
験・

司
法
修
習
を
有
機
的
に
結
合

し
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
よ
る
法
曹
養
成
へ
と
転
換
し
、
法
科
大
学

院
は
そ
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
の
起
点
か
つ
中
核
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
２
０
０
４
年
と
２
０
０
５
年
に
、
74
の
法
科
大
学

院
が
、
合
計
５
８
２
５
人
と
い
う
定
員
で
開
設
さ
れ
た
。

宮
澤 

節
生
●
青
山
学
院
大
学
法
務
研
究
科
教
授

法
科
大
学
院
制
度
の
現
状
と
小
規
模
法
科
大
学
院
へ
の
期
待
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２　
急
速
に
進
行
す
る「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」

　

法
科
大
学
院
は
、
現
実
に
は
法
曹
養
成
プ
ロ
セ
ス
の
中
核
と
し

て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
法
科
大
学
院
制

度
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
安
定
的
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
司
法
試
験
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

最
低
で
も
50
％
の
単
年
度
合
格
率
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

法
科
大
学
院
の
設
置
認
可
を
担
当
し
た
文
部
科
学
省
と
司
法
試
験

を
担
当
し
た
法
務
省
の
間
で
調
整
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

２
年
制
短
縮
コ
ー
ス
（
既
修
者
コ
ー
ス
）
の
修
了
者
の
み
が
受
験

し
た
２
０
０
６
年
の
第
１
回
新
司
法
試
験
で
す
ら
合
格
率
は
48・

３
％
に
す
ぎ
ず
、
法
曹
養
成
プ
ロ
セ
ス
の
中
核
の
座
は
相
変
わ
ら

ず
司
法
試
験
が
占
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
３
年
制
標
準
コ
ー

ス
（
未
修
者
コ
ー
ス
）
の
修
了
者
が
初
め
て
受
験
し
た
２
０
０
７

年
の
合
格
率
は
40・

１
％
に
低
下
し
、
合
格
者
数
は
２
０
０
８
年

に
２
０
６
５
人
に
達
し
た
あ
と
同
水
準
で
推
移
し
、
２
０
１
４
年

に
は
１
８
１
０
人
に
低
下
し
て
、
合
格
率
は
22・

６
％
と
い
う
最

低
水
準
に
達
し
た
。
合
格
者
数
の
切
り
下
げ
は
、
弁
護
士
供
給
が

過
剰
だ
と
い
う
弁
護
士
界
の
ロ
ビ
イ
ン
グ
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
も
、
２
０
１
５
年
６
月
に
３
０

０
０
人
と
い
う
目
標
を
放
棄
し
、「
１
８
０
０
人
よ
り
縮
小
す
る
と

し
て
も
１
５
０
０
人
程
度
は
輩
出
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
取
り
組
み

を
進
め
る
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
目
標
に
後
退
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
法
科
大
学
院
の
魅
力
は
急
速
に
失
わ
れ
、
出
願
者・

入
学
者
の
減
少
と
い
う
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
が
進
行
し
た１。
２

０
０
４
年
に
は
出
願
者
７
万
２
８
０
０
人
、
入
学
者
５
７
６
７
人

で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
１
５
年
に
は
出
願
者
１
万
３
７
０
人
、
入

学
者
２
２
０
１
人
へ
と
激
減
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
１
年
に
は
法
科
大
学
院
の
地
位
を
決
定
的
に

脅
か
す
可
能
性
を
も
っ
た
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
法
科
大
学
院
を

修
了
し
て
い
な
い
者
に
司
法
試
験
受
験
を
認
め
る
予
備
試
験
で 

あ
る
。
予
備
試
験
は
、
法
科
大
学
院
に
入
学
す
る
経
済
力
が
な
い
、

通
学
可
能
な
法
科
大
学
院
が
存
在
し
な
い
、
法
科
大
学
院
で
教
育

を
受
け
る
ま
で
も
な
い
実
務
経
験
を
有
し
て
い
る
な
ど
の
条
件
を

備
え
た
者
に
対
す
る
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
出

願
資
格
に
制
限
が
な
い
形
で
実
施
さ
れ
た
。
合
格
者
数
は
、
２
０

１
１
年
の
１
１
６
人
（
合
格
率
１・

８
％
）
か
ら
２
０
１
５
年
の

３
９
４
人
（
合
格
率
３・

８
％
）
へ
と
増
加
し
た
。
し
か
し
、
２

０
１
５
年
の
合
格
者
の
39・

６
％
は
大
学
生
で
、
34・

８
％
は
法

科
大
学
院
生
で
あ
り
、
公
務
員・

会
社
員
は
10・

７
％
、
女
性
は

10・

２
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
大
学
生
と
法
科
大
学
院
生
は
、

東
京
の
４
つ
の
大
学
と
京
都
の
１
つ
の
大
学
に
集
中
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
大
都
市
の
有
力
法
学
部・

有
力
法
科
大
学
院
に
入
学
す

る
経
済
力
や
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
者
が
大
多
数
で
あ
り
、
意

味
の
あ
る
社
会
的
経
験
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
者
は
ご
く
少
数
に

す
ぎ
ず
、
し
か
も
法
曹
と
な
る
機
会
の
地
理
的
不
均
衡
を
悪
化
さ

せ
、
女
性
の
進
出
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
制
度
の
正
当

性
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
合
格
率
が
旧
司
法
試
験
並
み
に
低
く
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
結
果
と
し
て
予
備
試
験
合
格
者
の
新
司
法
試
験
合
格
率

は
ど
の
法
科
大
学
院
の
合
格
率
よ
り
も
高
く
な
り
、
そ
れ
が
予
備

試
験
の
人
気
を
高
め
、
２
０
１
５
年
の
出
願
者
は
１
万
２
５
４
３

人
と
な
っ
て
、
法
科
大
学
院
出
願
者
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
予
備

試
験
合
格
者
が
５
０
０
人
に
達
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
有
力
法
学
部・

有
力
法
科
大
学
院
は
予
備
試
験
準
備
機
関
と
な
っ
て
、
法
科
大
学

院
制
度
全
体
が
瓦
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

３　
法
科
大
学
院
制
度
の
成
果

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
導
入
後
10
年
ほ
ど
の
短
期

間
に
、
法
科
大
学
院
制
度
が
社
会
的
に
も
内
部
的
に
も
多
大
な
成

果
を
挙
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

社
会
的
成
果
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
、
旧
制
度
に
比
べ
て
毎
年

２
倍
ほ
ど
の
新
規
法
曹
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
市
民

の
弁
護
士
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
１
９
９
０
年

か
ら
２
０
０
４
年
ま
で
の
14
年
間
に
全
国
の
弁
護
士
数
は
47
％
し

か
増
加
し
な
か
っ
た
が
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
の

10
年
間
に
は
73
％
増
加
し
た
。
ま
た
、
同
じ
10
年
間
に
東
京
都
の

弁
護
士
は
66
％
増
加
し
た
が
、
滋
賀
県
、
島
根
県
、
青
森
県
、
鳥

取
県
な
ど
で
は
１
５
０
％
以
上
増
加
し
た
。
つ
ま
り
、
法
科
大
学

院
が
輩
出
し
た
弁
護
士
は
全
国
の
弁
護
士
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
特
に
弁
護
士
過
疎
県
に
お
い
て
大
き
な
貢
献
を

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
４
年
の

弁
護
士
１
人
当
た
り
人
口
は
、
東
京
都
の
８
２
０
人
に
対
し
て
28

の
県
で
10
倍
の
８
２
０
０
人
以
上
に
達
し
て
い
る
か
ら
、
な
お
多

く
の
法
曹
を
輩
出
し
、
特
に
弁
護
士
過
疎
地
の
状
況
改
善
を
図
る

必
要
性
は
今
な
お
大
き
い
。

　

他
方
、
内
部
的
成
果
と
し
て
は
、
わ
が
国
の
法
学
教
育
で
初
め

て
教
育
目
的
が
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
法
曹
倫
理
や
リ
ー
ガ

ル・

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
法
曹
養
成
機
関
に
固
有
の
教
育
内
容
や
教

育
方
法
が
導
入
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
多
数
の
実
務
法
曹
が
自

己
の
後
輩
の
教
育
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
六
法
を
中
心

と
す
る
法
解
釈
論
教
育
の
内
容
と
方
法
も
法
曹
養
成
と
い
う
目
的

を
自
覚
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
法
学
以
外
の

学
問
的
背
景
を
有
す
る
者
を
制
度
的
に
法
曹
養
成
プ
ロ
セ
ス
に
取
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り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
少
数
な
が
ら
夜
間
開
講
を
行
う
法

科
大
学
院
が
開
設
さ
れ
て
社
会
人
へ
の
門
戸
が
拡
大
し
、
旧
制
度

で
は
法
曹
を
生
み
出
す
こ
と
が
少
な
か
っ
た
地
方
に
も
法
科
大
学

院
が
開
設
さ
れ
て
地
域
的
不
平
等
が
緩
和
さ
れ
た
。

　

法
科
大
学
院
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
大
学
と
教
職
員
は
、
こ

れ
ら
の
成
果
を
誇
り
に
思
う
べ
き
で
あ
る
。

４　
法
科
大
学
院
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
責
任

　

以
上
の
分
析
を
前
提
と
す
れ
ば
、
制
度
導
入
時
の
目
的
を
再
び

追
求
す
る
た
め
に
法
科
大
学
院
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
根
本

的
方
策
が
、
司
法
試
験
合
格
者
数
の
引
き
上
げ
と
予
備
試
験
の
出

願
資
格
制
限
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、

そ
れ
ら
に
向
け
た
努
力
は
放
棄
さ
れ
、「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
の
責

任
を
法
科
大
学
院
自
身
に
負
わ
せ
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
法

科
大
学
院
の
定
員
削
減
、
さ
ら
に
は
閉
鎖
に
よ
っ
て
、
法
科
大
学

院
修
了
者
と
司
法
試
験
受
験
者
を
削
減
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
残
存

法
科
大
学
院
の
司
法
試
験
合
格
率
を
引
き
上
げ
る
方
策
で
あ
る
。

　

こ
の
方
策
は
非
公
式
に
は
２
０
０
９
年
か
ら
文
部
科
学
省
に
よ
っ

て
と
ら
れ
て
き
た
が
、
２
０
１
３
年
に
は
、
司
法
試
験
の
累
積
合

格
率
と
未
修
者
合
格
率
に
最
大
の
重
み
を
与
え
た
数
値
的
指
標
に

よ
る
公
的
支
援
削
減
の
仕
組
み
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
２
０
１
５
年
12
月
11
日
に
は
、

司
法
試
験
合
格
者
数
を
１
５
０
０
人
程
度
と
想
定
し
て
法
科
大
学

院
全
体
の
定
員
規
模
を
２
５
０
０
人
程
度
と
想
定
し
、
そ
の
状
況

で
各
法
科
大
学
院
が
各
年
度
の
修
了
者
の
累
積
合
格
率
が
お
お
む

ね
７
割
以
上
に
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
と
し
て
、
累
積
合
格
率
の
比
重
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
入
学
定
員
15
人
未
満
お
よ
び
入
学
者
数
10
人
未
満
を
不
利
に

扱
う
指
標
を
設
定
し
て
２
０
１
７
年
度
予
算
か
ら
実
施
す
る
と
発

表
し
た２。
新
た
な
指
標
で
は
、
累
積
合
格
率
は
０
点
か
ら
18
点
、

未
修
者
合
格
率
と
入
学
定
員
の
充
足
率
は
各
々
０
点
か
ら
８
点
、

入
学
者
選
抜
に
お
け
る
競
争
倍
率
は
マ
イ
ナ
ス
４
点
か
ら
８
点
、

法
学
部
出
身
以
外
の
入
学
者
割
合
ま
た
は
社
会
人
の
入
学
者
割
合

と
、
同
一
都
道
府
県
内
の
法
科
大
学
院
数
ま
た
は
夜
間
開
講
は
各
々

０
点
か
ら
４
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
合
計
点
が

12
点
以
下
の
場
合
は
、
基
礎
点
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
展
開
の
中
で
、
す
で
に
30
校
が
学
生
募
集
の
停
止

を
公
表
し
た３。
国
立
大
学
の
法
科
大
学
院
が
23
校
か
ら
16
校
に
減

少
し
た
の
に
対
し
て
、
私
立
大
学
の
法
科
大
学
院
は
49
校
か
ら
26

校
に
減
少
し
、
国
立
大
学
の
１・

５
倍
の
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。

入
学
定
員
も
減
り
続
け
て
い
て
、
２
０
１
６
年
度
に
は
２
７
２
４

人
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
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５　
公
的
支
援
決
定
基
準
の
問
題
点

　

法
科
大
学
院
に
対
す
る
評
価
基
準
の
ひ
と
つ

0

0

0

と
し
て
司
法
試
験

合
格
率
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
不
当
で
は
な
い
。
法
科
大
学
院
修

了
が
司
法
試
験
出
願
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
以
上
、
大
多
数
が
法

曹
に
な
り
得
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
学
す
る
学
生
が
不
可

避
的
に
発
生
す
る
が
、
法
科
大
学
院
の
側
が
、
自
校
の
学
生
の
大

多
数
が
法
曹
に
な
り
得
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
自
己
の
存
続
の

た
め
に
の
み
学
生
受
け
入
れ
を
続
け
る
こ
と
に
は
、
学
生
に
対
す

る
消
費
者
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
批
判
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
す
で
に
説
明
し
た
文
部
科
学
省
の
公
的
支
援
決
定
基

準
は
、
合
格
率
の
２
つ
の
指
標
に
圧
倒
的
に
大
き
な
比
重
を
与
え

る
一
方
、
法
学
部
以
外
の
出
身
者
と
社
会
人
の
割
合
や
、
同
一
都

道
府
県
内
法
科
大
学
院
数
や
夜
間
開
講
と
い
っ
た
、
合
格
率
と
は

異
次
元
の
社
会
的
存
在
意
義
に
関
す
る
指
標
を
同
一
次
元
上
に
位

置
付
け
て
極
め
て
小
さ
な
比
重
に
止
め
、
単
純
に
合
算
す
る
も
の

で
、
法
科
大
学
院
制
度
導
入
の
意
図
に
合
致
し
て
い
な
い
。
よ
り

適
切
な
方
法
は
、
合
格
率
に
関
す
る
指
標
と
法
科
大
学
院
の
社
会

的
存
在
意
義
に
関
す
る
指
標
の
重
み
は
同
等
と
し
て
、
そ
れ
ら
を

掛
け
合
わ
せ
た
得
点
を
算
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

合
格
率
は
や
や
低
く
て
も
社
会
的
存
在
意
義
に
お
い
て
特
色
の
あ

る
法
科
大
学
院
の
得
点
は
高
く
な
り
、
よ
り
妥
当
な
総
合
的
評
価

が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

６　
撤
退
パ
タ
ー
ン
の
問
題
点
と 

　
小
規
模
法
科
大
学
院
へ
の
期
待

　

現
実
に
現
れ
て
い
る
法
科
大
学
院
の
撤
退
パ
タ
ー
ン
は
、
法
曹

と
な
る
機
会
の
地
域
的
不
均
衡
を
拡
大
す
る
一
方
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
教
育
方
法
の
発
展
を
阻
害
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
学
生
募
集
停
止
を
決
定
し
た

30
校
の
う
ち
12
校
が
、
首
都
圏・

中
京
圏・

関
西
圏
な
ど
多
数
の

法
科
大
学
院
が
存
在
す
る
地
域
で
は
な
い
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、

特
に
四
国
で
は
法
科
大
学
院
が
皆
無
、
東
北
で
も
１
校
の
み
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
他
方
、
法
曹
養
成
に
特
化
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル・

ス
ク
ー
ル
の
先
端
的
教
育
方
法
で
あ
る
リ
ー
ガ
ル・

ク
リ

ニ
ッ
ク
を
実
施
す
る
た
め
の
付
設
法
律
事
務
所
は
、
２
０
０
７
年

に
は
15
校
に
存
在
し
た
が
、
そ
の
８
校
が
募
集
停
止
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
、
存
続
の
可
能
性
が
も
っ
と
も

高
い
の
は
、
多
数
の
法
科
大
学
院
が
存
在
す
る
地
域
の
比
較
的
大

規
模
か
つ
保
守
的
な
法
科
大
学
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
傾
向
は
、
弁
護
士
過
疎
地
で
の
弁
護
士
ア
ク
セ
ス
改
善
と

い
う
司
法
制
度
改
革
の
大
き
な
目
的
を
阻
害
す
る
可
能
性
を
有
し
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て
い
る
。
私
を
中
心
と
す
る
法
社
会
学
者
グ
ル
ー
プ
「
弁
護
士
社

会
構
造
研
究
会
」
は
、
２
０
０
９
年
に
司
法
修
習
を
修
了
し
た
弁

護
士
全
員
に
対
す
る
郵
送
調
査
を
２
０
１
１
年
１
～
２
月
と
２
０

１
４
年
１
～
３
月
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
29・

３
％
（
回
答
者
６

２
１
人
）
と
19・
５
％
（
回
答
者
４
０
６
人
）
と
い
う
回
収
率
を

得
て
、
こ
れ
ま
で
に
４
本
の
報
告
を
『
青
山
法
務
研
究
論
集
』
に

掲
載
し
て
き
た４。
そ
の
中
で
「
東
京
以
外
で
弁
護
士
10
人
未
満
」

の
市
町
村
を
弁
護
士
過
疎
地
と
し
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
弁
護
士

過
疎
地
に
進
出
す
る
可
能
性
は
、
首
都
圏
と
関
西
圏
で
も
っ
と
も

合
格
率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
の
法
科
大
学
院
の
出
身
者
に
も
っ
と
も

低
か
っ
た
。
他
方
、
２
０
１
４
年
調
査
で
回
答
者
の
３
分
の
１
以

上
が
弁
護
士
過
疎
地
に
進
出
し
て
い
た
法
科
大
学
院
８
校
の
う
ち

４
校
は
、
す
で
に
学
生
募
集
停
止
を
決
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

存
続
可
能
性
が
高
い
大
規
模
校
ほ
ど
弁
護
士
過
疎
地
解
消
に
寄
与

す
る
可
能
性
は
低
く
、
存
続
可
能
性
が
低
い
小
規
模
校
ほ
ど
弁
護

士
過
疎
地
解
消
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

一
般
市
民
の
利
益
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
弁
護
士
ア
ク

セ
ス
の
不
均
衡
こ
そ
解
決
を
要
す
る
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
そ
こ

に
、
い
ま
も
法
曹
養
成
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
て
い
る
小
規
模
法
科

大
学
院
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
意
義
が
存
在
す
る
。
し
か
も
、
文
部

科
学
省
の
目
標
定
員
２
５
０
０
人
に
対
し
て
入
学
者
実
数
は
す
で

に
２
２
０
１
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
仮
に
文
部
科
学
省
の

上
記
基
準
が
変
更
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
定
員
15
人
以
上
か
つ
入

学
者
10
人
と
い
う
水
準
を
維
持
す
る
限
り
、
現
時
点
で
持
ち
こ
た

え
て
い
る
小
規
模
校
の
存
続
可
能
性
は
決
し
て
絶
望
的
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
相
互
に
通
学
可
能
な
距
離
の
複
数
の
法
科
大
学
院
が
連

合
し
て
夜
間
開
講
を
行
え
ば
、
上
記
の
評
価
基
準
で
も
加
点
が
得

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

小
規
模
法
科
大
学
院
が
撤
退
へ
の
大
き
な
圧
力
を
創
意
工
夫
で

は
ね
返
し
、
現
在
の
苦
境
を
乗
り
切
っ
て
、
弁
護
士
ア
ク
セ
ス
の

不
均
衡
是
正
へ
の
貢
献
や
教
育
内
容・

教
育
方
法
の
革
新
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
こ
と
を
、
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

●
注

１　

拙
稿
「
法
科
大
学
院
が
引
き
込
ま
れ
た
『
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
』

と
臨
床
法
学
教
育
学
会
の
課
題
」
法
曹
養
成
と
臨
床
教
育
第
８
号

（
２
０
１
５
年
）
を
参
照
。

２　

文
部
科
学
省
「『
法
科
大
学
院
公
的
支
援
見
直
し
強
化・

加
算

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
２
０
１
５
年
12
月
11
日
。

３　

２
０
１
５
年
12
月
25
日
現
在
。

４　

青
山
学
院
大
学
の
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リhttps://w

w
w

.agulin.
aoyam

a.ac.jp/opac/repository/1000/

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「
宮
澤
節
生
」
で
全
文
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
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１�　
大
学
生
の
飲
酒
問
題
の
現
状
と�

ア
ル
ハ
ラ（
ア
ル
コ
ー
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

　
「
ア
ル
ハ
ラ
」
と
は
ア
ル
コ
ー
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
で
あ

る
。
イ
ッ
キ
飲
み
防
止
連
絡
協
議
会
（
以
後
、
連
絡
協
議
会
）
が
、

２
０
０
０
年
に
「
飲
酒
に
ま
つ
わ
る
人
権
侵
害
で
あ
り
命
を
奪
う

こ
と
も
あ
る
」
と
初
め
て
定
義
し
、
具
体
的
な
行
為
と
し
て
表
１

の
５
項
目
を
規
定
し
て
い
る
。

　

連
絡
協
議
会
が
２
０
１
０
～
２
０
１
４
年
度
に
実
施
し
た
『
全

国
学
生
ア
ル
ハ
ラ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
有
効
回
答
数
４
４
２

件１）』
に
よ
る
と
、
１
年
以
内
に
「
ア
ル
ハ
ラ
に
遭
っ
た
」「
ア
ル

ハ
ラ
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
場
の
雰
囲
気
で
飲
ま
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
」
回
答
者
が
、
全
体
の
54・

３
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
興
味
の
あ
る
層
か
ら
の
回
答
で

あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
実
態
は
こ
れ
を
か
な
り
上
回
る
も
の

稗
田 

里
香
●
東
海
大
学
健
康
科
学
部
准
教
授

大
学
生
の
飲
酒
問
題
の
現
状
と
課
題

─
大
学
が
行
う
発
生
予
防
と
再
発
防
止

表１　イッキ飲み防止連絡協議会によるアルハラの定義

具体的な行為 内　　　容

①飲酒の強要
上下関係、部の伝統・集団によるはやしたて
などといった形で心理的な圧力をかけ、飲ま
ざるをえない状況に追い込むこと。

②イッキ飲ませ
場を盛り上げるために、イッキ飲みや早飲み
競争、罰ゲームなどをさせること。「イッキ飲
み」とは一息で飲み干すこと、早飲みと同じ。

③酔いつぶし

酔いつぶすことを意図して、飲み会を行うこ
とで、これは傷害行為。
ひどいケースでは吐くための袋やバケツ、「つ
ぶれ部屋」を用意している場合もある。

④�飲めない人への
配慮を欠くこと

本人の体質や意向を無視して飲酒を勧める、
宴会に酒類以外の飲み物を用意しない、飲め
ないことをからかったり侮辱するなど。

⑤�酔ったうえでの
迷惑行為

酔ってからむこと、悪ふざけ、暴言・暴力、
セクハラ、騒音や嘔吐、その他のひんしゅく
行為。

出典：�イッキ飲み防止連絡協議会「もう許さない！飲酒の強要・迷惑行
為アルコール・ハラスメント『アルハラ110番』に見る被害の実
態と対策」アルコール薬物問題全国市民協会、2000を基に筆者
作成。
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と
想
像
で
き
る
。
ま
た
「
ア
ル
ハ
ラ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
が

あ
る
」「
ア
ル
ハ
ラ
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
場
の
雰
囲
気
で

飲
ま
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
を
合
計
す
る
と
68・

１
％
、「
ア
ル
ハ
ラ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」「
ア
ル
ハ
ラ
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
場
の
雰
囲
気
で
飲
ま
せ
た
こ
と
が
あ
る
」
の

合
計
は
17
％
で
あ
っ
た
。
場
所
と
し
て
は
「
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
課
外
活
動
の
飲
み
会
」、
状
況
は
「
酔
っ
た
う
え
で
の
迷
惑
行

為
」「
イ
ッ
キ
飲
ま
せ・

飲
め
な
い
人
へ
の
配
慮
を
欠
く
こ
と
」
が

多
い
。「
ア
ル
ハ
ラ
を
断
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
の
問
い
に
は
、

33・

３
％
が
「
断
れ
な
い
」、
26・

５
％
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回

答
し
、「
自
分
だ
け
が
断
っ
て
空
気
を
読
め
な
い
と
思
わ
れ
た
く
な

い
」「
周
り
の
み
ん
な
も
飲
む
の
で
自
分
だ
け
が
断
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
が
理
由
の
上
位
を
占
め
て
い
る２。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
が
裏
付
け
る
か
の
ご
と
く
、
飲
酒
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
大
学
生
は
、
１
９
８
３
～
２
０
１
５
年
に
実
に
１
５
０

人
に
上
る３。
な
ぜ
、
飲
酒
事
故
は
根
絶
さ
れ
な
い
の
か
。

　

調
査
結
果
に
よ
っ
て
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
「
飲
酒
の
強
要
」「
断
れ

な
い
場
の
雰
囲
気
」「
空
気
を
読
め
な
い
と
思
わ
れ
た
く
な
い
」
な

ど
の
理
由
か
ら
、
連
綿
と
引
き
継
が
れ
る
「
伝
統
的
飲
酒
儀
式
」、

す
な
わ
ち
依
存
性
薬
物
で
致
死
量
を
も
つ
ア
ル
コ
ー
ル
を
上
級
生

が
下
級
生
に
短
時
間
で
無
理
や
り
飲
ま
せ
る
「
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
」

の
問
題
が
浮
上
す
る
。
ま
た
、
飲
酒
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
図
ろ
う
と
す
る
日
本
の
飲
酒
文
化
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ

ミ
飲
み
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
学
と
い

う
教
育
現
場
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
実
態
も
無
視
で
き
な
い
と
考

え
る
。２�　

薬
物
と
し
て
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
連
す
る�

問
題
と
は

　

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
は
、
コ
カ
イ
ン
、
大
麻
、

覚
醒
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
と
同
様
の
依
存
性
薬
物
に
分
類
さ
れ
る

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う
薬
物
が
入
っ
て
い
る
。
依
存
性
薬
物

の
中
で
も
、
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
は
依
存
性
が
極
め
て
高
く
、
そ

の
影
響
に
よ
っ
て
発
症
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、「
致
酔
性

（
中
枢
神
経
の
抑
制
作
用
）」「
臓
器
毒
性
」「
催
奇
性
」
や
、
ア
デ
ィ

ク
シ
ョ
ン
（
嗜
癖
、
依
存
）
の
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
緩
慢
な
自
殺
行
為
」「
進
行
性
の
慢
性
疾
患
」
と
も
い
わ
れ
、
未

治
療
の
場
合
は
、
身
体
的・

精
神
的・

社
会
的
障
害
と
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
死
に
至
る
可
能
性
が

高
く
な
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
薬
理
作
用
と
し
て
、
例
え
ば
自
殺
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
虐
待
な
ど
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
介
在
し
て
い
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る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

　

わ
が
国
の
飲
酒
問
題
の
現
状
は
深
刻
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
の

厚
生
労
働
省
の
調
査４で
は
、
多
量
飲
酒
者
が
推
計
で
約
９
８
０
万

人
、
何
ら
か
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
を
有
す
る
者
が
１
０
３
９

万
人
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
と
予
備
軍
が
２
９
４
万
人
、
治
療

が
必
要
な
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
が
１
０
９
万
人
で
あ
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
死
者
数
は
年
間
約
３
万
４
０
０
０
人
、
社
会
的
損
失

は
年
間
４
兆
円
以
上
、
さ
ら
に
、
自
死
、
飲
酒
運
転
、
Ｄ
Ｖ
、
犯

罪
、
女
性
の
健
康
や
高
齢
者
の
介
護
の
問
題
に
ア
ル
コ
ー
ル
関
連

問
題
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る５。
し
か
も
、

貧
困
、
低
所
得
者
問
題
、
借
金
問
題
、
孤
独
死
な
ど
の
社
会
問
題

に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
報
告
書６に
よ
っ
て
浮
き
ぼ
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
注

視
す
べ
き
は
、
20
歳
代
前
半
に
お
い
て
リ
ス
ク
の
高
い
飲
酒
を
し

て
い
る
男
女
の
割
合
が
２
０
０
８
年
度
に
は
逆
転
し
、
若
い
女
性

の
飲
酒
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

３　
な
ぜ
若
者
の
飲
酒
に
注
意
を
払
う
べ
き
な
の
か�

　
　

―
ア
ル
ハ
ラ
の
予
防
と
対
策

　

わ
が
国
で
は
、
飲
酒
可
能
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
若
者
の
飲
酒
に
注
意
を
払
う
べ
き
な
の

か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
健
康
へ
の
影
響
で
あ
る
。
薬
物
と
し

て
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
脳
の
萎
縮
を
促
進
さ
せ
る
。
特
に
、
若
者

の
よ
う
に
発
育
途
上
の
脳
細
胞
は
、
よ
り
強
く
ア
ル
コ
ー
ル
の
影

響
を
受
け
や
す
い
。
ま
た
、
生
殖
機
能
の
低
下
や
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
妊
婦
の
大
量
飲
酒
に
よ
っ
て
、
出
産
し
た
子
ど
も
に

障
害
が
見
ら
れ
る
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
な
ど
の
問
題
も
、

若
い
女
性
の
飲
酒
が
増
加
し
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
放
置
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
飲
酒
年
齢
の
引

き
下
げ
に
対
し
て
、
医
学
者
を
中
心
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
米
国
で
は
過
去
に
飲
酒
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
た
こ

と
に
よ
っ
て
若
者
の
飲
酒
関
連
事
故
な
ど
が
増
え
た
た
め
、
多
く

の
州
が
21
歳
以
上
に
修
正
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
社
会
的
リ

ス
ク
を
含
め
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

注
意
を
払
う
べ
き
重
要
な
問
題
と
し
て
、
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
に
関

わ
る
飲
酒
事
故
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
大
学
は
、
学

生
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
踏
み
込
ん
だ
対
策

は
特
に
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
２
年
に
飲
酒
に

よ
っ
て
５
人
も
の
大
学
生
が
亡
く
な
り
、
２
０
１
２
年
５
月
に
文

部
科
学
省
か
ら
「
未
成
年
者
の
飲
酒
禁
止
と
強
要
の
防
止
に
係
る

学
生
指
導
の
徹
底
に
つ
い
て
」
の
通
知
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
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大
学
の
対
応
に
変
化
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
連
絡
協
議
会
は
、

２
０
１
３
年
７
月
に
全
国
の
７
４

８
大
学
に
「
学
生
の
飲
酒
事
故
防

止
対
策
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
、
３
２
１
校
か
ら

回
答
を
得
て
分
析
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
学
の
「
学
生
の
飲
酒
事
故

防
止
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
」

と
し
て
、
例
え
ば
学
生
の
飲
み
会・

コ
ン
パ
に
関
し
て
「
未
成
年
を
含

む
場
合
は
飲
酒
禁
止
」
と
し
た
大

学
が
約
３
割
に
上
っ
た
。
ま
た
、

「
飲
酒
事
故
防
止
対
策
書
類
の
事
前

提
出
」
は
約
１
割
だ
っ
た
。
注
目

す
べ
き
は
、「
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
な

ど
の
飲
酒
に
ま
つ
わ
る
伝
統

（
ル
ー
ル
）
を
調
査
」
に
、
15
大
学

が
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
大
学
と
し
て
一
歩

踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
と
言
え
る
。

表２　イッキ飲み防止連絡協議会によるアルハラの予防と対策

予防と対策 内　　　　　　容

①�防止のための
広報・啓発活
動

アルハラ防止のための広報・啓発活動ならびに研修の企画および実施。リー
フレットやポスター、チラシの作成、学生便覧へのガイドライン掲載、ホー
ムページへの掲載、学内報への掲載、新入生オリエンテーションや講演会、
クラブのリーダー研修、教職員研修など、さまざまな機会を通じてアルハラ
に関する理解を深める。

②�アルハラの生
じやすい環境
の改善および
慣行の排除

アルハラの温床となる間違った固定観念や飲めない人への偏見を打破し、正
しい認識を普及するよう努める。伝統という名の悪しきアルハラ（組織ぐる
みの新人つぶし、イッキ飲ませ、酒席への強制参加など）を排除する。アル
コールと体質について知らせるため、パッチテストなどを用いたキャンペー
ンを行う。

③�飲み会の主催
者・幹事の責
任を明確に

アルハラがない飲み会を行う責任がある。アルコール以外の選択肢を用意す
る。個々の事情を尊重し強制参加としない。未成年者に飲ませることがない
よう注意する。「吐く人・つぶれる人の出ない飲み会」にするよう心する。酔
いつぶれた人が出た場合は、絶対に一人にせず、救急医療につなげるなど、
最後まで責任をもつ。（主催者・幹事に保護責任が生じる）

④�その他、アル
ハラ防止のた
めに必要な事
項の検討

上記の対策を効果的に遂行するために、アルハラ防止対策委員会を設置する。
委員には医療保健関係者、飲めない体質の人、およびセクハラ防止担当者を
加えることとする。

⑤�相談体制と訴
えへの対応

アルハラに対応するために、学生部、教務部、学生相談室、健康管理センター
などに相談室を設ける。相談にあたっては、匿名による相談を含め、相談者
の希望が最大限尊重されるとともに、相談者のプライバシー、名誉、人権お
よび相談内容の秘密は厳格に守ることを約束する。相談員はアルハラおよび
アルコール関連問題について十分な知識を有する者とする。訴えが寄せられ
た場合は速やかに調査し、事態を明らかにしなければならない。部やサーク
ルなどにある伝統的儀式を含む組織ぐるみのアルハラが明白になった場合は、
その慣行をやめるよう、責任者に対してアルハラ防止委員会から正式に警告
する。従わない場合は、休部など何らかの活動停止処分にする。セクハラが
からむ場合は、セクハラ対策担当者と合同で対処する。飲み会において、万
が一死亡者が出るなどの重大な被害があった場合は、訴えがなくとも、部外
者による調査委員会を速やかに組織して事実を明らかにし、被害者・遺族が
納得する方法で説明を行うよう最大限に努力をする。また、責任者・関係者
に被害者・遺族への誠意ある謝罪と賠償を促すとともに、責任の度合いによっ
て廃部、休部、退学、停学、降格、免職など厳正な処分を科す。

出典：イッキ飲み防止連絡協議会、前掲書、2000を基に筆者作成。
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こ
の
よ
う
に
、
最
近
で
は
全
学
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
ア
ル
コ
ー
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
む
な
ど
、
自
発
的
、

積
極
的
に
対
策
を
講
じ
る
大
学
も
増
え
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
、
Ｘ
大
学
の
２
年
生
が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で

死
亡
し
、
２
０
１
１
年
に
遺
族
が
起
こ
し
た
訴
訟
に
お
い
て
ア
ル

ハ
ラ
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
判
断
が
下
さ
れ
た
。

　
「
被
告
3
年
生
ら
が
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
持
参
し
た
４
リ
ッ
ト
ル

入
り
の
焼
酎
ボ
ト
ル
の
内
容
を
原
液
の
ま
ま
全
員
で
回
し
飲
み
す

る
方
法
で
ボ
ト
ル
全
て
を
飲
み
干
す
よ
う
求
め
た
こ
と
は
、
た
と

え
物
理
的
な
強
要
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
部
の
伝
統
と
し
て
、

事
の
是
非
に
対
す
る
熟
慮
検
討
の
な
い
ま
ま
、
先
輩
で
あ
る
被
告

３
年
生
ら
か
ら
２
年
生
に
対
し
各
個
人
の
体
質
や
意
向
に
か
か
わ

ら
ず
、
心
理
的
に
飲
ま
ざ
る
を
得
な
い
圧
力
を
か
け
た
飲
酒
の
強

要
で
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る７」

　

さ
ら
に
、
ア
ル
ハ
ラ
を
行
い
、
適
切
に
救
護
す
る
義
務
を
怠
っ

た
不
法
行
為
と
、
組
織
（
大
学
）
に
対
し
て
は
、
そ
の
発
生
を
防

止
す
る
た
め
に
一
定
の
施
策
を
取
る
こ
と
を
約
束
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
と
の
和
解
条
項
案
が
裁
判
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

和
解
で
は
あ
る
が
、
司
法
が
初
め
て
「
飲
酒
の
強
要
」、
す
な
わ
ち

ア
ル
ハ
ラ
を
認
め
た
画
期
的
な
結
果
と
な
っ
た８。

　

ア
ル
ハ
ラ
は
人
権
侵
害
と
犯
罪
性
が
あ
る
と
す
る
社
会
的
認
知

が
着
実
に
高
ま
っ
て
お
り
、
集
団
の
無
責
任
を
改
め
、
ア
ル
ハ
ラ

の
予
防
と
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
決
し
て
特
別
で
は
な
い
時
代
に

な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
の
有
効
な
方
法
と
し
て
、
連
絡

協
議
会
は
表
２
の
よ
う
な
対
策
を
奨
励
し
て
い
る
。

４　
も
う
一
人
の
被
害
者
へ
の
配
慮�

　
　

―
事
故
発
生
後
の
対
処
方
策

　
「
父
母
の
愛
か
た
む
け
て
育
み
し
十
九
才
の
い
の
ち
何
処
に
（
向

井
赫
子９）」。

　

こ
れ
は
、
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
で
わ
が
子
を
失
っ
た
母
親
が
詠
ん
だ

歌
で
あ
る
。

　
「
大
学
が
学
生
に
厳
し
い
処
分
」
と
報
道
さ
れ
る
た
び
に
、
ア
ル

コ
ー
ル
事
故
で
家
族
を
失
っ
た
遺
族
の
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
苦
し
み
を
慮
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
被
害
学
生
の
多
く

は
、
１・

２
年
生
で
あ
る
。
手
塩
に
掛
け
て
育
て
た
わ
が
子
が
、

や
っ
と
親
の
手
を
離
れ
自
立
の
扉
を
開
け
た
と
た
ん
、
用
意
さ
れ

て
い
た
「
つ
ぶ
れ
部
屋
」
で
人
知
れ
ず
息
絶
え
、
無
言
の
帰
宅
と

な
る
。
中
に
は
、
入
学
後
、
大
学
の
講
義
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ず
に

亡
く
な
っ
た
学
生
も
い
る
。
悲
し
み
の
ど
ん
底
に
あ
る
家
族
に
、

「
飲
ん
だ
の
は
本
人
の
意
志
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
周
囲
の
無
理

解
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
極
限
状
態
の
中
で
、「
ど
の
よ
う
に
し
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て
死
に
至
っ
た
の
か
真
実
を
知
り
た
い
」「
死
と
い
う
現
実
か
ら
目

を
そ
ら
さ
ず
償
っ
て
ほ
し
い
」「
亡
く
な
っ
た
我
が
子
を
ず
っ
と
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」「
再
発
を
防
止
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
家
族

の
悲
痛
な
叫
び
に
、
学
生
や
大
学
だ
け
で
は
な
く
社
会
が
ど
れ
だ

け
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
数
年
前
、
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
で
仲
間
を
失
っ
た
学
生
や

教
職
員
を
対
象
に
、
表
３
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
通
り
「
償
い
に
向
け
た

ア
ル
ハ
ラ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画・

実
施
し
た
。
ア
ル
ハ
ラ

や
飲
酒
に
お
け
る
犯
罪
性
に
関
す
る
知
識
を
学
び
、
遺
族
の
苦
し

み
と
向
き
合
い
、「
償
い
」
を
行
動
化
し
、
再
発
を
い
か
に
予
防
す

る
か
に
つ
い
て
、
学
生
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
企
図
し
た
。
中
で
も
、
実
際
に
飲
酒
死
亡
事
故
の
訴
訟
に
携
わ
っ

た
弁
護
士
と
遺
族
に
よ
る
講
義
は
、
参
加
者
に
「
償
い
」
の
本
質

的
な
意
味
を
問
い
直
す
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
携
わ
っ
て
感
じ
た
の
は
、
被
害
者
家
族
は
、「
事
実
か
ら
目

を
そ
ら
さ
ず
、
真
実
を
隠
蔽
す
る
こ
と
な
く
、
取
る
べ
き
責
任
を

行
動
で
示
す
」
と
い
う
、
処
分
や
懲
罰
と
は
別
の
次
元
で
「
償
い
」

を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
願
い
に
応
え
る
に
は
、

「
学
生
が
集
団
の
無
責
任
を
改
め
、
一
部
だ
け
の
荷
担
で
あ
っ
て
も

全
て
の
責
任
が
生
じ
る
と
す
る
社
会
規
範
と
、
命
に
対
す
る
価
値

観
や
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
べ
き
か
と
い
う
自
己
規
範
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
は
学

生
に
対
し
、
帰
ら
な
い
過
去
で
あ
る
が
故
に
、
結
果
を
生
涯
背
負
っ

て
生
き
る
誠
実
さ
の
本
質
を
教
え
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
学
生
の
苦

悩
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
家
族
や
社
会
に
対
し
て
誠
意
あ
る
行
動

が
と
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ
ろ
に
、
果
た
す
べ
き
責
任
が
あ
る

と
考
え
る
。
亡
く
な
っ
た
わ
が
子
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
学
生
一
人
一
人
の
人
生
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と
を
切
望

し
て
い
る
家
族
と
、
志
半
ば
で
命
を
絶
た
れ
た
仲
間
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
生
き
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
も
償
い
の
一
つ
と
考
え
る
。

５�　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
と�

今
後
の
学
生
の
飲
酒
対
策

　

政
府
が
国
民
と
共
に
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
本
腰
を
入
れ
て

取
り
組
む
た
め
に
２
０
１
４
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
障
害
対
策
基
本
法
（
ア
ル
法
）
で
は
、
①
正
し
い
知
識
の
普

及
お
よ
び
不
適
切
な
飲
酒
を
防
止
す
る
社
会
づ
く
り
②
誰
も
が
相

談
で
き
る
相
談
場
所
と
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
相
談
支
援
体

制
づ
く
り
③
医
療
に
お
け
る
質
の
向
上
と
連
携
の
促
進
④
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
者
が
円
滑
に
回
復
、
社
会
復
帰
す
る
た
め
の
社
会
づ
く

り
─
─
こ
の
４
項
を
第
一
次
基
本
計
画
の
骨
子
（
案
）
と
し
て
掲

げ
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、「
①
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表３　「償いに向けた教育プログラム」の内容
回 テーマ 講 師 達�成�目�標 内　　　容

１ 薬物としての
アルコール

SW
（ソーシャル
�ワーカー）

出来事に使用した
アルコールは、飲
み物ではなく薬物
であることの認識
を促すとともに、
償いに向けた動機
付けを高める。

アルコールが身体に及ぼす影響について説
明し、適正飲酒の指導を行う。
被害者遺族の気持ちと加害者の償いについ
て代弁的に伝える。
（講義、レポート）

２ アルハラの
犯罪性 弁護士

出来事に対する社
会的な責任につい
て認識を促す。

アルハラ裁判など法的支援を行っている弁
護士からアルハラに関する法的措置につい
てその実際を聞き、社会的責任の意識を喚
起させる。
（講義、レポート）

３ 遺族の
苦しみ 遺　族

命の重みを感じ、
仲間の死の意味を
遺族の立場になっ
て考える。

アルハラで大学生の息子を奪われた遺族の
話を聴き、当事者の苦しみについてリアリ
ティをもって感じることができるような機
会を提供する。
（講義、レポート）

４Ａ 対象喪失 学内講師 大事な人を亡くし
た場合の一般的な
心理プロセスにつ
いて理解する。
償いを行動化する。

第3回の遺族の話を踏まえ、被害者、遺族
が失ったもの、遺族の苦しみに向き合い、
仲間の死によって失ったものを明確化する。
グループワークによって、各自が自分自身
の事故当時から現在までの心境を振り返る。
被害者に対して手紙を書く。
（講義、ワーク）

５Ａ 償いを行う
Ａ－1 学内講師

被害者への手紙を読み合い意見を述べ合う。
（講義、グループワーク、課題：手紙を書き
直す）

４Ｂ 組織の健全
性について 学内講師

ハラスメントが起
こる構造について
理解する。組織の
在り方、マインドコ
ントロールの償い
として行いたい行
動を考えてもらう。

組織の在り方、マインドコントロール、不
当な勧誘や組織の密室化の危険性について
の説明。
学生らに、事故が起こった場を運営する組
織について振り返ってもらい今後について
討論する。
（講義、グループワーク）

６Ａ 償いを行う
Ａ－2 学内講師

大事な人を亡くし
た場合の一般的な
心理プロセスにつ
いて理解する。
償いを行動化する。

学長らが訪問した時のご遺族の様子につい
て報告する。
2回目の遺族訪問の際、どのように臨むか。
渡す手紙の検討。
（グループワーク、課題：遺族を訪ねた後の
レポート）

７Ａ まとめと
再出発 学内講師

今までのプログラ
ム全体のまとめと、
再発防止に向けた
具体的取り組みに
ついて検討する。

遺族訪問の感想を述べ合う。
（グループワーク）
他人を援助することを実際に行う。
（実習）
全体の感想と今後について。

５Ｂ 償いを行う
Ｂ－1 学内講師

再発防止に向けた
具体的取り組みに
ついて検討する。

事故の起こった場（組織）の在り方につい
て理解し、再発防止について検討する。
（グループワーク）

６Ｂ 償いを行う
Ｂ－2 学内講師

再発防止・ハラスメント防止のために、次
期組織の長に何を伝達するかについて検討
する。
（グループワーク、課題：組織の課題、イベ
ントの在り方の課題）

出典：稗田里香「キャンパスにおける飲酒問題／「償い」に向けた『アルハラ教育プログラム』」
　　　『日本アルコール関連問題学会誌第12巻』日本アルコール関連問題学会、2010より抜粋。
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正
し
い
知
識
の
普
及
お
よ
び
不
適
切
な
飲
酒
を
防
止
す
る
社
会
づ

く
り
」
に
お
い
て
は
、
未
成
年・

妊
婦・

若
い
女
性
へ
の
教
育・

啓
発
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識・

理
解

の
啓
発
が
盛
り
込
ま
れ
、
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
と
し
て
重

点
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る10。

　

翻
っ
て
、
若
者
の
飲
酒
問
題
に
目
を
つ
む
ら
ず
し
っ
か
り
向
き

合
う
こ
と
は
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
の
解

決
に
向
け
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
鍵
を

握
る
の
は
、
大
学
生
の
飲
酒
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。

飲
酒
問
題
を
学
生
だ
け
の
問
題
に
留
め
ず
、
教
職
員
も
一
体
と
な
っ

た
社
会
的
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
、
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
期
待
さ
れ
る
。

●
注

１�　

特
定
非
営
利
法
人
ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
問
題
全
国
市
民
協
会
調
査

２�　

Ａ
Ｓ
Ｋ
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
引
用http://w

w
w
.ask.or.jp/

ikkialhara.htm
l

（
２
０
１
５
年
12
月
７
日
ア
ク
セ
ス
）

３�　

東
京
消
防
庁
の
デ
ー
タ
と
イ
ッ
キ
飲
み
防
止
連
絡
協
議
会
の
デ
ー

タ
よ
り
。

４�　

樋
口
進
（
研
究
代
表
者
）『
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
戦
略
を
踏
ま
え
た
ア

ル
コ
ー
ル
の
有
害
使
用
対
策
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
厚
生
労
働

科
学
研
究
費
補
助
金
、
疾
病・

障
害
対
策
研
究
分
野
、
循
環
器
疾

患・

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
対
策
総
合
研
究
、
２
０
１
３
。

５�　

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ア

ル
法
ネ
ッ
ト
：http://alhonet.jp/problem

.htm
l

、
２
０
１
５

年
12
月
７
日
ア
ク
セ
ス
）、『
簡
易
版
ア
ル
コ
ー
ル
白
書
』
を
参
照

の
こ
と
。

６�　

・

内
閣
府
『
平
成
24
年
版
自
殺
対
策
白
書
』
２
０
１
２
。

・

生
活
保
護
受
給
者
の
社
会
的
な
居
場
所
づ
く
り
と
新
し
い
公

共
に
関
す
る
研
究
会
『
生
活
保
護
受
給
者
の
社
会
的
な
居
場

所
づ
く
り
と
新
し
い
公
共
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
』
２
０

１
０
。

７　

イ
ッ
キ
飲
み
防
止
連
絡
協
議
会
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
亡
き
息
子
に
、

親
が
で
き
る
こ
と
（
遺
族
の
手
記
）」
よ
り
抜
粋
（http://w

w
w
.

ask.or.jp/ikkialhara_w
ada3.htm

l

、
２
０
１
５
年
12
月
７
日
ア

ク
セ
ス
）

８�　

イ
ッ
キ
飲
み
防
止
サ
イ
ト
「
イ
ッ
キ
飲
み・

ア
ル
ハ
ラ
防
止
の

ペ
ー
ジ　

イ
ッ
キ
飲
ま
せ
で
失
わ
れ
た
若
い
命
（
遺
族
の
手
記
）」

よ
り
抜
粋
（
Ａ
Ｓ
Ｋ�http://w

w
w
.ask.or.jp/ikkialhara.htm

l

）

９�　

向
井
赫
子
「
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
で
逝
っ
た
我
が
子
へ
の
う
た
」『
和

敬
／
向
井
大
輔
追
悼
号
』
和
敬
塾
、
１
９
９
５
。（http://w

w
w
.

ask.or.jp/ikkialhara_m
ukai.htm

l

、
２
０
１
５
年
12
月
７
日
ア

ク
セ
ス
）

10�　

内
閣
府
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
参
照
の
こ
と
（http://w

w
w
8.cao.

go.jp/alcohol/kenko_shougai_kaigi/index.htm
l

、
２
０
１

５
年
12
月
７
日
ア
ク
セ
ス
）
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「
良
い
授
業
に
す
る
た
め
に
心
掛

け
る
べ
き
こ
と
と
は
何
か
？
」

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、

教
員
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思

う
。
ス
パ
ッ
と
答
え
る
教
員
も
い

れ
ば
、
そ
も
そ
も
一
つ
の
答
え
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
教
員

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
も
、
自
分
の
答
え
に
自
信
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
答
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に

回
答
す
る
。

　
「
当
該
の
授
業
空
間
内
に
い
る
（
教
員
を
含
む
）
人
た
ち
が
抱
く

満
足
度
の
総
和
が
、
最
大
値
と
な
る
授
業
を
継
続
す
る
こ
と
」。

　

学
生
の
興
味
や
学
力
を
正
し
く
把
握
し
た
上
で
、
教
え
る
べ
き

内
容
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
を
吟
味
し
、
効
率
的
な
情
報
提
供

を
行
う
。
そ
れ
を
半
年
な
い
し
１
年
間
継
続
す
る
。
こ
う
し
た
こ

と
の
実
践
が
、
現
在
、
教
壇
に
立
っ
て
い
る
教
員
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
私
は
考
え
る
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
初
め
て
専
任
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
初
年
度

（
昨
年
度
）、
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
中
で
、
模
擬
授
業
を
通
じ

て
、
他
大
学
の
先
生
方
と
貴
重
な
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
学
内
の
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
良

か
っ
た
教
員
の
授
業
を
見
学
す
る

機
会
も
あ
り
、
私
自
身
の
授
業
進

行
と
の
違
い
を
比
べ
て
、
新
た
に

気
付
い
た
点
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
授
業
実
践
の
中
で
学
生
か

ら
学
ぶ
機
会
も
多
く
、
特
に
、
全
て
の
授
業
で
提
出
を
求
め
て
い

る
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
授
業
実
践
法
の
見
直
し
と

大
き
な
修
正
を
半
期
ご
と
に
行
い
、
改
善
効
果
の
有
無
を
半
年
間

と
い
う
ス
パ
ン
で
検
証
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆
現
在

は
、
赴
任
２
年
目
の
後
期
で
あ
る
た
め
、
３
度
目
の
修
正
効
果
を

検
証
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
現
時
点
に
お
け
る
私
の
授
業
実
践

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

授
業
中
の
統
制
が
容
易
で
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高
得
点

が
出
や
す
い
と
言
わ
れ
る
15
～
30
名
程
度
の
少
人
数
科
目
（
３・

４
年
生
の
ゼ
ミ
演
習
、
１
年
生
の
ク
ラ
ス
担
任
が
受
け
持
つ
教
養

基
礎
演
習
、
心
理
学
実
験
演
習
な
ど
）
も
担
当
し
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
そ
う
し
た
授
業
で
は
な
く
、
大
教
室
で
実
施
す
る
受
講
者

が
１
０
０
名
以
上
の
授
業
に
話
を
絞
る
。
本
学
の
学
生
の
多
く
は

大
教
室
授
業
で

秩
序
を
保
つ
工
夫

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

中
村 

哲
之
●
東
洋
学
園
大
学
人
間
科
学
部
専
任
講
師
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高
校
ま
で
の
勉
強
が
苦
手
で
、
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
学
生
が
大
勢
集
ま
る
大
教
室
授
業
で
は
、「
教
室
内
の

秩
序
を
い
か
に
し
て
保
つ
か
」「
い
か
に
し
て
学
問
に
興
味
を
持
た

せ
る
か
」「
い
か
に
し
て
90
分
間
の
授
業
に
参
加
さ
せ
る
か
」
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

　

授
業
開
始
と
同
時
に
小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
授
業
開
始

５
分
前
に
は
教
室
に
入
る
よ
う
に
す
る
。
前
の
授
業
や
会
議
な
ど

で
や
む
を
得
ず
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
が
、
極
力
そ
の
よ
う

な
事
態
は
避
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
教
室
に
着
い
た
ら
、

初
め
に
パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
電
源
を
入
れ
る
。
そ
の

後
、「
小
テ
ス
ト
解
答
用
紙
」「
授
業
用
プ
リ
ン
ト
」「
確
認
テ
ス
ト

解
答
用
紙
」
の
３
種
類
を
教
室
前
方
も
し
く
は
後
方
に
置
き
、
学

生
に
授
業
開
始
ま
で
に
取
り
に
来
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
。

　

授
業
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
、
小
テ
ス
ト
の
問
題
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
、
学
生
は
そ
れ
を
見
て
解
答
す
る
。
テ
ス

ト
終
了
時
間
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
か
つ
前
方
の
黒
板
に
も
書
い
て

お
く
。
終
了
と
同
時
に
答
案
用
紙
を
回
収
す
る
。
個
別
回
収
が
理

想
だ
が
、
難
し
い
場
合
は
列
ご
と
に
回
収
し
、
教
員
が
学
生
数
と

答
案
枚
数
と
を
照
合
す
る
。
友
達
に
頼
む
代
理
出
席
を
防
ぐ
た
め

で
あ
る
。
枚
数
と
人
数
が
一
致
し
な
い
場
合
は
、
一
致
す
る
ま
で

回
収
を
見
送
る
。
そ
の
列
の
解
答
用
紙
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
照

合
し
て
も
よ
い
の
だ
が
、
自
分
の
名
前
が
集
団
の
前
で
呼
ば
れ
る

こ
と
を
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
学
生
が
相
当
数
い
る
こ
と
、「
犯
人
」

が
大
勢
の
前
で
晒
し
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
代
理

出
席
の
よ
う
に
望
ま
し
く
な
い
行
動
を
学
生
が
自
主
的
に
慎
む
よ

う
に
促
す
機
会
に
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
個
人
名
の
読
み
上
げ
は

避
け
る
。

　

小
テ
ス
ト
は
各
回
２
点
満
点
で
、
そ
の
点
数
が
そ
の
ま
ま
最
終

成
績
の
点
数
に
反
映
さ
れ
る
。
小
テ
ス
ト
回
収
後
に
遅
刻
し
て
入

室
し
た
学
生
は
、
小
テ
ス
ト
は
当
然
０
点
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
小

テ
ス
ト
と
は
別
に
与
え
ら
れ
る
平
常
点
が
２
点
か
ら
０・

５
点
に

減
点
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
遅
刻
せ
ず
に
復
習
も
し
て
き
た
学
生
は
、

各
回
４
点
が
得
ら
れ
る
（
小
テ
ス
ト
２
点
＋
平
常
点
２
点
）
の
に

対
し
、
遅
刻
し
た
学
生
の
点
数
は
平
常
点
０・

５
点
の
み
と
な
る
。

遅
刻
に
厳
し
い
措
置
を
取
る
理
由
は
、
遅
刻
を
し
て
途
中
か
ら
授

業
を
受
け
始
め
た
が
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い
の
で
、
近
く
の
席

の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
頻
発
し
た
た
め

で
あ
る
。
昔
の
良
き
時
代
を
知
る
先
生
方
か
ら
見
れ
ば
、
こ
ん
な

に
管
理
さ
れ
て
ば
か
り
で
学
生
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
き
ち
ん
と
授
業
を
受
講
し
た
い
と
い
う
学
生
の

権
利
を
守
る
た
め
に
は
仕
方
が
な
い
。
な
お
、
遅
刻
で
も
出
席
回

数
は
１
回
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
、
欠
席
よ
り
は
遅
刻
の
方
が
い
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い
と
い
う
認
識
に
な
る
よ
う
に
配
慮
は
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小

テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
、
自
宅
学
習
の
習
慣
や
遅
刻
せ
ず
時
間

を
守
る
習
慣
を
学
生
に
身
に
付
け
さ
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
、
結

果
的
に
授
業
内
容
の
理
解
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
授
業
を
行
う
。
授
業
用

プ
リ
ン
ト
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
（
Ａ
４
用
紙
１
枚
あ
た
り
ス
ラ
イ
ド
４
枚
）。
１
枚
目
の
ス
ラ
イ

ド
に
は
、「
日
付
」「
何
回
目
の
授
業
か
」「
そ
の
日
の
講
義
内
容
の

タ
イ
ト
ル
」「
そ
の
回
の
到
達
目
標
」「
学
習
内
容
に
関
連
す
る
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
」
な
ど
の
情
報
を
掲
載
す
る
。
学
生
に
、
そ
の
日

の
最
終
目
標
を
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、
授
業
内
容
に
興
味

を
持
た
せ
る
こ
と
が
第
１
の
狙
い
で
あ
る
、
そ
し
て
、
復
習
時
に

過
去
の
内
容
を
振
り
返
り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
第
２
の
狙

い
で
あ
る
。
文
字
だ
け
よ
り
も
絵
や
写
真
を
入
れ
た
方
が
、
多
く

の
情
報
を
効
率
的
に
伝
達
で
き
る
こ
と
は
、
認
知
心
理
学
な
ど
の

知
見
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ラ
イ
ド
の
２
枚
目
以
後
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
た
パ

ソ
コ
ン
画
面
を
見
な
が
ら
、
学
生
は
プ
リ
ン
ト
の
穴
埋
め
欄
に
答

え
を
記
入
し
て
い
く
。
穴
埋
め
に
す
る
理
由
は
、
重
要
な
用
語
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
覚
え
さ
せ
る
意
味
も
あ
る
が
、「
自
分
で
答
え

を
記
入
す
る
」
と
い
う
能
動
的
な
行
動
を
自
然
な
形
で
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
の
話
を
一
方
的
に
聞
い
て
い
る
際
に
生
じ

が
ち
な
眠
気
の
予
防
に
も
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

穴
埋
め
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
教
員
は
そ
の
部
分

の
解
説
を
し
て
、
次
の
ス
ラ
イ
ド
を
投
影
す
る
。

　

授
業
中
の
私
語
は
、
放
置
し
て
お
く
と
周
囲
に
私
語
が
広
が
り
、

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
た
め
、
早
め
の
対
処
が
必
要
で
あ
る
。
大

教
室
で
あ
っ
て
も
本
人
の
目
の
前
に
行
き
、
授
業
の
内
容
に
関
す

る
話
を
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
授
業
の
内
容
と
関

係
な
い
話
を
し
て
い
た
場
合
は
、
再
度
私
語
を
し
て
い
た
ら
退
室

さ
せ
る
旨
を
伝
え
る
。
学
生
の
態
度
や
授
業
全
体
の
雰
囲
気
に
よ
っ

て
は
、「
そ
の
場
で
す
ぐ
に
退
室
を
促
す
」「
最
前
列
の
指
定
席
に

移
動
さ
せ
る
」
な
ど
の
対
応
を
と
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。

　

90
分
間
の
集
中
が
難
し
い
学
生
が
多
い
場
合
に
は
、
途
中
で
個

人
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
を
設
け
る
。
例
え
ば
、
私

の
専
門
で
あ
る
認
知
心
理
学
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
専
門
用
語
の
解

説
を
し
た
後
で
、
そ
の
心
理
現
象
が
自
分
自
身
の
日
常
生
活
の
ど

の
よ
う
な
場
面
で
生
じ
う
る
の
か
に
つ
い
て
個
人
で
考
え
る
時
間

を
設
け
る
。
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
い
と
わ
な
い
学

生
が
多
い
場
合
に
は
、
同
じ
ワ
ー
ク
を
周
囲
の
学
生
と
相
談
し
な

が
ら
行
わ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ワ
ー
ク
以
外
に
は
、
動
画
を
用
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い
た
授
業
も
効
果
的
で
あ
る
。

　

授
業
終
了
10
分
前
の
段
階
で
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。
小

テ
ス
ト
同
様
、
問
題
を
前
方
に
映
し
出
し
、
学
生
は
そ
れ
を
見
な

が
ら
解
答
用
紙
に
答
え
を
マ
ー
ク
し
て
い
く
。
確
認
テ
ス
ト
の
で

き
が
悪
い
場
合
に
は
、
平
常
点
を
満
点
の
２
点
か
ら
減
点
す
る
。

な
お
、
解
き
終
え
た
学
生
か
ら
、
教
室
前
方
の
指
定
さ
れ
た
場
所

に
答
案
を
提
出
し
て
授
業
終
了
と
す
る
こ
と
で
、
授
業
を
き
ち
ん

と
受
け
れ
ば
少
し
早
く
休
憩
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と

な
り
、
授
業
中
の
学
生
の
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

た
だ
し
、
少
し
早
め
に
授
業
を
終
え
る
真
の
理
由
は
、
質
問
や
相

談
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、

特
に
学
習
意
欲
の
高
い
学
生
と
の
議
論
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
双
方
向
的
な
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な
る
。
議
論
の
進
め
方

に
よ
っ
て
は
、
質
の
高
い
自
宅
学
習
の
ヒ
ン
ト
を
教
授
す
る
場
に

な
り
得
る
貴
重
な
時
間
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
学
生
の
出
欠
管
理
の
方
法
に
言
及
す
る
。
大
人
数
の

授
業
で
、
小
テ
ス
ト
と
確
認
テ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
採
点
し
、
か
つ

両
方
の
出
欠
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
週
実
施
す
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に

膨
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
の
で
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
に
、
私
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
市
販

の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
用
紙
を
用
い
る
と
高
額
な
費
用
が
必
要
な
の
で
、

「
マ
ー
ク
シ
ー
ト
読
取
君
３
（
マ
グ
ノ
リ
ア
社
）」
と
い
う
ソ
フ
ト

を
利
用
し
て
い
る
。
普
通
の
Ａ
４
用
紙
に
印
刷
し
た
も
の
を
利
用

す
る
た
め
、
初
期
費
用
以
外
に
掛
か
る
コ
ス
ト
は
紙
代
と
印
刷
代

の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
ひ
な
形
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
選
択
肢
数

や
設
問
数
を
自
由
に
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

記
述
式
問
題
欄
や
自
由
コ
メ
ン
ト
欄
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
る
（
記

述
問
題
の
採
点
に
つ
い
て
は
、
点
数
を
教
員
が
所
定
の
マ
ー
ク
欄

に
マ
ー
ク
し
た
後
、
ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
め
ば
、
記
述
式
問
題
の

点
数
情
報
も
電
子
化
で
き
る
）。
個
々
人
の
出
欠
状
況
や
テ
ス
ト
結

果
の
管
理
の
み
な
ら
ず
、
テ
ス
ト
の
設
問
ご
と
の
点
数
分
析
に
よ
っ

て
、
受
講
生
に
と
っ
て
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
授
業
の
参
考
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
私
の
所
属
大
学
に
お
け
る
授
業
実
践
の
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
実
践
法
は
、
大
学
の
規
模
や
学
部
、
偏
差
値
な
ど
に
よ
っ

て
、
必
ず
し
も
全
て
が
有
効
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し

て
い
る
。
し
か
し
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で

あ
れ
、
目
の
前
に
い
る
学
生
た
ち
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
か

ら
逃
げ
ず
に
、
毎
週
の
授
業
に
穴
を
あ
け
る
こ
と
な
く
進
め
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
私
は
確
信
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
授
業
運
営
を
常

に
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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関
東
学
院
大
学
栄
養
学
部
は
、
２
０
１
５
年
４
月
に
発
足
し

た
。
栄
養
学
部
は
管
理
栄
養
学
科
の
み
の
１
学
部
１
学
科
体
制

で
あ
り
、
入
学
定
員
は
１
０
０
名
、
現
在
12
名
の
専
任
教
員
と

８
名
の
助
手
が
在
籍
し
、
教
育
と
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

関
東
学
院
大
学
は
、
１
８
８
４
年
に
創
立
さ
れ
た
「
横
浜
バ

プ
テ
ィ
ス
ト
神
学
校
」
を
源
流
と
し
て
い
る
。
１
９
１
９
年
に

「
中
学
関
東
学
院
」
が
設
立
さ
れ
、
初
代
院
長
の
坂
田
祐
が
第
一

期
生
の
入
学
式
で
「
人
に
な
れ
奉
仕
せ
よ
」
と
訓
辞
し
て
以
来
、

こ
れ
を
関
東
学
院
の
校
訓
と
し
て
い
る
。
生
涯
を
か
け
て
教
養

を
培
い
人
間
形
成
に
努
め
、
人
の
た
め
、
社
会
の
た
め
、
人
類

の
た
め
に
尽
く
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
校
訓
は
、
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
が
養
成
す
る
管
理
栄

養
士
像
に
対
し
て
も
重
要
な
指
針
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

１
９
４
９
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
旧
専
門
学
校
を
母
体
と

す
る
関
東
学
院
大
学
が
開
設
、
そ
の
後
短
期
大
学
部
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
さ
ら
に
短
期
大
学
部
は
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
に

な
っ
た
。
そ
の
後
の
女
子
短
期
大
学
の
分
離
独
立
は
、
関
東
学

院
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
確
立
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
女
子
短
期
大
学
は
発
足
当
初
は
２
学
科
構
成
で
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
５
学
科
３
専
攻
を
擁
す
る
総
合
短
期
大
学
と
な
り
、

こ
の
短
期
大
学
家
政
科
食
物
栄
養
専
攻
に
栄
養
士
養
成
課
程
が

設
置
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
の
ル
ー

ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
18
歳
人
口
と
大
学
進
学
者

数
は
そ
の
後
漸
減
す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
女
子
高
校
生
の

４
年
制
大
学
へ
の
進
学
志
向
が
高
ま
り
、
短
期
大
学
の
将
来
を

懸
念
す
る
議
論
も
出
て
き
た
。
検
討
の
結
果
、
短
期
大
学
を
発

展
的
に
改
組
し
関
東
学
院
大
学
の
一
学
部
と
し
て
組
織
変
更
す

関
東
学
院
大
学
栄
養
学
部

倉
沢 

新
一
●
関
東
学
院
大
学
栄
養
学
部
長

大
学
教
育
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
養
成
課
程

明日への試み
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る
こ
と
に
な
り
、
短
期
大
学
の
入
学
定
員
を
基
に
人
間
環
境
学

部
が
設
置
さ
れ
、
栄
養
士
養
成
課
程
は
人
間
環
境
学
部
の
健
康

栄
養
学
科
と
し
て
入
学
定
員
を
１
０
０
名
に
増
員
し
、
こ
れ
ま

で
の
栄
養
士
養
成
課
程
に
加
え
、
新
た
に
管
理
栄
養
士
養
成
課

程
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
間
環
境
学
部
と
い
う
名
称
に
対
し
て
、
外
部
か

ら
、
特
に
高
等
学
校
の
進
路
指
導
の
先
生
方
、
受
験
生
や
そ
の

保
護
者
か
ら
は
、
学
部
名
か
ら
教
育
内
容
が
判
断
で
き
な
い
と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
関
連
し
て
、「
短
期
大
学
で
行
っ
て
い

た
栄
養
士
教
育
は
大
学
で
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
」「
栄
養
士
養

成
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
学
部
で
行
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
質
問
も
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
外
部
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
の
情
報
も
外
部
へ
発
信
す
る

大
学
の
情
報
も
、
学
部
名
と
そ
の
教
育
内
容
に
関
す
る
も
の
が

多
く
、
個
々
の
学
科
名
や
そ
の
教
育
内
容
に
関
す
る
情
報
は
圧

倒
的
に
少
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
関
東
学
院
大
学
が
管

理
栄
養
士
養
成
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
い
か
に
広
く
確
実
に
認

知
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
も
、
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科

を
設
置
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
に
お
け
る
教
育
の
特
徴
は
、
学
科

名
に
あ
る
よ
う
に
管
理
栄
養
士
の
養
成
で
あ
る
。
同
時
に
、
栄

養
士
、
食
品
衛
生
管
理
者
お
よ
び
食
品
衛
生
監
視
員
の
養
成
で

も
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
食
育
の
重
要
さ
に

鑑
み
、
栄
養
教
諭
の
一
種
免
許
が
取
得
で
き
る
教
職
課
程
、
さ

ら
に
は
、
食
品
関
連
分
野
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
フ
ー
ド
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
課
程
も
設
置
し
て
い
る
。
学
生
は
、
管
理

栄
養
士
養
成
課
程
の
必
修
科
目
を
中
心
に
学
び
な
が
ら
、
各
自

の
志
望
や
将
来
の
目
標
に
応
じ
て
、
他
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
必
要
な
科
目
も
学
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
栄
養
学
部
は
食
と
健
康
に
関
す
る
資
格
教
育
、

職
業
教
育
に
特
化
し
た
学
部
で
あ
る
。
栄
養
士
に
関
す
る
資
格

教
育
は
、
歴
史
的
な
背
景
か
ら
女
子
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
が
、
こ
れ
を
男
女
共
学
の
総
合
大
学
で
、
し
か
も
単

独
の
学
部
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
本
学
の
栄
養
学
部
の
特

徴
と
考
え
て
い
る
。

　

本
学
部
に
入
学
を
希
望
す
る
学
生
の
多
く
は
、
卒
業
後
に
資

格
を
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
学
生
で
あ
る
。
し

か
し
、
な
か
に
は
、
本
学
科
で
養
成
し
て
い
る
管
理
栄
養
士
な

ど
の
資
格
を
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
取
得
し
た
い
と
い
う
は
っ

き
り
と
し
た
希
望
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
な
ん
と
な
く
資
格
が

取
れ
る
学
科
に
進
学
す
れ
ば
、
将
来
何
か
し
ら
の
プ
ラ
ス
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
資
格
が
と
れ
る
も
の
な
ら
と
っ
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て
お
こ
う
と
い
っ
た
考
え
の
学
生
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な

学
生
に
対
し
て
は
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の
資
格
の
社
会
的
意
義

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
管
理
栄
養
士
に
関
わ
る
科
目
を
学
ぶ

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
、
維
持
す
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
た
人
材
と
し
て
社
会
に
送
り
出

せ
る
の
か
と
い
っ
た
面
の
教
育
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
国
家
試
験
の
合
格

が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
部
学
科
で
は
国
家
試
験
を
視
野
に
入
れ

た
教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
で
は
あ
っ

て
も
、
大
学
教
育
が
普
遍
的
に
追
究
す
べ
き
教
育
を
行
う
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。
国
家
試
験
対
策
は
、
ど
れ
だ
け
の
専
門
用
語

を
覚
え
た
か
と
い
っ
た
こ
と
に
偏
り
が
ち
に
な
る
が
、
国
家
試

験
の
予
備
校
化
で
は
な
く
、
体
系
的
な
学
問
を
学
べ
る
よ
う
な

教
育
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

１
学
部
１
学
科
で
は
、
教
養
を
身
に
付
け
る
共
通
科
目
が
手

薄
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
他
学
部
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
多

彩
な
教
養
科
目
群
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
全
体
で
は

Ｋ
Ｇ
Ｕ
（
関
東
学
院
大
学
）
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
入
門
や
神
奈

川
学
を
、
ま
た
学
科
と
し
て
は
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の
科
目

を
初
年
次
教
育
科
目
の
中
心
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
Ｋ
Ｇ
Ｕ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
入
門
は
、
大
学
４
年
間
で
積
み
上
げ
る
キ
ャ

リ
ア
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
を
ベ
ー
ス
に
卒
業
後
に
社
会
に
ど

の
よ
う
に
参
画
す
る
か
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
、
大

学
共
通
の
視
点
お
よ
び
学
科
の
特
性
に
合
わ
せ
た
視
点
に
立
っ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
神
奈
川
学
は
全
学
共
通
の
科
目
で
あ

り
、
行
政
、
歴
史・

文
化
、
地
域
づ
く
り
な
ど
全
９
科
目
が
配

置
さ
れ
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
大
学
で
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
事
項

を
確
認
す
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
養
う
。

　

専
門
基
礎
科
目
と
し
て
、
基
礎
化
学
、
基
礎
生
物
学
、
基
礎

化
学
実
験
を
準
必
修
科
目
に
、
理
科
系
の
基
礎
力
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
科
目
群
は
、
各
科
目
の
教
育
内
容

の
充
実
と
と
も
に
科
目
間
の
関
連
を
解
説
し
、
総
合
的
な
理
解

が
で
き
る
よ
う
な
講
義
を
心
が
け
て
い
る
。

　

国
家
試
験
の
合
格
率
は
、
本
学
部
の
教
育
水
準
を
表
す
一
つ

の
指
標
と
し
て
、
大
学
入
試
の
受
験
生
を
は
じ
め
、
各
関
係
者

に
は
大
き
な
関
心
の
あ
る
数
値
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

国
家
試
験
対
策
に
偏
っ
た
教
育
で
は
な
く
、
広
い
教
養
と
、
管

理
栄
養
士
と
し
て
求
め
ら
れ
る
知
識・

技
能
を
身
に
付
け
る
た

め
の
教
育
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本
学
部
本
学
科
に
お

明日への試み
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い
て
も
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
指
導
は
行
う
が
、
大
学
と
し

て
の
学
問
を
追
究
す
る
学
修
と
、
国
家
試
験
受
験
の
た
め
の
指

導
と
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
付
け
る
か
が
問
わ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

近
年
、
国
民
の
健
康
志
向
が
高
ま
る
と
と
も
に
医
療
費
削
減

の
観
点
か
ら
、
保
健
の
重
要
性
が
格
段
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
）

が
流
行
語
の
よ
う
に
な
り
、
主
に
食
生
活
が
主
原
因
の
生
活
習

慣
病
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
生
活
習
慣
病
の
治
療

お
よ
び
再
発
予
防
の
た
め
に
は
、
食
生
活
の
改
善
が
欠
か
せ
な

い
状
況
に
あ
る
。
一
歩
進
ん
で
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
一

次
予
防
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
適
切
な
食

生
活
を
実
践
す
る
た
め
の
指
導
を
行
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
、
管
理
栄
養
士・

栄
養
士
の
よ
り
一
層
の
活
躍
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
食
育
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
好
ま

し
い
食
生
活
確
立
の
た
め
に
幼
少
期
の
食
育
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、
栄
養
教
諭
制
度
が
発
足
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
学
部
で

も
栄
養
教
諭
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
機
に
、
食
の
安
心
安
全
に

対
す
る
関
心
が
深
ま
り
、
食
品
製
造
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特

に
食
品
衛
生
上
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
会
社
に
は
食
品
衛
生
管

理
者
を
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
や
自

治
体
に
は
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
監
視・

指
導・

検
査
を
職
務

と
す
る
食
品
衛
生
監
視
員
と
い
う
公
務
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
格
を
得
る
に
は
、
認
可
さ
れ
た
養
成
施
設
で
所
定

の
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
学
部
は
そ

の
養
成
施
設
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
的
な
重
要
度
が
増
し
て
い
る
管
理
栄
養
士
、

栄
養
士
、
栄
養
教
諭
、
食
品
衛
生
監
視
員
お
よ
び
食
品
衛
生
管

理
者
な
ど
の
資
格
者
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
本
学
部
の
存
在
意

義
で
あ
り
使
命
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
。
関
東
学
院
大
学
に

は
こ
れ
ら
の
資
格
者
を
養
成
し
て
い
る
学
部
が
あ
る
こ
と
を
社

会
に
よ
り
積
極
的
に
発
信
し
、
多
く
の
受
験
生
に
認
知
し
て
も

ら
い
、
教
育
を
通
し
て
優
秀
な
人
材
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が

社
会
に
対
す
る
責
務
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
社
会
の
要

請
に
応
え
る
教
育・

研
究
を
行
う
よ
う
努
め
た
い
。
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１　
は
じ
め
に

　

日
清・

日
露
戦
争
を
経
て
、
国
内
産
業
が
発
達
す
る
に
伴
っ
て
、

専
門
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
た
高
学
歴
者
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。

一
方
、
明
治
末
期
に
は
中
等
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
が
増
加
し
、

高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
要
求
も
高
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
動
き
に
迅
速
に
対
応
し
て
、
私
立
の
専
門
学

校
は
複
数
の
学
科
を
設
置
し
て
教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
た
。

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
慶
應
義
塾
が
初
め
て
大
学
部
を
設
け
、

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
は
東
京
専
門
学
校
が
予
科・

大
学
部

を
開
設
し
、
校
名
を
早
稲
田
大
学
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
専
門

学
校
令
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
多
く
の
私
立
専
門
学
校
が
「
大
学
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

質・

量
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
い
く
私
立
専
門
学
校
で
あ
っ
た

が
、「
大
学
」
と
称
し
て
も
法
律
上
の
大
学
で
は
な
い
た
め
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
、
名
実
と
も
に
大
学
と
し
て
認
め
る
よ
う
要

求
す
る
大
学
昇
格
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

大
正
に
な
っ
て
、
文
部
省
は
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
方
針
を
と

る
こ
と
と
な
り
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
大
学
令
を
公
布
し
、

帝
国
大
学
以
外
の
公
立・

私
立
の
大
学
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
と

し
た
。
大
学
に
昇
格
し
た
私
立
大
学
は
、
さ
ら
に
教
育・

研
究
の

充
実
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
総
合
大
学
化
を
推
進
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本
大
学
が
ど
の
よ
う
に
大
学
令
に

対
応
し
、
総
合
大
学
化
を
進
展
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。２　

山
岡
萬
之
助
の
大
学
経
営
方
針

　

日
本
大
学
の
前
身
で
あ
る
日
本
法
律
学
校
は
、
１
８
８
９
（
明

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

小
松 

修
●
日
本
大
学
広
報
部
大
学
史
編
纂
課
嘱
託

戦
前
の
私
立
大
学
の
総
合
大
学
化

─
大
正
か
ら
昭
和
初
年
の
日
本
大
学
─
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治
22
）
年
に
司
法
大
臣
山
田
顕
義
と
11
人
の
若
き
法
律
学
者
ら
に

よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
創
立
か
ら
わ
ず
か
３
年
後
の
１

８
９
２
（
明
治
25
）
年
に
山
田
が
急
逝
し
、
大
き
な
支
援
者
を
失

う
こ
と
と
な
っ
た
。
山
田
没
後
の
日
本
法
律
学
校
は
財
政
的
に
苦

し
い
状
況
が
続
い
た
が
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
予
科
と
大

学
部
を
設
け
て
、
日
本
法
律
学
校
か
ら
日
本
大
学
に
改
称
し
た
。

翌
年
に
は
専
門
学
校
令
に
よ
る
日
本
大
学
の
認
可
を
受
け
、
商
科
、

政
治
科
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

山
岡
萬
之
助
を
中
心
と
し
て
総
合
大
学
化
を
進
め
て
い
く
。

　

山
岡
は
、
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
日
本
法
律
学
校
を
卒
業

後
、
判
事・

検
事
登
用
試
験
に
合
格
し
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）

年
に
刑
法
の
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
の
１
９

１
０
（
明
治
43
）
年
に
日
本
大
学
教
授
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
学

監・

理
事・

学
長
を
歴
任
し
、
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に
は
第

３
代
総
長
に
就
任
し
た
。

　

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
学
監
と
な
り
日
本
大
学
の
運
営
を

任
さ
れ
た
山
岡
は
、
翌
年
に
総
長
松
岡
康
毅
と
と
も
に
、「
建
学
の

主
旨
及
綱
領
」
を
制
定
し
、
教
育
目
標
を
明
確
に
し
た
。
そ
の
上

で
、
日
本
大
学
が
発
展
す
る
方
法
と
し
て
、
①
優
れ
た
教
員
を
招

聘
し
、
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
、
入
学
希
望
者
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
②
経
費
削
減
の
た
め
、
学
部・

学
科
を
越
え
た
共
通
科
目
を
設

け
る
こ
と
③
国
家・

社
会
の
要
請
す
る
学
部・

学
科
を
増
設
す
る

こ
と
④
精
神
科
学
（
文
系
）
の
み
な
ら
ず
、
物
質
科
学
（
理
系
）

に
も
進
出
す
る
こ
と
⑤
社
会
に
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

―
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
総
合
大
学
化
を
推
進
し
た
の

で
あ
っ
た
。

３　
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格

　

山
岡
萬
之
助
が
日
本
大
学
の
経
営
を
担
っ
た
大
正
期
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
要
求
が
高
ま
り
、
大
学
令
が

公
布
さ
れ
、
私
立
専
門
学
校
が
帝
国
大
学
と
同
等
の
教
育
機
関
と

山岡萬之助（1876～1968）
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な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
認
可
に
際
し
て
は
困
難
な
問
題
（
供
託
金
と
施

設
の
充
実
）
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。
施
設
面
で
は
、
１
８
９
６
（
明

治
29
）
年
に
三
崎
町
に
独
立
校
舎
を
設
け
た
が
十
分
と
は
言
え
ず
、

新
校
舎
の
建
設
は
必
須
で
あ
っ
た
。
供
託
金
は
１
学
部
に
付
き
50

万
円
と
い
う
多
額
な
も
の
で
、
さ
ら
に
１
学
部
増
す
ご
と
に
10
万

円
が
加
え
ら
れ
た
。
日
本
大
学
は
法
文
学
部
と
商
学
部
の
設
置
を

考
え
て
い
た
の
で
、
60
万
円
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

主
だ
っ
た
私
立
の
専
門
学
校
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
４

月
を
目
指
し
て
昇
格
の
準
備
を
進
め
、
前
年
９
月
頃
に
は
そ
の
目

途
も
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
大
学
は
、
よ
う
や
く
新

校
舎
の
建
築
に
着
手
し
た
の
が
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
12
月
で
、

昇
格
可
能
の
内
示
を
得
た
の
は
翌
年
１
月
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
大
変
で
、
３
月
ま
で
に
煩
雑
な
書
類
を

作
成
し
、
供
託
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
書
類
は

山
岡
と
担
当
事
務
員
と
が
不
眠
不
休
で
仕
上
げ
た
が
、
困
っ
た
の

は
供
託
金
だ
っ
た
。
期
待
し
て
い
た
校
友
か
ら
の
募
金
は
思
う
よ

う
に
は
集
ま
ら
ず
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
状
況
を
救
っ
た
の
は
、
理
事
に
な
っ
た
ば
か
り
の
司
法
次

官
鈴
木
喜
三
郎
（
後
の
政
友
会
総
裁
）
で
、
募
金
が
集
ま
る
ま
で

15
万
円
を
立
て
替
え
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く
文
部

省
へ
の
手
続
き
を
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
提
出
期
限

間
際
の
３
月
６
日
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
難

を
乗
り
越
え
、
日
本

大
学
は
１
９
２
０

（
大
正
９
）
年
４
月

15
日
付
で
、
明
治・

法
政・

中
央・

國
學

院・

同
志
社
と
と
も

に
大
学
設
立
の
認
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
慶
應
義
塾・

早
稲
田
は
既
に
２
月
５

日
付
で
認
可
を
得
て
い
た
が
、
日
本
大
学
も
１
９
２
０
年
度
か
ら

私
立
大
学
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

４　
法
律
学
校
か
ら
総
合
大
学
へ

　

日
本
大
学
は
、
山
岡
の
経
営
方
針
に
沿
っ
て
、
大
学
昇
格
前
後

に
多
様
な
学
問
分
野
の
各
科
を
新
設
し
、
総
合
大
学
化
の
基
盤
を

整
え
て
い
く
。

1920年に落成した校舎

1102016.1　大学時報



　

山
岡
の
留
学
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
大
学
に
は
、
神
学
部
が
必
ず

置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本
で
も
民
族
の
伝
統
思
想
や
徳
育

を
講
義
す
る
宗
教
科
が
必
要
と
考
え
て
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年

に
設
置
。
教
誨
師・

少
年
保
護
司・

免
囚
保
護
と
い
っ
た
実
務
型

宗
教
家
の
養
成
も
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

１
９
２
０
年
の
大
学
昇
格
時
に
は
、
労
働
問
題・

社
会
思
想
な

ど
を
体
系
的
に
学
ぶ
社
会
科
を
、
さ
ら
に
、
日
本
大
学
で
初
の
理

系
分
野
の
教
育
機
関
と
し
て
、
夜
間
に
学
べ
る
中
堅
技
術
者
養
成

の
た
め
の
高
等
工
学
校
を
設
置
し
た
。

　

１
９
２
１
年
に
は
、
芸
術
学
部
の
原
点
と
な
る
美
学
科
（
後
に

文
学
科
芸
術
専
攻
→
芸
術
科
）
を
設
置
。
旧
制
時
代
に
、
大
学
の

学
部
で
実
技
も
指
導
す
る
芸
術
関
係
の
学
科
を
設
け
た
の
は
日
本

大
学
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
年
、
東
洋
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
合
併

し
て
専
門
部
歯
科
と
し
た
が
、
当
時
、
歯
科
医
学
教
育
機
関
は
国

内
に
わ
ず
か
７
校
の
み
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
に
よ
り
、
大
学
昇
格
の
た
め
に
苦
労
し
て
新
築
し
た
三
崎

町
校
舎
を
は
じ
め
、
駿
河
台
の
歯
科・

高
等
工
学
校
の
校
舎
な
ど

す
べ
て
の
施
設
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
岡
は
教
職
員
や
学
生
に

不
安
を
与
え
な
い
た
め
に
、
一
日
も
早
く
大
学
復
興
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
と
考
え
、
直
ち
に
三
崎
町
の
焼
け
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て

て
本
部
事
務
所
と
し
、
10
月
に
は
他
校
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
を

再
開
し
て
、
11
月
下
旬
に
は
仮
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
を
完
成
さ
せ
た
。

　

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
９
月
に
駿
河
台
、
１
９
２
６
（
昭
和

元
）
年
か
ら
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
か
け
て
三
崎
町
に
新
校

舎
が
完
成
し
た
。

　

１
９
２
６
年
、
医
育
統
一
（
医
学
専
門
学
校
を
医
科
大
学
に
昇

格
さ
せ
る
政
策
）
が
時
流
の
中
、
無
医
村
な
ど
で
治
療
に
当
た
る

医
師
を
速
成
す
る
た
め
に
、
専
門
部
医
学
科
を
設
置
し
た
。

　

関
東
大
震
災
の
復

興
に
は
、
高
等
工
学

校
の
卒
業
生
が
大
い

に
活
躍
し
た
。
そ
の

た
め
、
内
外
か
ら
学

部
設
置
の
機
運
が
高

ま
り
、
１
９
２
８

（
昭
和
３
）
年
に
工

学
部
（
現
理
工
学
部
）

を
設
置
。
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
に
次
い

で
、
私
立
大
学
と
し

て
は
２
番
目
の
工
学

駿河台仮校舎と建設中の新校舎（1925年6月）
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部
設
置
で
あ
っ
た
。

　

農
学
分
野
で
は
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
に
設
置
し
た
専
門

部
拓
殖
科
に
農
業
専
攻
を
設
け
た
が
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年

に
は
、
新
た
に
農
学
部
を
設
置
し
て
い
る
。

　

関
東
大
震
災
の
被
害
か
ら
短
期
間
に
復
興
し
、
経
済
恐
慌
の
中

で
さ
ら
に
教
育
組
織
を
拡
充
し
た
日
本
大
学
は
、
社
会
か
ら
も
注

目
を
集
め
た
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
４
月
15
日
付
『
読
売
新

聞
』
掲
載
の
「
学
園
展
望
」
の
日
大
の
巻
［
１
］
で
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
大
学
と
い
え
ば
苦
学
生
に
持
っ
て
来
い
の
法
律
の
夜

学
校
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
す
で
に
其
の
域
を
脱
し
、

法
科
、
政
治
科
、
商
科
、
文
科
、
医
科
、
工
科
と
堂
々
た
る

学
部
の
組
織
が
完
成
さ
れ
、
医
科
と
工
科
と
歯
科
と
の
た
め

に
は
駿
河
台
に
巍
然
た
る
校
舎
が
新
設
さ
れ
、
慶
応
病
院
を

凌
げ
ば
と
て
劣
ら
ぬ
設
備
を
も
っ
た
付
属
病
院
さ
え
あ
る
。

　

又
、
本
所
と
阿
佐
ヶ
谷
に
は
第
一
、
第
二
の
付
属
中
学
が

あ
り
、
大
阪
に
は
専
門
学
校
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
付
属
中

学
も
あ
っ
て
、
此
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
学
生
数
は
、
約
一

万
六
千
名
に
達
し
て
い
る
。（
以
下
略
）

　

こ
の
よ
う
に
、
次
々
と
多
分
野
に
わ
た
る
学
部・

専
門
部
な
ど

の
学
科
を
拡
充
し
、
併
せ
て
付
属
中
学
校・

商
業
学
校
、
大
阪
専

門
学
校
（
後
の
近
畿
大
学
）
を
設
置
し
た
。

　

特
に
、
多
額
の
設
備
資
金
や
運
営
経
費
が
か
か
り
、
優
れ
た
教

員
を
揃
え
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
私
立
大
学
が
躊

躇
し
た
工
学・

医
歯
学
系
の
分
野
に
進
出
し
た
こ
と
は
、
山
岡
萬

之
助
の
時
代
を
見
据
え
た
英
断
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

５　
勤
労
学
生
と
女
子
学
生
の
活
躍

　

日
本
大
学
は
、
日
本
法
律
学
校
と
し
て
創
立
以
来
、
夜
間
授
業

が
中
心
で
あ
っ
た
。
早
稲
田
大
学
や
慶
應
義
塾
な
ど
は
、
大
学
昇

格
以
前
か
ら
昼
間
の
授
業
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
多
く
の

私
立
専
門
学
校
は
夜
間
の
授
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

大
学
昇
格
後
、
他
の
私
立
大
学
は
昼
間
授
業
に
移
行
し
た
が
、

日
本
大
学
は
、
大
学
部
に
昼
間
部
の
み
な
ら
ず
夜
間
部
も
設
置
し

た
。
夜
間
部
の
定
員
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
っ
た
が
、
１
９
３

４
（
昭
和
９
）
年
に
文
学
科
以
外
の
夜
間
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、

10
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

夜
間
部
で
は
、
官
立
の
大
学
教
授
や
現
役
の
判
事・

検
事
な
ど
、

当
代
一
流
の
学
者
の
講
義
を
受
講
で
き
る
た
め
、
働
き
な
が
ら
学

ぶ
学
生
に
と
っ
て
は
魅
力
的
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
治
家・

裁

判
官・
弁
護
士・

中
等
学
校
教
員
な
ど
を
目
指
し
て
向
学
心
に
燃

え
る
多
様
な
学
生
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
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ど
は
、
昼
間
の
勤
務
に
よ
る
疲
労
に
耐
え
な
が
ら
勉
学
に
励
む
勤

労
学
生
で
、
夜
間
部
に
あ
っ
て
も
昼
間
部
に
は
負
け
な
い
と
い
う

自
負
心
を
持
ち
、
母
校
愛
に
溢
れ
、
人
間
的
つ
な
が
り
も
強
固
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
正
期
に
な
る
と
、
女
子
の
高
等
教
育
へ
の
要
求
の
高

ま
り
の
中
で
、
日
本
大
学
は
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
専
門

部
各
科
と
高
等
師
範
部
に
女
子
の
入
学
を
認
め
、
翌
年
か
ら
は
学

部
で
も
選
科
生
と
し

て
入
学
を
認
め
た
。

女
子
学
生
の
入
学
目

的
は
、
自
活
と
自
立

を
求
め
て
専
門
教
育

や
職
業
教
育
を
受
け

る
こ
と
に
あ
り
、
男

子
学
生
に
負
け
な
い

旺
盛
な
知
識
欲
を

も
っ
て
勉
学
に
励
ん

だ
。
演
説
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、

女
性
の
立
場
か
ら
女

子
教
育
や
婦
人
問
題

な
ど
を
論
じ
て
注
目
を
浴
び
た
。

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
、
学
内
に
女
子
学
生
会
に
よ
る
「
桜

明
会
」
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
に
は
、
東
京
帝
国
大
学・

早
稲
田
大

学
な
ど
の
女
子
学
生
と
と
も
に
「
全
国
女
子
学
生
連
盟
」
を
結
成

し
、
女
子
大
学
の
設
置
、
女
子
の
大
学
へ
の
正
規
入
学
を
要
求
す

る
運
動
を
展
開
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
大
学
卒
」
の
待
遇
を
受
け
ら
れ
な
い
当
時
の
社
会
状

況
の
も
と
、
日
本
大
学
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
、
１
９
３
３
（
昭
和

８
）
年
に
「
女
子
校
友
会
」
が
結
成
さ
れ
、
社
会
一
般
に
女
性
の

大
学
卒
業
生
を
認
め
さ
せ
る
運
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
女
性
の
地

位
向
上
に
貢
献
し
た
。

６　
お
わ
り
に

　

日
本
大
学
は
、
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
期
で
あ
る
大
正
か
ら
昭

和
初
年
に
か
け
て
、
法
律
学
校
の
伝
統
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

社
会
の
要
請
と
学
術
の
進
展
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
人
文・

社
会・

芸
術・

工
学・

歯
学・

医
学・

農
学
の
広
い
領
域
に
わ
た
る
学
部・

学
科
を
設
置
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
法
律
専
門
学
校
か
ら
総
合
大
学
へ
と
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
、
今
日
の
日
本
大
学
の
原
型
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

女子学生懇親会風景
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

創
立
１
３
８
年
、
い
ま
育
成
す
る
女
性

　

梅
花
女
子
大
学
は
、
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
創
立
の
梅
花
女

学
校
を
前
身
と
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
女
子
大
学
で

あ
る
。
梅
花
女
学
校
は
、
女
性
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
明
治
維
新
直
後
に
、
真
の
愛
と
教
養
を
学
び
新
し
い
日
本

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
女
性
の
育
成
と
い
う
大
き
な
使
命
と
情
熱

を
も
っ
て
開
校
し
た
。
創
立
時
の
建
学
の
精
神
を
継
承
し
て
１
３

８
年
。
本
学
の
目
指
す
学
生
像
は
、
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
そ
の

解
決
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ

る
女
性
。
気
品
を
備
え
、
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
エ
レ
ガ
ン
ト
な

女
性
。
こ
れ
ら
を
併
せ
持
ち
、
積
極
的
に
社
会
に
貢
献
す
る
表
現

力
豊
か
な
自
立
し
た
女
性
で
あ
る
。
本
学
で
の
学
び
を
基
に
、
卒

業
後
、「
仕
事
力
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
女
性
」
と
し
て
社
会
で
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

建
学
の
精
神
を
実
践
す
る
「
お
し
ゃ
れ
の
日
」

　

実
践
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月
１
日
を
、「
お
し
ゃ
れ
の
日
」
に
し

て
い
る
。「
お
し
ゃ
れ
の
日
」
と
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス

を
体
現
す
る
日
で
あ
る
。
お
し
ゃ
れ
と
い
っ
て
も
、
た
だ
外
見
を

着
飾
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
た
身
だ
し
な

み
や
マ
ナ
ー
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
内
面
も
磨
き
、
他
者
へ
の

配
慮
や
気
配
り
の
で
き
る
品
性
あ
る
人
と
し
て
、
い
か
な
る
場
面

に
お
い
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
で
ス
マ
ー
ト
な
身
の
こ
な
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
特
に
１
日
は
、
い
つ
も
よ
り
意
識

し
て
、
各
自
が
考
え
る
「
お
し
ゃ
れ
」
を
す
る
日
と
定
め
て
い
る
。

　

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
毎
月
の
テ
ー
マ
も
設
定
し
て

い
る
。
１
月
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
」、
２
月
は
「
美
し

い
姿
勢
で
歩
く
」、
３
月
は
「
い
つ
で
も
笑
顔
」、
４
月
は
「
お
も

て
な
し
」。
そ
の
他
に
も
「
審
美
眼
を
磨
く
」
や
「
感
謝
」
な
ど
、

外
見
へ
の
意
識
と
と
も
に
内
面
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
を
月
ご

と
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
毎
月
貼
り
だ
さ
れ
る
テ
ー
マ
ポ
ス
タ
ー

を
見
て
姿
勢
を
正
し
た
り
、
笑
顔
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

「
お
し
ゃ
れ
の
日
」

―
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
の
実
践
―

［
梅
花
女
子
大
学
］

藤
原 

美
紀
●
梅
花
女
子
大
学
企
画
部
長

《
記
念
日
編
》
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継
続
す
る
と
自
然
に
身
に
付
く
こ
と
が
多
い
と
感
じ
る
。
外
来
の

お
客
様
か
ら
、「
１
日
だ
か
ら
お
し
ゃ
れ
し
て
き
ま
し
た
！
」
と
話

題
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
撮
影

会
や
「
お
し
ゃ
れ
」
ポ
イ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、「
週
刊

お
し
ゃ
れ
キ
ャ
ン
パ
ス
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
も
し
て
い
る
。
初
め
は
「
何
を
着
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
？
」「
お
し
ゃ
れ
の
定
義
っ
て
？
」
な
ど
戸
惑
い
の
声
も
あ
っ
た

が
、
年
月
が
経
つ
に
し
た
が
っ
て
意
識
が
浸
透
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
一
、お
し
ゃ
れ
な
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
め
ざ
し
て

　

キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
学
び
の
空
間
も
、
感
受
性
や
マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
る
大
切
な
場
所
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
学
は
大
阪
北
部
の

緑
豊
か
な
丘
の
上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
環
境
か
ら
「
茨
木
ガ
ー

デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
四
季

折
々
の
花
が
咲
き
、
昨
年
４
月
に
は
芝
生
広
場
に
川
の
流
れ
る
水

辺
空
間
も
誕
生
し
た
。
学
生・

教
職
員
は
、
お
し
ゃ
れ
で
美
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
者
と
し
て
立
ち
居
振
る
舞
い
を
自
然
に
意
識

し
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
職
員
が
企

画
し
て
、
学
生
食
堂
で
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
や
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
一
、
感
動
の
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
記
念
日
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
強
制

で
は
な
く
自
然
に
お
し
ゃ
れ
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
新
し
い
行
動

も
始
ま
っ
た
。
毎
月
15
日
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

多
く
の
感
動
に
出
会
え
る
大
学
を
目
指
し
て
、「
感
動
の
日
」
と
し

て
い
る
。
ま
ず
は
教
職
員
が
学
生
に
感
動
を
提
供
す
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
る
。
感
動
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
る
が
、
感
動
と
い
う
無
形
の
サ
ー
ビ
ス
は
時
と
し
て
と
て
も

難
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
常
の
小
さ
な
感
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
一
お
し
ゃ
れ
で
感
動
あ
ふ
れ
る
女
子

大
学
を
実
現
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
く
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

國
學
院
大
學
で
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
神
道
文
化
学
部
主
催
の

行
事
と
し
て
成
人
加
冠
式
を
行
っ
て
い
る
。
古
来
、
元
服
す
る
者

に
冠
を
か
ぶ
ら
せ
た
故
事
に
な
ら
い
、
成
人
を
迎
え
た
学
生
を
対

象
に
式
典
を
実
施
し
て
い
る
。
式
は
、
加
冠
の
儀
、
大
学
神
殿
奉

告
の
儀
、
祝
賀
の
三
部
構
成
で
、
全
体
で
２
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。

　

前
年
の
12
月
中
旬
に
受
付
が
始
ま
る
が
、
開
始
か
ら
数
時
間
で

50
名
ほ
ど
の
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
。
行
事
は
神
道
文
化
学
部
の

み
な
ら
ず
全
学
部
に
開
か
れ
て
お
り
、
希
望
者
が
増
え
続
け
て
い

る
。
神
社
界
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
多
く
の
装
束
を
用
意
な
ど
し

て
い
る
が
今
後
一
層
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

参
加
す
る
学
生
に
は
二
度
の
指
導
機
会
を
設
け
て
い
る
。
白
衣・

白
袴
を
着
付
け
た
こ
と
の
な
い
学
生
に
は
、
事
前
に
着
装
指
導
講

習
を
最
低
１
回
は
受
講
す
る
よ
う
指
導
す
る
。
七
五
三
の
よ
う
に

た
だ
着
せ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
大
人
に
な
る
心
構
え
と
主
体

的
な
関
与
を
促
す
た
め
で

あ
る
。
今
一
度
は
作
法
指

導・

習
礼
（
し
ゅ
ら
い
：

事
前
リ
ハ
ー
サ
ル
の
こ

と
）
で
、
当
日
の
「
式
」

の
流
れ
の
説
明
や
作
法
の

指
導
を
し
、
着
装
す
る
装

束
を
決
定
す
る
。

　

加
冠
の
儀
は
新
成
人
の

入
場
か
ら
始
ま
る
。
新
成

人
の
父
母
や
教
職
員
が
見

守
る
森
厳
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
新
成
人
と
加
冠
役

が
入
場
す
る
。
加
冠
役
の

教
員
が
男
子
学
生
に
は
成

人
の
証
し
で
あ
る
冠
、
女

子
学
生
に
は
釵
子
（
さ
い

し
）
を
頭
に
着
け
、
成
人

と
し
て
の
姿
に
な
る
。
そ

の
後
、
神
道
文
化
学
部
長

成
人
加
冠
式

―
大
人
に
な
っ
た
自
覚
を
促
す

［
國
學
院
大
學
］

石
井 

研
士
●
國
學
院
大
學
副
学
長

《
記
念
日
編
》

男子学生の加冠女子学生の釵子
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が
教
職
員
を
代
表
し
て
祝

辞
を
述
べ
、
新
成
人
代
表

が
答
辞
を
行
う
。

　

加
冠
の
儀
終
了
後
、
加

冠
役
と
新
成
人
が
学
内
に

祀
ら
れ
て
い
る
神
殿
に
参

拝
す
る
。
神
殿
に
て
新
成

人
が
誓
詞
奏
上
の
後
、
玉

串
拝
礼
を
行
う
。
加
冠
式

の
会
場
と
な
っ
て
い
る
祭

式
教
室
へ
戻
る
と
き
に
は
、

で
き
る
だ
け
遠
回
り
を
し

て
学
内
を
巡
行
す
る
。
出

迎
え
る
学
生
や
教
職
員
の

笑
顔
と
拍
手
が
う
れ
し
い
。

　

祭
式
教
室
に
戻
る
と
、

祝
賀
の
儀
の
た
め
の
設
定

が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
本

学
学
生
に
よ
る
雅
楽
、
神

楽
舞
が
披
露
さ
れ
る
。
最

後
に
進
行
役
か
ら
成
人
加

冠
式
の
終
了
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
場
は
と
た
ん
に
厳
粛
さ
が
う
ち

と
け
ホ
ッ
と
し
た
和
や
か
な
雰
囲
気
へ
と
変
わ
る
。
加
冠
式
に
参

加
し
た
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
父
兄
の
感
慨
は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
に
始
ま
り
、
家
族
や
友
人
の
間
で
笑
い
声

が
起
こ
り
、
写
真
撮
影
が
始
ま
る
。
正
装
を
し
た
教
職
員
は
人
気

者
で
、
多
く
の
学
生
や
父
母
と
一
緒
に
笑
顔
で
写
真
に
収
ま
る
。

退
室
す
る
際
に
、
紅
白
の

饅
頭
が
記
念
品
と
し
て
贈

ら
れ
る
。

　

成
人
加
冠
式
は
、
両
親

や
教
職
員
の
前
で
大
人
と

し
て
の
自
覚
を
促
す
た
め

の
儀
礼
で
あ
り
、
神
殿
に

奉
告
す
る
こ
と
で
決
意
を

新
た
に
す
る
。
行
政
に
よ

る
成
人
式
と
は
異
な
り
、

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ

る
神
道
精
神
を
具
体
的
に

表
明
し
、
体
得
す
る
た
め

の
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

祝賀の舞 神殿奉告

記念撮影
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

聖
学
院
大
学
は
、
２
０
１
５
年
に
創
立
27
周
年
を
迎
え
た
。
創

立
記
念
の
行
事
は
、
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に

よ
る
教
育
を
根
幹
に
据
え
る
本
学
と
し
て
、
創
立
を
記
念
し
て
全

学
礼
拝
を
守
る
と
と
も
に
、
学
外
講
師
を
招
い
て
講
演
会
な
ど
が

催
さ
れ
る
。
恒
例
の
一
連
の
行
事
の
な
か
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン･

フ
ィ
ル
に
所
属
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍
す
る
演
奏
家

に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
四
重
奏
団
を
お
招
き
し
て
、
本
学
チ
ャ
ペ

ル
を
会
場
と
し
て
催
さ
れ
る
音
楽
会
が
あ
る
。

　

こ
の
催
し
も
２
０
１
５
年
に
第
十
一
回
を
迎
え
、
10
月
24
日
の

夕
刻
に
開
催
さ
れ
た
。
本
年
お
招
き
し
た
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン・

ピ

ア
ノ
四
重
奏
団
で
あ
る
。
生
粋
の
ウ
ィ
ー
ン
出
身
の
著
名
な
音
楽

一
家
フ
リ
ー
ダ
ー
家
の
長
男
で
あ
る
ク
レ
メ
ン
ツ・

フ
リ
ー
ダ
ー

が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
、
次
男
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン・

フ
リ
ー
ダ
ー
が

ピ
ア
ノ
を
そ
れ
ぞ
れ
奏
し
、
そ
の
二
人
に
、
ヴ
ィ
オ
ラ
に
は
ウ
ィ
ー

ン・

フ
ィ
ル
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
ギ
ュ
ン
タ
ー・

ザ

イ
フ
ェ
ル
ト
、
チ
ェ
ロ
に
グ
ス
タ
フ・

リ
ヴ
ィ
ニ
ウ
ス
を
配
し
た

四
重
奏
団
で
あ
る
。

　

演
奏
は
、
時
に
弦
楽
器
だ
け
に
よ
る
曲
目
を
交
え
、
多
彩
な
ア

レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
変
ホ
長
調
に
始
ま
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
た
め
の
二
重
奏
曲
ト
長
調
、
シ
ュ
ー
マ

ン
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
が
奏
で
ら
れ
、
最
後
に
高
橋
幸
代
編
曲
の

日
本
の
歌
の
メ
ド
レ
ー
、
タ
ン
ゴ
の
メ
ド
レ
ー
へ
と
続
い
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
の
香
り
を
き
わ
め
て
身
近
に
、
学
生
、
大
学

関
係
者
、
近
隣
の
市
民
の
方
々
と
共
に
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
た
、

秋
深
ま
る
一
夕
の
至
福
の
時
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
わ
が
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
は
２
０
０
４
年
11
月
に
献

堂
式
を
挙
行
し
た
。
著
名
な
建
築
家
香
山
壽
夫
氏
（
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
元
聖
学
院
大
学
大
学
院
客
員
教
授
）
の
設
計
に
よ
る
本

学
が
誇
る
建
築
で
あ
る
。
周
囲
に
南
欧
風
の
建
物
群
を
配
し
た
一

連
の
た
た
ず
ま
い
は
、
中
景
遠
景
の
眺
望
が
特
に
美
し
い
。
チ
ャ

ペ
ル
内
部
は
、
正
面
に
向
か
っ
て
、
二
階
の
席
が
一
階
の
フ
ロ
ア
ー

を
取
り
囲
む
よ
う
に
円
形
を
な
し
て
い
る
。
こ
こ
は
日
々
の
礼
拝

の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
入
学
式・

卒
業
式
な
ど
、
恒
例
の
大

ウ
ィ
ー
ン
の
香
り
を
運
ぶ 

創
立
記
念
音
楽
会

［
聖
学
院
大
学
］

清
水 

正
之
●
聖
学
院
大
学
学
長

《
記
念
日
編
》
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学
行
事
の
会
場
と
も
な
る
。
音
響
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
設
計
で

あ
り
、
そ
の
効
果
は
極
め
付
け
で
あ
る
。
箱
船
を
模
し
た
中
央
部

分
の
楕
円
形
ド
ー
ム
型
の
天
井
は
、
音
響
効
果
を
一
層
高
め
て
い

る
。
室
内
楽
の
練
達
の
演
奏
家
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、
さ
ら
に

芳
醇
さ
を
増
し
て
堪
能
で
き
る
の
も
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
の
も
た
ら
す

恩
恵
で
あ
る
。

　

こ
の
日
は
、ウ
ィ
ー
ン
四
重
奏
団
と
大
学
の
交
響
楽
団
、日
頃
か

ら
熱
心
に
指
導
し
て
い
る
教
員
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

ヘ
ン
デ
ル
の
「
王
宮
の
花
火
」
を
軽
や
か
に
聴
か
せ
て
く
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
四
重
奏
団
に
は
、
わ
が
交
響
楽
団
か
ら
普
段
の
力
量
以

上
の
も
の
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
演
奏
し
た
学
生
も
、こ
れ

を
機
に
多
く
を
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
晴
れ
や
か
な
彼
ら
の
表
情
が

印
象
深
か
っ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
続
い
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

チ
ャ
ペ
ル
は
私
た
ち
の
大
学
の
祈
り
の
場
で
あ
り
、
精
神
的
な

中
心
で
も
あ
る
。
こ
の
夕
べ
は
、
調
和
あ
ふ
れ
る
音
楽
に
し
ば
し

耳
を
傾
け
、
音
楽
を
通
し
て
平
和
へ
の
願
い
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
貴

重
な
ひ
と
と
き
と
も
な
っ
た
。
音
楽
会
の
終
了
後
は
、
東
日
本
大

震
災
へ
の
寄
付
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。

　

創
立
記
念
音
楽
会
に
は
、
学
内
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
例
年
、

多
く
の
近
隣
の
市
民
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
。
本
年
も
、
８
０
０

人
を
超
え
る
来
場
者
の
う
ち
半
数
以
上
が
一
般
の
方
々
で
あ
っ
た
。

恒
例
の
音
楽
会
を
楽
し
み
に
し
て
遠
方
か
ら
お
い
で
い
た
だ
い
て

い
る
常
連
の
方
も
多
い
。
ウ
ィ
ー
ン
四
重
奏
団
の
音
楽
会
は
、
駒

込
に
あ
る
聖
学
院
小
学
校
で
も
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
ま
た
盛
況
で

あ
っ
た
。
ま
だ
歴
史
の
浅
い
大
学
に
お
い
て
、
こ
の
音
楽
会
が
地

域
貢
献
の
具
体
的
活
動
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
喜
び
で
も
あ
る
。

　

大
学
が
こ
の
埼
玉・

上
尾
の
地
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
は
や
27

年
と
な
る
こ
と
は
冒
頭
で
触
れ
た
。
地
域
の
町
お
こ
し
へ
の
積
極

的
提
言
と
参
加
、
幼
児・

児
童
教
育
へ
の
貢
献
、
地
域
福
祉
へ
の

実
践
的
貢
献
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
学
と
し
て
し
っ
か
り
と

埼
玉
お
よ
び
上
尾
の
地
に
足
を
置
い
て
き
た
。
そ
れ
ら
が
、
い
ま

実
り
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
今
後
も
、
教
育
活
動・

研
究
活
動

を
通
し
て
な
お
一
層
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
幸
せ
の
増
大
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

音
楽
と
い
う
国
際
的
な
共
通
言
語
に
よ
る
、
地
域
に
も
開
か
れ

た
こ
の
催
し
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
類
の
課
題
に
学
問
的
な
ま
な

ざ
し
を
向
け
、
普
遍
の
真
理
を
探
究
す
る
こ
と
に
力
を
尽
く
す
と

と
も
に
、
他
方
で
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
に
向
き
合
い
、
具
体
的
な
場

に
お
け
る
実
践
と
貢
献
を
研
究
教
育
の
使
命
に
掲
げ
る
本
学
の
存

在
根
拠
に
か
か
わ
る
重
要
か
つ
中
心
的
な
活
動
の
表
れ
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
行
事
で
あ
る
。
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山
岡　
本
日
は
、
小
説
家
の
三
上
延
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
ホ
ラ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
を
題
材
に

し
た
『
ダ
ー
ク・

バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
』
で
デ
ビ
ュ
ー

さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
は
古
書
に
ま
つ
わ
る
秘
密

を
題
材
に
し
た
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』

を
発
表
。
ホ
ラ
ー
か
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ま
で
、
幅

広
い
作
風
で
活
躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
シ
リ
ー
ズ
は

た
い
へ
ん
な
人
気
で
、
累
計
が
６
０
０
万
部
を
突

破
し
た
そ
う
で
す
ね
。

書
き
始
め
る
前
に〝
詰
ま
る
〟 

―「
読
ん
で
調
べ
て
」の
繰
り
返
し

三
上　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
い

ま
、
シ
リ
ー
ズ
の
新
刊
の
準
備
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
、〝
詰
ま
っ
て
〟
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
岡　
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
〝
詰
ま
る
〟
の
で
し
ょ

う
か
。

三
上　
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
は
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
の
で
、
ど
う
や
っ
て
エ
ン

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

小
説
家三

上 

延
さ
ん
に
聞
く

み
か
み・

え
ん

武
蔵
大
学
人
文
学
部
社
会
学

科
卒
。
高
校
時
代
か
ら
小
説

家
を
目
指
し
、
古
書
店
勤
務

な
ど
を
経
て
、
２
０
０
２
年

『
ダ
ー
ク・

バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
』

で
デ
ビ
ュ
ー
。
２
０
１
１
年

の
古
書
ミ
ス
テ
リ
ー『
ビ
ブ

リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』

が
人
気
と
な
り
、『
ビ
ブ
リ
ア

古
書
堂
の
事
件
手
帖
４
』
が

日
本
推
理
作
家
協
会
賞
長
編

お
よ
び
連
作
短
編
集
部
門
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
。

聞
き
手 

山
岡
三
子
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
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タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
持
た
せ
つ
つ
、
ミ
ス
テ

リ
ー
の
形
に
納
め
る
の
か
が
、
毎
回
、
一
番
の
悩

み
で
す
。
あ
と
は
、
取
り
上
げ
る
本
を
選
ぶ
と
こ

ろ
ま
で
が
た
い
へ
ん
で
す
ね
。
書
き
始
め
た
ら
書

き
始
め
た
で
悩
む
の
で
す
が
、
文
字
に
す
る
前
段

階
の
書
き
始
め
る
前
が
一
番
き
つ
い
で
す
。
七
転

八
倒
し
な
が
ら
、
資
料
を
地
道
に
「
読
ん
で
調
べ

て
、
読
ん
で
調
べ
て
」
の
繰
り
返
し
で
す
。

山
岡　
最
新
刊
で
あ
る
第
６
巻
の
あ
と
が
き
に
、

あ
と
１
～
２
巻
で
終
わ
る
つ
も
り
だ
と
書
か
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

三
上　
物
語
の
時
代
設
定
を
２
０
１
０
年
頃
に
し

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
題
材
に
し
た
古
書
が
、

２
０
１
０
年
の
時
点
で
復
刊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
に
、
執
筆
段
階
で
復
刊
さ
れ
て
い
た
り
す
る
と
、

読
者
が
違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
１
０

０
年
く
ら
い
前
の
古
書
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
数
年

で
事
情
が
変
わ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
古
い
と
今
度
は
読
者
が
分
か
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
い
つ
も
悩
ん
で
い
ま
す
。

山
岡　
同
作
品
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
や
マ
ン
ガ
化

も
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

い
ま
す
ね
。
私
が
教
え
て
い
る
学
生
の
間
で
も
、

栞
子
と
い
え
ば
、「
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
」
の
店
主
と

い
う
く
ら
い
、
本
を
読
ま
な
い
と
言
わ
れ
る
若
者

に
も
浸
透
し
て
い
ま
す
。

三
上　
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
シ
リ
ー

ズ
は
、
私
が
そ
れ
以
前
に
書
い
た
も
の
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
発
行
部
数
に
な
っ
た
の
で
、

一
時
期
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
し
、

書
く
苦
労
が
減
っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
逆

に
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
で
、
事
前
の
リ
サ
ー
チ
が
厳
し
く
な
ら
ざ

る
を
得
ず
、
リ
サ
ー
チ
に
時
間
を
取
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
で
古
書
ば
か
り
取
り
上
げ
て
い
て
大
丈
夫

か
な
と
思
う
と
き
も
あ
る
の
で
す
が
、「
自
分
が
好

き
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
小
説
と
し
て
取
り
上

げ
た
も
の
を
「
お
も
し
ろ
い
」「
読
ん
で
み
た
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
し
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

実
在
の
も
の
を 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
す
る
た
め
に

山
岡　
読
者
の
期
待
も
、
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
る
ご

と
に
高
ま
り
ま
す
し
ね
。

三
上　
古
書
は
本
当
に
こ
わ
い
ジ
ャ
ン
ル
で
、
ど

ん
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
も
、
日
本
の
ど
こ
か

に
絶
対
に
そ
の
専
門
家
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。

あ
る
古
書
に
つ
い
て
、
カ
バ
ー
が
掛
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
書
い

た
と
こ
ろ
、「
初

版
に
は
カ
バ
ー

は
な
く
、
パ
ラ

フ
ィ
ン
紙
に
包

ま
れ
て
い
た
」

と
読
者
か
ら
ご

指
摘
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ

り
、
血
の
気
が

引
く
思
い
を
し

ま
し
た
。
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物
語
と
し
て
は
完
全
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、

実
在
す
る
本
を
題
材
と
し
て
お
り
、
実
在
の
も
の

を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
し
て
い
る
以
上
は
、

詳
細
に
は
こ
だ
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

事
前
の
リ
サ
ー
チ
を
小
手
先
で
済
ま
せ
る
わ
け
に

は
い
か
ず
、
出
版
ま
で
の
時
間
が
ど
ん
ど
ん
長
く

な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
高
校
時
代 

―
ガ
ル
シ
ア・

マ
ル
ケ
ス
、演
劇
、映
画
、

音
楽

山
岡　
小
説
家
に
な
り
た
い
と
思
わ
れ
た
の
は
い

つ
頃
で
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
上　
た
ぶ
ん
高
校
生
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
の
最
初
の
本
が
出
た
の
は
30
歳
の
時
で
、
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
の
レ
ー
ベ
ル
で
し
た
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
で
は
、
読
者
に
年
齢
が
近
い
20
代
の
書
き
手
が

多
い
の
で
、
小
説
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
遅
い

ほ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

山
岡　
小
説
家
に
な
り
た
い
と
思
う
人
は
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
時
代
か
ら
の
目
標
で

あ
る
小
説
家
に
な
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
上　
自
分
が
書
い
た
小
説
を
人
に
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
書
き
続
け
て
い
れ

ば
、
い
つ
か
小
説
家
に
な
れ
る
に
違
い
な
い
と
考

え
、
と
に
か
く
書
い
て
い
ま
し
た
。
完
全
に
思
い

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

山
岡　
高
校
時
代
に
書
か
れ
た
小
説
は
ど
の
よ
う

な
内
容
の
…
…
。

三
上　

あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い
の
で
す
が

（
笑
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ガ
ル
シ
ア・

マ
ル
ケ
ス
と

い
う
小
説
家
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
と
っ
て
日
本

で
も
ブ
ー
ム
に
な
り
、
高
校
生
で
も
文
庫
本
を
入

手
し
や
す
く
て
よ
く
読
ん
で
い
た
の
で
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
幻
想
文
学
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
、

日
本
を
舞
台
に
し
た
物
語
で
し
た
。
友
人
に
は
「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
一
方
で
、「
お
も
し

ろ
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
余
計

に
思
い
上
が
っ
ち
ゃ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
は
勉
強
よ
り
も
、
演
劇
や
映
画
や
、
バ
ン

ド
ブ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
音
楽
な
ど
に
も
興
味
が

あ
っ
て
、
目
に
入
る
も
の
は
全
部
楽
し
ん
で
、
吸

収
し
て
や
ろ
う
と
い
う
感
じ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
ペ
ン
と
紙
さ

え
あ
れ
ば
一
人
で
楽
し
め
る
娯
楽
と
し
て
の
小
説

が
、
全
体
の
興
味
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

武
蔵
大
学
で
は
文
芸
部
の
副
部
長
を
し
て
い
ま

し
た
。
お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
感

想
、
と
い
う
か
悪
口
を
言
い
合
う
グ
ル
ー
プ
が
部

内
に
あ
っ
て
、
小
説
の
書
き
方
こ
そ
教
わ
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
リ
サ
ー
チ
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
、
い
ま
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、
自
分
に
は
才
能
が

三
上
延
さ
ん
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あ
る
と
錯
覚
し
て
い
て
、「
卒
業
し
て
も
就
職
は
せ

ず
に
小
説
家
に
な
る
」
と
親
に
宣
言
し
た
時
の
、

親
の
い
や
な
顔
は
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

ま
は
。

山
岡　
自
信
が
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

（
商
業
）作
家
に
な
る
と
い
う
こ
と

三
上　
商
業
作
家
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
か
、
全
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
く
て
、

作
品
を
書
き
、
新
人
賞
に
応
募
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
う
ち
小
説
家
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
漫
然
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
。

山
岡　
実
際
に
小
説
家
の
道
に
入
っ
た
後
は
い
か

が
で
し
た
か
。

三
上　
28
歳
の
時
に
、
い
っ
た
ん
は
小
説
家
を
諦

め
て
古
書
店
で
働
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
書

き
始
め
て
新
人
賞
に
応
募
し
、
落
選
は
し
た
も
の

の
拾
い
上
げ
て
い
た
だ
い
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度
の
短
編
を

１
年
か
け
て
仕
上
げ
る
よ
う
な
、「
だ
め
な
小
説
家

志
望
」
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
し
た
が
、
小
説
だ
け
で

食
べ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
３
カ
月
に
１
冊
出

す
の
が
プ
ロ
だ
と
編
集
者
に
言
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
４
５
０
枚
く
ら
い
の

原
稿
を
、
リ
サ
ー
チ
し
て
構
成
を
考
え
る
の
に
１

カ
月
、
実
際
の
執
筆
に
１
カ
月
を
使
い
、
あ
と
の

１
カ
月
で
見
直
し
や
校
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

小
説
の
書
き
方
も
変
わ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
作
は
パ
ソ

コ
ン
で
の
執
筆
で
し
た
が
、
い
ま
は
ま
ず
ル
ー
ズ

リ
ー
フ
の
ノ
ー
ト
に
手
書
き
を
し
て
、
そ
れ
を
手

直
し
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
ま
た
手
を
入
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し

で
す
。

山
岡　
「
書
く
」
こ
と
を
生
業
と
さ
れ
て
い
る
小
説

家
の
方
々
に
は
、「
書
く
」
と
き
の
七
つ
道
具
と
も

い
う
べ
き
、
お
気
に
入
り
の
ア
イ
テ
ム
が
必
ず
あ

る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
三
上
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

三
上　
グ
リ
ッ
プ
の
ゴ
ム
が
す
ご
く
柔
ら
か
く
て
、

手
触
り
が
よ
く
感
じ
る
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
が
第

一
稿
用
で
す
。
い
つ
生
産
中
止
に
な
る
か
分
か
ら

な
く
て
心
配
な
の
で
、
10
本
ほ
ど
買
い
だ
め
し
て

あ
る
く
ら
い
の
お
気
に
入
り
で
す
。
４
色
ボ
ー
ル

ペ
ン
は
修
正
用
で
、
赤
、
青
、
緑
の
順
で
書
き
入

れ
を
行
い
ま
す
。
緑
ま
で
い
っ
て
、
最
初
の
原
稿

に
戻
す
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
が
（
笑
）。

　

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
も
、
キ
ー
を
押
し
た
時
の

感
触
が
機
種
に
よ
っ
て
微
妙
に
違
う
キ
ー
ボ
ー
ド

に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
気
に
入
っ
た
機
種
を

探
し
に
秋
葉
原
の
キ
ー
ボ
ー
ド
専
門
シ
ョ
ッ
プ
へ

山
岡
三
子
さ
ん
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行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
使

う
と
執
筆
速
度
が
上
が
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
お
気
に
入
り
の
品
が
目
の
前
に
あ
る

と
ホ
ッ
と
す
る
ん
で
す
。

　

ふ
だ
ん
は
、
米
国
の
通
販
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
、

お
そ
ら
く
日
本
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー
の

大
き
な
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ッ
グ
に
道
具
一
式
を

入
れ
て
フ
ァ
ミ
レ
ス
へ
行
き
、
午
前
中
は
そ
こ
で

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
昔
は
睡
眠
時
間
が
２
、

３
日
で
３
時
間
程
度
で
も
平
気
で
し
た
が
、
い
ま

は
も
う
絶
対
無
理
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
体
力
が

落
ち
、
執
筆
速
度
も
遅
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
健

康
に
気
を
付
け
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
週
に
２
回
は
ジ
ム
に
通
い
、

暴
飲
暴
食
を
せ
ず
、
１
日
に
１
食
は
き
ち
ん
と
野

菜
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。

山
岡　
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
第
４
巻

で
江
戸
川
乱
歩
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
立
教
大

学
の
「
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
」
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

そ
う
で
す
ね
。

旧
江
戸
川
乱
歩
邸
を
訪
れ
て 

解
け
た
積
年
の
謎

三
上　
乱
歩
の
息
子
さ
ん
が
立
教
大
学
の
教
授
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
裏
手
に
旧
乱
歩
邸
が
あ
っ
た

縁
か
ら
、
立
教
大
学
で
乱
歩
邸
を
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
い
や
あ
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
ね
。
積
年
の
謎
が
解
け
ま
し
た
。

山
岡　
積
年
の
謎
？

三
上　
乱
歩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
『
空
中
紳
士
』

と
い
う
稀
覯
本
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
初
版
と

第
２
版
は
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
私
は
そ
も

そ
も
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
昔
は
、
本
が
売
れ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る

た
め
に
、
本
当
は
初
版
の
も
の
を
第
３
版
と
表
記

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
出
版
社
も
あ
れ
ば
、
そ

う
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
乱
歩
の

作
品
で
は
、
ほ
か
に
も
『
陰
獣
』
と
『
空
中
紳 

士
』
の
初
版
本
が
出
て
こ
な
い
の
で
有
名
で
、
乱

歩
邸
で
確
認
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
第
３
版
し

か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
著
者

が
初
版・

第
２

版
を
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ

と
は
、
最
初
か

ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

山
岡　
ご
自
分

で
推
理
し
、
実

際
に
確
か
め
る

と
い
う
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

三
上　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
第
４
巻
で
使
い
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
物
語
の
枠
に
収
ま

り
き
れ
な
く
て
断
念
し
ま
し
た
。

　

旧
乱
歩
邸
で
は
、
私
が
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
土
蔵
の
中
の
ほ
う
ま
で
見
る
こ
と
の
で
き

る
許
可
を
い
た
だ
き
、
写
真
も
た
く
さ
ん
撮
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
有
名
な
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
の

エ
ラ
リ
ー・

ク
イ
ー
ン
と
い
う
名
前
は
、
探
偵
小
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説
を
書
く
た
め
に
二
人
の
作
家
が
用
い
た
筆
名
の

一
つ
で
す
が
、
そ
の
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る

フ
レ
デ
リ
ッ
ク・

ダ
ネ
ー
に
乱
歩
が
贈
っ
た
本
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
乱
歩
直
筆
の
英
文
の
手
紙
の

下
書
き
が
出
て
き
て
、
英
単
語
を
調
べ
た
メ
モ
が

あ
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
土
蔵
の
２
階
は
完
全
に
稀
覯
本
コ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
い
て
、
立
教
大
学
が
き
ち
ん
と
管

理
し
て
い
ま
す
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
乱

歩
自
身
で
「
保
存
用
自
著
」
と
い
う
箱
を
作
っ
て
、

仕
事
が
な
い
戦
時
中
に
自
著
を
全
部
整
理
し
て
、

年
代
順
に
揃
え
て
箱
に
入
れ
、
説
明
ま
で
付
し
て

い
る
こ
と
で
、
い
っ
た
い
誰
に
見
せ
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

異
な
る
複
数
の
読
者
を
想
定
し
な
が
ら
の 

執
筆
活
動

山
岡　
執
筆
を
す
る
時
に
は
、
ご
自
分
の
中
に
３

人
の
読
者
を
想
定
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
一

人
は
、
50
代
の
古
書
好
き
の
男
性
。
も
う
一
人
は
、

あ
ま
り
本
を
読
ま
な
い
20
代
の
女
性
。
そ
し
て
３

人
目
は
、
小
説
家
に
な
ら
な
か
っ
た
40
代
の
自
分
。

こ
の
３
人
の
内
的
読
者
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
お
考
え
に
な
る
そ
う
で
す
ね
。

三
上　
い
つ
も
そ
の
３
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

対
象
と
す
る
読
者
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
た

り
も
す
る
ん
で
す
。
だ
い
た
い
３
人
く
ら
い
を
用

意
し
て
書
い
て
い
ま
す
ね
。
特
に
ビ
ブ
リ
ア
シ
リ
ー

ズ
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
古
書
に
つ
い
て

全
く
知
ら
な
い
人
と
、
逆
に
私
よ
り
も
詳
し
い
人
、

こ
の
２
人
を
想
定
し
ま
す
。

山
岡　
小
説
家
に
な
ら
な
か
っ
た
ご
自
分
を
想
定

さ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

三
上　

小
説
は
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
自
分
が
楽
し
ん
で
書
い
て
い
な
い
と
、

読
者
に
も
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
執
筆
し
て
い
て
自
分

が
楽
し
め
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、

小
説
家
で
あ
る
自
分
を
唯
一
の
基
準
に
し
て
し
ま

う
と
、
読
者
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
純
粋
に
読
者
と
し
て
の
自
分
、
つ

ま
り
小
説
家
に
な
っ
て
い
な
い
、
不
純
、
不
埒
で

は
な
い
自
分
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

山
岡　
ど
う
し
て
も
プ
ロ
の
視
点
と
い
う
も
の
が

入
っ
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

三
上　
そ
う
で
す
。
古
書
店
員
や
他
の
仕
事
に
就

い
て
い
る
自
分
を
想
定
し
、
彼
が
読
ん
だ
ら
ど
の

よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。

　

自
分
の
中
に
読
者
を
想
定
す
る
こ
と
は
小
説
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
の
一
環
で
も
あ
る
の
で
、
３

人
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が
入
れ
替

わ
り
立
ち
替
わ
り
出
て
き
ま
す
。
中
学
生
と
高
校

生
の
息
子
が
い
る
主
婦
と
か
、
ち
ょ
っ
と
早
熟
な

中
学
１
年
生
の
女
子
と
か
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

に
ど
れ
く
ら
い
満
足
し
て
も
ら
え
る
か
を
い
つ
も

考
え
な
が
ら
、
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

山
岡　
次
の
作
品
を
読
者
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
進
捗
具
合
は
い
か
が

で
す
か
。

三
上　
近
く
「
江
ノ
島
西
浦
写
真
館
」
と
い
う
新

刊
が
出
る
予
定
で
す
。
江
ノ
島
に
あ
る
、
閉
鎖
さ

れ
た
写
真
館
を
舞
台
に
し
た
連
作
短
編
の
ミ
ス
テ

リ
ー
で
す
。
高
校
の
文
芸
部
に
い
た
頃
、
後
輩
の

125 大学時報　2016.1



実
家
が
写
真
館
を
営
ん
で
い
て
、
よ
く
遊
び
に
行
っ

た
思
い
出
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
写
真
と
い
う
も
の

は
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
で
、
写
真
を
撮
ら
な
い
と
い
う
人
は
い
な

い
今
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
自
体
は
あ
っ
て
も
、

写
真
館
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
、
取
り
上
げ
る
と
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
題
材
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
い
つ
か
写
真
館
を
小
説
で

取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
た
写
真
館
の
館
主
が

亡
く
な
り
、
そ
の
孫
が
写
真
館
の
整
理
を
し
て
い

る
と
、
注
文
を
受
け
て
撮
っ
た
の
に
お
客
さ
ん
に

渡
し
て
い
な
い
写
真
が
い
く
つ
も
出
て
く
る
。
そ

れ
を
届
け
よ
う
と
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
真
に
何
か
し
ら
お
か
し
な
と
こ
ろ
、
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
主
人
公
で
あ
る
館
主
の
孫

が
そ
の
謎
を
解
い
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

山
岡　
ビ
ブ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
次
作
が
待
ち
き
れ

な
い
と
い
う
フ
ァ
ン
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
え

て
写
真
館
を
舞
台
に
し
た
ビ
ブ
リ
ア
と
は
別
の
お

話
を
挟
む
こ
と
に
は
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

三
上　
ビ
ブ
リ
ア
の
次
作
を
心
待
ち
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
の
で
す
が
、

ビ
ブ
リ
ア
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
小
説
も
書
き
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ビ
ブ
リ
ア
が

完
結
し
た
後
の
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
、
江
戸
時

代
の
も
の
も
書
い
て
み
た
い
し
、
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
の
話
も
書
い
て
み
た
い
で
す
。

　

以
前
、
関
東
大
震
災
の
少
し
あ
と
の
時
代
を
舞

台
に
し
た
短
編
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
資
料
を
集
め
て
当
時
の
風
俗
の
も
と

で
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
の
目
途

が
立
っ
た
の
で
、
ま
た
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

構
想
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ミ

ス
テ
リ
ー
ホ
ラ
ー
の
よ
う
な
感
じ
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

古
い
も
の
、新
し
い
も
の 

「
調
べ
る
」っ
て
お
も
し
ろ
い

山
岡　
ご
自
分
の
小
説
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
小
説
を
通

し
て
「
い
ま
の
時
代
に
伝
え
た
い
こ
と
」
と
い
う

テ
ー
マ
な
ど
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

三
上　
あ
ま
り
大
そ
れ
た
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

の
で
す
が
、「
古
い
も
の
で
も
新
し
い
も
の
で
も
、

お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
お
も
し
ろ
い
」
と
思
っ
て

い
て
、「
調
べ
る
」
こ
と
っ
て
、
す
ご
く
お
も
し
ろ

い
ん
で
す
。

　

昔
の
こ
と
で
、
そ
の
当
時
は
何
で
も
な
い
こ
と

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
、
い
ま
の
自
分
の

目
で
見
る
と
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く
感
じ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
っ
て
調
べ
物
を
す
る
と
誰

も
が
感
じ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。「
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
調
べ
る
」
と
お
も
し
ろ
い
も
の
が
見
つ

か
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
の
小
説
を
通
し
て
伝
わ

る
と
い
い
で
す
ね
。

山
岡　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
探
し
物
に
効
率
的

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
い
ま
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、

「
読
ん
で
調
べ
る
」
こ
と
は
面
倒
だ
と
と
ら
え
ら
れ

る
人
も
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

三
上　
高
校
生
の
頃
く
ら
い
か
ら
、
自
分
で
調
べ

て
何
か
を
見
つ
け
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
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定
期
的
に
興
味
が
湧
く
テ
ー
マ
が
あ
っ
て
、
高

校
時
代
は
、
ト
イ
レ
の
歴
史
を
文
芸
部
の
文
集
に

発
表
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
森
貝
塚
を
発
見

し
た
エ
ド
ワ
ー
ド・

Ｓ・

モ
ー
ス
が
、
当
時
の
日

本
の
男
性
用
便
器
に
つ
い
て
非
常
に
詳
細
な
ス

ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
る
と
か
、
ビ
ク
ト
ル・

ユ
ー

ゴ
ー
の
レ・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
の
第
４
部
で
は
、
冒
頭

に
パ
リ
の
下
水
道
の
歴
史
に
つ
い
て
50
ペ
ー
ジ
く

ら
い
書
い
て
あ
る
と
か
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
前
の
パ
リ
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

大
学
の
社
会
学
科
で
は
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

に
有
害
コ
ミ
ッ
ク
規
制
を
取
り
上
げ
、
ず
い
ぶ
ん

リ
サ
ー
チ
し
ま
し
た
。
今
で
も
仕
事
に
全
く
関
係

が
な
い
こ
と
で
も
、
も
の
す
ご
く
調
べ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

山
岡　
日
本
人
の
活
字
離
れ
が
指
摘
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
と
と
も
に
、
特
に
若
い
人

は
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。

本
の
魅
力
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

40
年
続
け
て
飽
き
な
い 

本
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
娯
楽
は
な
い

三
上　
自
分
自
身
が
ず
っ
と
本
を
読
ん
で
き
て
、

周
囲
を
見
聞
き
し
た
経
験
も
踏
ま
え
て
言
う
と
、

本
を
読
む
人
は
昔
か
ら
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
現
代
は
娯
楽
の
種
類
が
増
え
た

の
で
、
そ
の
分
だ
け
「
ラ
イ
ト
な
読
者
層
」
は
減

り
ま
し
た
が
、
本
当
に
読
書
が
好
き
な
「
ヘ
ビ
ー

な
読
者
層
」
は
、
以
前
と
比
べ
て
減
り
も
増
え
も

し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

　

私
が
小
中
学
生
の
頃
、
大
人
っ
て
全
く
本
を
読

ま
な
い
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
両
親
の

世
代
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
仕
事
が
忙
し
く
て
本
を
読
む
時
間
を
と

れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
は
、
本
な
ん
て
読
ま
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ

な
い
か
、
そ
の
時
々
に
そ
の
人
に
と
っ
て
お
も
し

ろ
い
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
、
本
を
読
ま
な

い
人
、
敬
遠
し
て
い
る
人
は
、
本
は
難
し
く
て
よ

く
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
と
誤
解
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
40
年
ち
か
く
本
を
読
ん
で

き
ま
し
た
が
、
全
然
飽
き
ま
せ
ん
し
、
こ
ん
な
に

お
も
し
ろ
い
娯
楽
を
他
に
知
り
ま
せ
ん
。

　

若
い
人
に
何
か
言
う
と
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
マ
ン

ガ
で
も
映
画
で
も
い
い
け
れ
ど
、
そ
の
後
ど
こ
か

で
本
の
お
も
し
ろ
さ
に
出
会
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

三上延さん（右）と山岡三子さん
（2015年12月3日 小田急ホテルセンチュリー
� サザンタワーにて）

127 大学時報　2016.1



川か
わ

井い 
伸し

ん

一い
ち

愛
知
大
学
学
長・

理
事
長

　

佐
藤
元
彦
前
学
長・

理
事
長
の
任
期
満

了
に
伴
う
学
長
選
挙
の
結
果
、
11
月
15
日

付
で
学
長・

理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

川
井
伸
一
学
長・

理
事
長
は
１
９
５
１

年
５
月
、
東
京
都
八
王
子
市
生
ま
れ
。
１

９
７
５
年
東
京
大
学
教
養
学
部
国
際
関
係

論
分
科
卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学

研
究
科
国
際
関
係
論
専
攻
修
士
課
程
修
了
、

同
博
士
課
程
単
位
修
得
退
学
。
日
本
学
術

振
興
会
奨
励
研
究
員
、
日
本
国
際
問
題
研

究
所
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
１
９
９
２
年

に
愛
知
大
学
経
営
学
部
助
教
授
、
１
９
９

５
年
に
同
教
授
、
２
０
０
９
年
に
経
営
学

部
部
長
に
就
任
。
２
０
１
１
年
に
副
学
長

（
経
営
担
当
）
と
な
る
。

　

専
門
は
国
際
経
営
論
、
中
国
経
営
論
で
、

『
中
国
企
業
改
革
の
研
究
』（
中
央
経
済
社
、

１
９
９
６
年
）、『
中
国
上
場
企
業

―
内

部
者
支
配
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
創
土
社
、
２

０
０
３
年
）、『
中
国
多
国
籍
企
業
の
海
外

経
営
』（
編
者
、
日
本
評
論
社
、
２
０
１
３

年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
政
経

学
会
、
ア
ジ
ア
経
営
学
会
、
中
国
経
済
学

会
、
中
国
経
営
学
会
な
ど
の
理
事
を
歴
任

し
た
。

　

愛
知
大
学
は
名
古
屋
（
笹
島
）、
豊
橋
、

名
古
屋
（
車
道
）
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス・

８

学
部
体
制
で
、
現
代
中
国
学
部
、
地
域
政

策
学
部
と
い
っ
た
全
国
的
に
も
特
徴
あ
る

学
部
を
擁
す
る
。
国
際
的
視
野
と
教
養
を

身
に
付
け
た
人
材
の
育
成
と
地
域
社
会・

文
化
へ
の
貢
献
が
建
学
の
精
神
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
論
理
的
な
思
考
力・

表
現
力
を
基
本
に
し
た
教
育
の
質
の
一
層

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

山や
ま

口ぐ
ち 

政ま
さ

俊と
し

福
岡
大
学
学
長

　

衛
藤
卓
也
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
１
５
年
12
月
１
日
付
で
、
山
口
政
俊

薬
学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　

山
口
新
学
長
は
、
１
９
４
８
年
福
岡
県

生
ま
れ
。
１
９
７
１
年
九
州
大
学
薬
学
部

卒
業
、
１
９
７
８
年
九
州
大
学
大
学
院
薬

学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
１
９
７

９
年
薬
学
博
士
。
１
９
８
３
年
に
福
岡
大

学
薬
学
部
助
教
授
、
１
９
９
０
年
か
ら
同

学
部
教
授
。
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
１

年
ま
で
薬
学
部
長
（
２
期
）、
学
校
法
人
福

岡
大
学
理
事
、
同
評
議
員
を
歴
任
。
な
お
、

１
９
８
７
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
大
学
医
学
部
に
留
学
。

　

専
門
は
薬
品
分
析
学
。
２
０
１
０
年
に

日
本
分
析
化
学
会
学
会
賞
、
２
０
１
２
年

に
日
本
私
立
薬
科
大
学
協
会
教
育
賞
を
受

賞
。
日
本
分
析
化
学
会
会
員
、
日
本
薬
学

会
会
員
、
化
学
物
質
評
価
研
究
機
構
評
議

員・

理
事
、
薬
学
教
育
評
価
機
構
総
合
評

価
評
議
員
を
務
め
て
い
る
。

　

福
岡
大
学
は
、
９
学
部・

大
学
院
10
研

究
科
と
２
つ
の
病
院
を
擁
す
る
地
域
の
教

育
研
究・

医
療
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
、

西
日
本
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
き
た
。
こ
の
他
に
２
つ
の
附
属
高
校
、

１
つ
の
附
属
中
学
校
を
有
し
て
い
る
。

　

新
学
長
は
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
大
学
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
建
学

の
精
神
の
一
つ
で
あ
る
「
積
極
進
取
」
の

下
で
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
岡
大
学
」
を
掲
げ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
職
責
を
果

た
し
た
い
と
所
信
を
示
し
た
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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大お
お

塚つ
か 

伸の
ぶ

夫お

大
正
大
学
学
長

　

２
０
１
５
年
11
月
１
日
付
で
大
正
大
学
の

第
35
代
学
長
に
就
任
。
新
学
長
の
任
期
は
、

学
長
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
目
的
と
し
て
従

来
の
３
年
か
ら
４
年
に
延
長
さ
れ
、２
０
１

９
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
学
長
は
１
９
５
７
年
新
潟
県
佐
渡
市

生
ま
れ
。
１
９
８
０
年
大
正
大
学
仏
教
学

部
を
卒
業
、
１
９
８
７
年
大
正
大
学
文
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
仏
教
学
専
攻
単
位

取
得
満
期
退
学
。
同
年
大
正
大
学
綜
合
仏

教
研
究
所
研
究
員
、
１
９
９
７
年
綜
合
仏

教
研
究
所
講
師
、
２
０
０
１
年
大
正
大
学

人
間
学
部
非
常
勤
講
師
、
２
０
０
９
年
大

正
大
学
人
間
学
部
特
任
准
教
授
、
２
０
１

３
年
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
所
長
、

２
０
１
４
年
大
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
、

２
０
１
５
年
大
正
大
学
学
長
補
佐
を
歴
任
。

博
士
（
仏
教
学
）。

　

専
門
分
野
は
、
イ
ン
ド
に
密
教
が
形
成

さ
れ
て
い
く
過
程
の
究
明
と
、
空
海
の
開

い
た
真
言
宗
の
密
教
思
想
。
著
書
に
『
初

期
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
春
秋
社
）
や

『
初
期
密
教
』（
共
著
、
春
秋
社
）
な
ど
が

あ
り
、
論
文
に
「『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
』

に
見
ら
れ
る
初
期
密
教
者
像
に
つ
い
て
」

「『
即
身
成
仏
義
』
に
み
ら
れ
る
本
覚
思
想

の
一
背
景
」
ほ
か
多
数
あ
る
。

　

新
学
長
は
就
任
し
て
間
も
な
い
が
、
少

子
化
が
進
行
す
る
現
代
社
会
に
即
応
で
き

る
大
学
改
革
の
５
つ
の
方
針
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
２
つ
の
新
学
部
開
設
に
向
け

て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
多
忙
な
中
で
も
、
音
楽
鑑
賞
し
な
が
ら

読
書
す
る
趣
味
は
忘
れ
ず
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
大
学
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
「
私
立
大
学
振
興
大
会
２
０
１
５
」
開
催

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
会
長・

清
家
篤
慶
應
義
塾
長
、
日
本

私
立
大
学
連
盟
会
長
）、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
な
ら
び
に
日
本
私
立

高
等
専
門
学
校
協
会
で
は
、
私
立
大
学
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
私
立
大
学
関
係
政
府
予
算
と

税
制
改
正
に
か
か
る
私
立
大
学
側
の
要
望
実
現
に
向
け
、
本
振
興
大
会

を
開
催
し
た
（
２
０
１
５
年
11
月
24
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）。

　

河
村
建
夫
衆
議
院
議
員・

元
文
部
科
学
大
臣
、
義
家
弘
介
文
部
科
学

副
大
臣
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
杉
野
剛
文
部
科
学
省
高
等

教
育
局
私
学
部
長
な
ど
を
迎
え
、「
日
本
の
創
生
と
私
立
学
校
振
興
助
成

法
制
定
40
周
年
か
ら
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
な
ら
び
に
全
国
の
テ
レ
ビ
会
議
参
加
者

か
ら
各
大
学
の
各
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
や
貢
献
事
例
、
地
域
の
実
情

の
紹
介
と
と
も
に
、
国
の
支
援
拡
充

に
関
す
る
強
い
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
当
日
参
加
し
た

私
立
大
学
等
関
係
者
の
総
意
と
し
て

「
決
議
」
を
採
択
し
、
杉
野
私
学
部
長

に
手
交
し
、
平
成
28
年
度
私
立
大
学

関
係
政
府
予
算
と
税
制
改
正
に
か
か

る
私
立
大
学
側
の
要
望
実
現
に
つ
い

て
、
関
係
方
面
に
対
し
て
強
く
求
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

来賓あいさつをする義家文部科学副大臣
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Ｋか
れ
ん・

Ｊじ
ゅ
ん・

シ
ャ
フ
ナ
ー

西
南
学
院
大
学
学
長
。
米

国
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン・

バ
プ
テ
ス
ト
神
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。
’87
西
南
学
院
大
学
文
学
部
講
師
、

同
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

清せ
い

家け　
篤あ

つ
し

慶
應
義
塾
長
、
本
連
盟
会
長
。
’78
慶
應

義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
博
士
（
商
学
）。
労
働
経

済
学
専
攻
。
主
著
『
雇
用
再
生

―
持
続
可
能
な
働

き
方
を
考
え
る
』
他
。

松ま
つ

本も
と

宣の
り

郎お

東
北
学
院
大
学
学
長
。
東
京
大
学
文
学

部
卒
、
同
大
学
院
西
洋
史
学
修
士
課
程
修
了
。
同
大

学
助
手
、
東
北
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
、
’13
よ
り
現

職
。
専
門
は
古
代
ロ
ー
マ
史
。
文
学
博
士
。

難な
ん

波ば

功こ
う

士じ

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
。
東
京

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
専
門

は
広
告
史
、
若
者
文
化
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
な
ど
。
主

著
『「
就
活
」
の
社
会
史
』、『
大
二
病
』
ほ
か
。

横よ
こ

山や
ま

千ち

晶あ
き

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
、
初
年
次

教
育
学
会
理
事
。
同
大
学
文
学
研
究
科
博
士
単
位
取

得
退
学
。
専
門
は
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
文
化
。

編
著
『
Ｏ・

ヘ
ン
リ
ー
「
最
後
の
一
葉
」』
ほ
か
。

安あ
ん

藏ぞ
う

伸し
ん

治じ

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校・

中
学

校
校
長
。
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
。
’85
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
（Ph.D

.

）。
日
本
人
口
学
会
前
会
長
。

清し

水み
ず

正ま
さ

之ゆ
き

聖
学
院
大
学
学
長
。
東
京
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門

は
倫
理
学
、
日
本
倫
理
思
想
史
。
主
著
『
日
本
思
想

全
史
』、『
国
学
の
他
者
像

―
誠
実
と
虚
偽
』
ほ
か
。

音お
と　
好よ

し

宏ひ
ろ

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
メ

デ
ィ
ア
専
攻
。
主
著
『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
的
展

開
』
ほ
か
。

渡わ
た
辺な

べ
茂し

げ
晃あ

き

日
本
経
済
新
聞
社
日
経
カ
レ
ッ
ジ
カ
フ
ェ

副
編
集
長
兼
日
経
Ｈ
Ｒ
日
経
就
職
ナ
ビ
編
集
長
。
桜

美
林
大
学
大
学
院
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
非
常
勤
講
師
。

北き
た

城し
ろ

恪か
く

太た

郎ろ
う

国
際
基
督
教
大
学
理
事
長
。
’72
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大
学
院
（
バ
ー
ク
レ
ー
校
）
修
士

課
程
修
了
。
現
在
、
日
本
ア
イ・

ビ
ー・
エ
ム
㈱
相

談
役・

経
済
同
友
会
終
身
幹
事
。

髙た
か

木ぎ

孝た
か

子こ

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
。

ア
メ
リ
カ・

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（Ph.D

.

、
神
学
）。
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
を
経
て
’01
よ
り
現
職
。

前ま
え
田だ

信の
ぶ
彦ひ

こ

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
。
上
智
大
学
大
学
院
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
社
会
学
）。
主
著

『
仕
事
と
生
活

―
労
働
社
会
の
変
容
』
な
ど
。

中な
か

村む
ら

朝あ
さ

夫お

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
教
授
。
博
士
（
工

学
）。
東
京
工
業
大
学
な
ど
を
経
て
、
’05
よ
り
芝
浦
工

業
大
学
教
員
（
専
門
は
化
学
）。
’15
よ
り
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
。

水み
ず

谷た
に　
誠ま

こ
と

学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
。
’13
よ
り
現

職
。
同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
博
士
課
程
（
前

期
課
程
）
修
了
。
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
。
専
門

は
、宗
教
学
（
キ
リ
ス
ト
教
神
学
）、思
想
史
、哲
学
。

大お
お

橋は
し

敏と
し

子こ

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
学
術
博
士
。
主
著
『
外
国
人
留
学
生

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
危
機
介
入
』（
京
都
大
学
学
術

出
版
会
）。
現
在
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
に
在
籍
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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佐さ

さ々

木き

清き
よ
子こ

上
智
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。T

eachers College, Colum
bia 

U
niversity

修
士
課
程
修
了
。
国
際
基
督
教
大
学
修

士
課
程
修
了
。
臨
床
心
理
士
、
大
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。

飯い
い

野の

公ま
さ

一か
ず

早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
（
国
際
教
養

学
部・

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
）
教
授
、

同
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
所
長
。Ph.D

.

（
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
）、
専
門
は
社
会
言
語
学
。

信し
の

田だ

グ
レ
チ
ェ
ン

国
際
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
事
務

室
長
。

宮み
や

澤ざ
わ

節せ
つ

生お

青
山
学
院
大
学
法
務
研
究
科
教
授
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
社
会
学
科
博
士
課
程
修
了
。法
学
博
士
、

Ph.D
.

。
ア
メ
リ
カ
法
社
会
学
会
国
際
賞
、
ア
メ
リ
カ

犯
罪
学
会
国
際
犯
罪
学
部
門
最
優
秀
図
書
賞
を
受
賞
。

稗ひ
え

田だ

里り

香か

東
海
大
学
健
康
科
学
部
准
教
授
。
’06
よ

り
現
職
。
イ
ッ
キ
飲
み
防
止
連
絡
協
議
会
専
門
委
員

な
ど
。
主
著
『
人
権
視
点
に
立
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
者
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
』。

中な
か

村む
ら

哲の
り

之ゆ
き

東
洋
学
園
大
学
人
間
科
学
部
専
任
講

師
。
’09
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
文
学
）。
千
葉
大
学
を
経
て
、
’14
よ

り
現
職
。
主
著
『
動
物
の
錯
視
』
な
ど
。

倉く
ら
沢さ

わ
新し

ん
一い

ち

関
東
学
院
大
学
栄
養
学
部
長
、
教
授
。
’79

筑
波
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
了
。
農
学
博
士
。

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
を
経
て
、
’15
よ
り
現
職
。

主
著
『
食
物
繊
維
』
な
ど
。

小こ

松ま
つ　

修お
さ
む

日
本
大
学
広
報
部
大
学
史
編
纂
課
嘱

託
。
’87
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
満
期
退
学
。
日
本
大
学
助
手
、
非
常
勤
講
師
を
経

て
、
’99
よ
り
現
職
。

藤ふ
じ

原わ
ら

美み

紀き

学
校
法
人
梅
花
学
園
法
人
事
務
局
兼
梅

花
女
子
大
学
企
画
部
長
。
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
卒
。

石い
し

井い

研け
ん

士じ

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
、
副

学
長
。
’85
東
京
大
学
人
文
科
学
研
究
科
宗
教
学・

宗

教
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
宗

教
学
）。
’02
よ
り
現
職
。
主
著
『
銀
座
の
神
々
』
な
ど
。

三み

上か
み　
延え

ん

武
蔵
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
卒
。
高

校
時
代
か
ら
小
説
家
を
目
指
し
、
古
書
店
勤
務
な
ど

を
経
て
、
２
０
０
２
年
『
ダ
ー
ク・

バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
』

で
デ
ビ
ュ
ー
。
２
０
１
１
年
の
古
書
ミ
ス
テ
リ
ー
『
ビ

ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
が
人
気
と
な
り
、『
ビ

ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
４
』
が
日
本
推
理
作
家

協
会
賞
長
編
お
よ
び
連
作
短
編
集
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
る
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
11
月
10
日
㈫　

第
８
回
常
務
理
事
会

に
出
席

●
11
月
17
日
㈫　

第
７
回
理
事
会
、
第

２
回
秋
季
総
会
に
出
席

●
11
月
18
日
㈬　

全
私
学
連
合
「
私
学

振
興
協
議
会
」
に
出
席

　

清
家
篤
全
私
学
連
合
代
表
（
当
連
盟

会
長
）
か
ら
①
平
成
28
年
度
私
立
大
学

関
係
政
府
予
算
お
よ
び
税
制
改
正
に
関

す
る
要
望
②
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

の
推
進
に
関
す
る
要
望
③
私
立
学
校
の

激
甚
災
害
法
に
お
け
る
局
地
激
甚
災
害

指
定
の
改
善
に
関
す
る
要
望

―
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
実
現
へ
支
援

を
要
請
し
た
。

　

特
に
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
お

い
て
は
、
国
私
間
格
差
が
是
正
さ
れ
な

い
ま
ま
に
減
額
さ
れ
て
い
る
実
態
の
説

明
と
と
も
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に

お
い
て
も
、
国
公
立
と
私
立
と
の
間
で

格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

平
成
28
年
度
予
算
は
も
と
よ
り
、
平
成

27
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
確
保
を
強

く
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
の
た
め
の
激
甚
災

害
指
定
時
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
国

公
立
学
校
の
措
置
と
遜
色
の
な
い
よ
う
、

局
地
激
甚
災
害
指
定
の
補
助
適
用
と
す

る
な
ど
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
。

●
11
月
18
日
㈬　

馳
文
部
科
学
大
臣
、

麻
生
財
務
大
臣
へ
、「
平
成
28
年
度
私
立

大
学
関
係
政
府
予
算
拡
充
お
よ
び
税
制

改
正
」
を
要
望

●
11
月
24
日
㈫　

日
本
私
立
大
学
団
体

連
合
会
等
「
私
立
大
学
振
興
大
会
２
０

１
５
」に
出
席（
詳
細
は
１
２
９
頁
参
照
）

●
12
月
８
日
㈫　

第
９
回
常
務
理
事
会

に
出
席

●
12
月
14
日
㈪　

文
教
関
係
主
要
国
会

議
員
へ
、「
平
成
28
年
度
私
立
大
学
関
係

政
府
予
算
拡
充
お
よ
び
税
制
改
正
」
を

要
望

開
催
報
告

◉
11
月
19
日
㈭・

20
日
㈮

「
学
生
支
援
研
究
会
議
」
開
催

　

49
の
加
盟
大
学
か
ら
94
名
の
参
加
を

得
て
、「
諸
環
境
の
変
化
と
多
様
な
学
生

支
援
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　
『
学
生
生
活
白
書
２
０
１
５
』
か
ら
読

み
取
る
学
生
実
態
、
給
付
奨
学
金
制
度

の
創
設
要
望
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
大
学
生
の
自
死
を
巡
る

問
題
、
就
職・

採
用
活
動
時
期
の
後
ろ

倒
し
に
関
す
る
動
き
な
ど
に
つ
い
て
委

員
か
ら
課
題
提
起
が
あ
っ
た
後
、
多
様

な
学
生
へ
の
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
①
キ
ャ
リ
ア
形
成・

就
職
活

動
支
援
②
経
済
支
援
③
多
様
な
学
生
支

援
と
課
外
活
動
支
援
④
学
生
相
談

─

こ
の
４
つ
の
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

◉
11
月
27
日
㈮・

28
日
㈯

「
財
務・

人
事
担
当
理
事
者
会
議

第
２
回
全
体
会
議
」
開
催

　
「
経
営
財
務
戦
略
と
学
生
へ
の
経
済
的

支
援
～
持
続
的
な
奨
学
金
政
策
の
策
定

～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
学
生
に
対
す

る
奨
学
金
な
ど
の
経
済
的
支
援
が
ま
す

ま
す
重
要
な
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
支
援
を
よ
り
「
戦

略
的
」
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
大
学
の
財
務
に
必
要
な
視
点
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
51
の
会
員
法
人

か
ら
69
名
の
参
加
に
よ
り
、
意
見
交
換

お
よ
び
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊

●�

本
連
盟
学
生
委
員
会
奨
学
金
等
分
科

会・

日
本
学
生
支
援
機
構

　「
平
成
27
年
度
懇
談
会
」
開
催

　

国
の
奨
学
事
業
の
充
実
改
善
に
資
す

る
た
め
、
平
成
16
年
度
か
ら
年
に
２
回

開
催
し
て
き
た
懇
談
会
を
、
２
０
１
５

年
度
は
７
月
29
日
（
第
１
回
）、
12
月
14

日
（
第
２
回
）
に
開
催
し
た
。

　

第
１
回
で
は
奨
学
金
制
度
の
運
用
、

事
務
手
続
き
に
お
け
る
大
学
側
の
悩
み

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す

る
と
と
も
に
、
給
付
奨
学
金
の
創
設
を

強
く
要
望
し
た
。

　

第
２
回
で
は
、
第
１
回
に
続
く
意
見

交
換
と
と
も
に
、
情
報
公
開
資
料
の
充

実
、
各
種
奨
学
金
制
度
の
利
用
手
続
き

の
円
滑
化
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
５
年

11
月
▼
12
月

連盟ニュース

1322016.1　大学時報



第362号

第364号

第363号

第365号

（2015年5月発行）

（2015年9月発行）

（2015年7月発行）

（2015年11月発行）

【特集】
大学新入生の〝トモダチ作り〟を考える

【特集】
特徴ある正課外教育で学生を教育する

【特集】
わが国における「ユニバーサル化」
―社会人学生の現在地から―

【特別原稿】【座談会】
『第14回学生生活実態調査』から読み
解く現代学生像とこれからの学生支援

【座談会】
大学の普遍性と地域に根
差す大学の溢れる魅力

【小特集】
大学・高等学校教育改革
のこれから～高大接続改
革実行プランをふまえて

【インタビュー】
菊永 英里氏

（株式会社 Chrysmela
 代表取締役）

奇数月20日（年6回）刊行

【座談会】
4年制私立大学における
看護師養成の未来

【小特集】
エコキャンパスの今

【特別連載】
高校は今～これからの高
大接続・連携を考える

〈横浜市編〉
【インタビュー】
廣田 遥氏

（アテネ・北京オリンピック トラ
ンポリン日本代表、阪南大学 
職員）

【座談会】
戦後70年の私立大学の
歴史、果たしてきた役割
を振り返る―教育、研
究、社会貢献、機会均
等の観点から

【小特集】
日本全体に活力を生み出
す私立大学の地方創生

【インタビュー】
茂木 友三郎氏

（キッコーマン株式会社
 取締役名誉会長）

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第344号（2012年5月発行）から
　�詳細は
　http://www.shidairen.or.jp/activities/daigakujihou

【小特集】
大学における防災訓練

【インタビュー】
重太 みゆき氏

（印象評論家、インプレッション
トレーナー®）

UNIVERSITY  CURRENT  REVIEW

ISSN 0288-1748　2015（平成27）年5月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

変わる授業形態～少人数、デジタル化（早稲田大学）

No.362

2015

隔月刊

5

特集 大学新入生の〝トモダチ作り〟を考える
座談会　大学の普遍性と地域に根差す大学の溢れる魅力
小特集　大学・高等学校教育改革のこれから～高大接続改革実行プランをふまえて
特別連載　高校は今～これからの高大接続・連携を考える（愛知県編）
明日への試み　青山学院大学／同志社女子大学
わが大学史の一場面　福岡女学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　明治学院大学／成城大学／東北学院大学
クローズアップ・インタビュー　株式会社Chrysmela 代表取締役 菊永英里さん

3
6
4
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

特
徴
あ
る
正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る

ISSN 0288-1748　2015（平成27）年9月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学外活動を通して、コミュニティで活躍できる人材を育成（跡見学園女子大学）

No.364

2015

隔月刊

9

特集 特徴ある正課外教育で学生を教育する
座談会　４年制私立大学における看護師養成の未来
小特集　エコキャンパスの今
特別連載　高校は今～これからの高大接続・連携を考える（横浜市編）
明日への試み　追手門学院大学
わが大学史の一場面　仙台白百合女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　獨協大学／立正大学／大正大学
クローズアップ・インタビュー　
アテネ・北京オリンピック トランポリン日本代表、阪南大学職員 廣田 遥さん

3
6
3
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

わ
が
国
に
お
け
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

ISSN 0288-1748　2015（平成27）年7月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

「人づくり」と「ものづくり」を行う神山天文台（京都産業大学）

No.363

2015

隔月刊

7

特集 わが国における「ユニバーサル化」
　　 ―社会人学生の現在地から―
座談会　戦後70年の私立大学の歴史、果たしてきた役割を振り返る
―教育、研究、社会貢献、機会均等の観点から

小特集　日本全体に活力を生み出す私立大学の地方創生
明日への試み　龍谷大学／跡見学園女子大学
わが大学史の一場面　明治学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　立命館大学／成蹊学園／芝浦工業大学
クローズアップ・インタビュー　キッコーマン株式会社 取締役名誉会長 茂木友三郎さん

3
6
5
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

座
談
会 

『
第
14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』か
ら
読
み
解
く
現
代
学
生
像
と
こ
れ
か
ら
の
学
生
支
援

ISSN 0288-1748　2015（平成27）年11月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

最先端の医療現場を先取りした施設で、実践力を鍛えます（福岡女学院看護大学）

No.365

2015

隔月刊

11

座談会 『第14回学生生活実態調査』から読み解く
　　　 現代学生像とこれからの学生支援

小特集　大学における防災訓練
明日への試み　筑紫女学園大学／龍谷大学
わが大学史の一場面　聖カタリナ大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　上智大学／南山大学／専修大学
クローズアップ・インタビュー　
印象評論家、インプレッショントレーナーⓇ 重太みゆきさん
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◆
こ
の
特
集
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
就
職
活
動
に

向
け
て
学
生・

企
業
と
も
に
緊
張

感
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

２
年
続
け
て
の
日
程
変
更
に
関
し

て
、
学
生
や
企
業
に
加
え
、
大
学

か
ら
も
多
様
な
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
日
程
変
更
の
問
題
を
機

に
、
大
学
の
受
け
止
め
方
も
ま
た

一
様
で
は
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
▼
毎
年
の
よ
う
に
メ

デ
ィ
ア
で
大
学
の
就
職
特
集
が
組

ま
れ
、
受
験
生
が
大
学
選
び
に
就

職
デ
ー
タ
を
求
め
る
な
ど
、
今
や

「
就
職・

キ
ャ
リ
ア
」
は
大
学
経
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
の
一
つ
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う

に
各
大
学
は
就
職・

キ
ャ
リ
ア
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

▼
日
程
変
更
に
対
す
る
大
学
の
反

応
の
裏
に
は
「
就
職・
キ
ャ
リ
ア
」

に
対
す
る
各
大
学
の
考
え
方
や
ス

タ
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
今
回
は
企
業
、
地

域
、
規
模
、
理
系
な
ど
異
な
る
立

場
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
揺

れ
る
現
実
の
真
っ
た
だ
中
で
の
特

集
と
な
り
、
大
変
執
筆
し
に
く
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
▼

日
程
に
関
す
る
解
は
見
え
な
い
が
、

今
こ
そ
大
学
と
企
業
双
方
が
率
直

に
意
見
を
交
わ
し
、
未
来
を
見
据

え
て
検
討
努
力
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〔
広

報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）

委
員・

早
稲
田
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
長　

佐
々
木
ひ
と
み
〕

◆
異
な
る
文
化
や
習
慣
の
中
に
放

り
込
ま
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

い
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
留
学

す
れ
ば
、
勉
強
に
忙
し
い
だ
け
で

な
く
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
生

活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
考
え
方
の
違
う
他
国
の

人
々
に
囲
ま
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
衝

突
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
は
強
い
人
間
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
や
は
り
精
神
的
に
不
安
定

に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
と
き
に
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
た
り
援
助
を
申
し
出
て
く
れ
る

人
々
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
存

在
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
換
留
学
生
を
増
や
し

た
り
留
学
を
義
務
化
す
る
大
学
も

昨
今
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
送
り

出
す
学
生
の
メ
ン
タ
ル
面
の
支
援

を
留
学
先
の
大
学
に
任
せ
っ
ぱ
な

し
に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
個

人
情
報
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

必
要
な
情
報
は
留
学
先
の
大
学
と

共
有
し
、
学
生
が
留
学
の
目
的
を

果
た
せ
る
よ
う
、
十
分
な
準
備
と

支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

立
派
な
制
度
も
必
要
だ
が
、
受

け
入
れ
、
派
遣
の
学
生
双
方
に
「
い

つ
で
も
支
え
て
い
る
よ
」
と
安
心

感
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。〔
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
学
術
情
報
局
長　

大
日

方
聖
信
〕

　

３
６
５
号
「
大
学
点
描
（
福
岡

女
学
院
看
護
大
学
）
の
『
新
棟
完

成
イ
メ
ー
ジ
』
に
か
か
る
写
真
」

に
つ
き
ま
し
て
、
本
文
と
は
関
係

の
な
い
文
字
を
掲
載
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
事
務
局
よ
り
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
再
発

防
止
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
に
つ
き
ま
し
て

は
、
訂
正
し
た
も
の
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
大
連
盟
で
は
、
公
式Face-

book

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
『
大
学
時
報
』
の
進
捗
報

告
や
『
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

な
ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

ご
案
内
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
情
報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次号
（3月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「大学図書館はこれからどうなるのか？」
特　集	「少人数教育の効果と課題」
表紙 ・大学点描 共立女子大学
だいがくのたから 青山学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ ミネラルウォーター編

私
大

連
盟

‌
‌

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　
お
詫
び
と
訂
正

編
集
後
記


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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
園田学園女子大学
創 価 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（121大学　平成28年 1 月20日現在）

第65巻366号（通巻380号）
平成28年 1 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。



西暦年 2016 第65巻～号 366
平成 28 通巻 380
月号 1

3
6
6
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学 ・
立
場
か
ら
考
え
る〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は
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